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※注意







この書籍は「アドベンチャーゲームブック　vol.1　メインストーリー」の短編集です。







「アドベンチャーゲームブック」シリーズとなっておりますが、文中に選択肢はございません。







メインストーリーから続けてお読み頂けるとさらにお楽しみ頂けます。
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最強最悪の媚薬チョコレート









　２月13日、バレンタインデー前夜──。

　──里奈の部屋で、ジョージは妖しげな作業を行っていた。




【ジョージ】

「‥‥できた‥‥！　最強最悪の媚薬チョコレートの完成だ‥‥！　これはもはやチョコじゃねぇ‥‥究極の媚薬だぜ‥‥！」

「この媚薬入りチョコを、里奈が秀明に喰わせたら‥‥‥くくっ、結果が楽しみだぜ。里奈、悪いな。オレのためにその身を捧げてくれ‥‥」

「‥‥おっと、里奈が帰ってきやがったか。浸ってる場合じゃねえ、証拠が残らないように処理しねーと‥‥」




【里奈】

「あれ？　ジョージいたの？」




　私が電気を付けると、ジョージがベッドに腰を下ろしていた。




【ジョージ】

「‥‥どうした。予定より早かったじゃねーか」




【里奈】

「雪さんが助けてくれたから、予定より早く終わったんだ。それより、私の部屋に入る時はせめて電気くらい付けておいてよ」




【ジョージ】

「まーまー、そんなこたどーでもいいじゃねーか。‥‥ほら、これ」




　ジョージはポケットから、赤いリボンの箱を取り出した。




【里奈】

「何これ？」




【ジョージ】

「チョコレートに決まってんだろ」




【里奈】

「‥‥私に？」




【ジョージ】

「‥‥アンタ、乙女失格な」




【里奈】

「え？」




【ジョージ】

「明日が何の日か分かってねぇなんて寂しすぎるぜ‥‥」




【里奈】

（明日‥‥あ、そう言えば秘書室で話題になってたな）

「もしかして、バレンタインデーのチョコレートってこと？」




【ジョージ】

「ああ、最強のチョコレートをアンタに授ける」




【里奈】

「‥‥チョコに最強とかあるの？」




【ジョージ】

「あるさ、どんな男の心もトロけちまう最強のチョコレートだ」




　受け取った箱は可愛い花柄で、女性らしい包装になっている。

　形も色も、とくに変わったところは見られない。




【里奈】

「パッと見フツーっぽいけど‥‥どこで買ってきたの？」




【ジョージ】

「‥‥デパートで一番高い高級なヤツを選んできた」




【里奈】

「ゴディバとか？」




【ジョージ】

「まあ‥‥そんな感じだな。ブランド名はあえて外しておいた」




【里奈】

「どうして？　ブランドは名前が命なのに」




【ジョージ】

「‥‥神九条の連中はブランド物には慣れてるからな。チョコレートの形も、秀明の好きそうなモノを選んでおいた」




【里奈】

「なるほど‥‥とにかく私は、このチョコを明日渡せばいいのね」




【ジョージ】

「そーゆーこと。物分かりがよくて助かるぜ。オレの悪事の限り‥‥いや、知恵の限りを尽くした、最高のバレンタインデー作戦だ。里奈頼んだぜ？」




【里奈】

「うん、とりあえず渡しておくよ」




【ジョージ】

「‥‥とりあえずじゃ困るんだ。バレンタインデー作戦には条件が二つある」




【里奈】

「はいはい、何？」




【ジョージ】

「一つ、二人きりの時に渡すこと。二つ、必ず目の前で食べさせること。‥‥いいな？」




【里奈】

「二人きりの時に渡して、目の前で食べさせればいいのね？」




【ジョージ】

「そゆこと。お利口さんだな、里奈は」




　そう言いながらジョージは私の頭を撫で撫でする。




【里奈】

「‥‥やめてよ。子どもじゃないんだから」




【ジョージ】

「神九条の氷獣がどう反応するか‥‥楽しみだぜ」




【里奈】

「大げさじゃない？　副社長、チョコになんて興味なさそうだから」




【ジョージ】

「大げさなんかじゃないさ‥‥」




【里奈】

「？」




【ジョージ】

「‥‥里奈に、神のご加護があらんことを」




　ジョージは意味深な笑みを浮かべながら──ネックレスの十字架にキスを落とした。




　バレンタインデー当日──。

　──三響ビルに向かう女性社員の多くがお洒落な紙袋を下げている。




【里奈】

（すごいな。みんな会社で同僚とか上司に配るのか）

（三響のエリート社員も、やる事はキャバ嬢と大して変わらないな）




　ジョージから託されたチョコを入れた内ポケットに手を伸ばす。




【里奈】

（さすがに一つじゃ少なかったかな‥‥副社長以外にも用意した方がよかったかも）

（でも‥‥潜入してるだけだから、男ウケなんて気にしないでいいか）

（義理チョコに本命を混ぜるなんて、疲れちゃうだけだし）




　女性社員のフェロモンに軽く酔いながら、私は秘書室へと向かった。




【里奈】

「おはようございます」




　私は挨拶を済ませると、自分の席に着いた。




【百合】

「おはようございます、里奈さん」




【里奈】

「おはようございます、一宮さん‥‥と、これは？」




　私のデスクの上には、小さな可愛い黒い箱が置かれている。




【百合】

「チョコレートです」




【里奈】

「‥‥私に、ですか？」




【百合】

「ええ、大したものではありませんが」




【里奈】

「ありがとうございます。すみません、私‥‥」




【百合】

「ただの習慣なので気にしないで下さい」

「‥‥それより、水之瀬さんは誰に持ってきました？」




【里奈】

「一応‥‥上司ですし、副社長に持ってきました」




【百合】

「‥‥それだけですか？」




【里奈】

「はい‥‥まずかったでしょうか？」




【百合】

「いえ、とくに問題ないと思います。ただ‥‥もしかして課長に渡すんじゃないかと、ドキドキしてしまいました」




【里奈】

（え‥‥課長に？　なんか一宮さん、いきなりキャラ違くない？）




【百合】

「‥‥今のは気にしないで下さい。それでは失礼します」




　軽く会釈をした一宮さんは、雪さんの席へと向かった。




【里奈】

（何だったんだろう、一宮さん）




【雪】

「一宮さんに預ければいいの？」




【百合】

「はい、私が責任をもって課長に渡しますので」




　一宮さんは雪さんからチョコを預かると自席へと向かった。




【里奈】

（ヘンなの‥‥女同士でここまでチョコ交換なんてする？）

（三響の秘書って大変だな‥‥‥‥‥‥!?）




　背中に悪寒が走り、私が振り向く──と。




【秀明】

「水之瀬君、おはようございます」




　──私のすぐ真後ろに副社長が立っていた。




【里奈】

「‥‥おはようございます、副社長」

（急に現れないでほしいな、まったく）

（ただでさえ、潜入ってことで気を張ってるんだから‥‥）

「‥‥何のご用でしょうか？」




【秀明】

「部屋の整理の手伝いをお願いします」




【里奈】

「部屋の整理‥‥？」

（副社長の部屋って、毎朝清掃の方が入ってるよね‥‥？）




【秀明】

「不要な貰い物が山のようにあるので片付けて欲しいのです」




【里奈】

（不要な貰い物‥‥さてはバレンタインのチョコレートだな）

（‥‥やっぱり、副社長がチョコなんて食べるわけないよね）




【秀明】

「‥‥何か？」




【里奈】

「いえ‥‥何でもありません。かしこまりました」

（こんな鋭い目をした人が甘い物を食べてる姿なんて、想像できないって）




【秀明】

「それでは五分後に取締役室に来て下さい」




【里奈】

「はい、お伺いします」




　他の秘書たちの視線をスルーしながら、副社長は静かに去って行った。




【里奈】

（‥‥困ったな）




　私は内ポケットに手を触れ、ジョージのチョコがあるか確認する。

　朝入れた通り、四角く細長い箱がポケット一杯に入っている。




【里奈】

（二人きりの時に上げて食べさせる、か‥‥）

（下手に社外に出られると厄介だし、このあと取締役室で渡すしかないな）




　メールチェックを終えると、私は気合いを入れて取締役室へと向かった。




【里奈】

「失礼します、水之瀬です」

「!?」




　私がドアをノックすると同時に、取締役室から課長が出てくる。




【夏妃子】

「ちょっと、そんなところに突っ立ってたら邪魔よ」




【里奈】

「‥‥申し訳ございません」




【夏妃子】

「それで？　ダーリンに何の用事？」




【里奈】

「‥‥不要な貰い物の処分を依頼されまして」




【夏妃子】

「ああ、チョコレートのことね。ダーリンらしいっちゃ、ダーリンらしいけど‥‥。義理だけじゃなくて本命もあるって言うのに残酷な男だわ」

「水之瀬さん、命令よ」




【里奈】

「‥‥何でしょうか」

（課長の迫力、キャバクラのマネージャー以上だな‥‥）




【夏妃子】

「アタシのチョコレートは処分しないで食べさせるように」




【里奈】

「かしこまりました」




　キャットウォークで立ち去る課長を見送りながら、私は再びドアをノックした。

　取締役室に入ると──。

　大量に積まれたチョコレート箱の山の向こうから、声が聞こえた。




【秀明】

「‥‥遅かったですね」




　副社長は立ち上がると、溜息をつきながらソファに腰を下ろす。




【里奈】

「申し訳ございません。課長に仕事を依頼されていまして」




【秀明】

「夏妃子が‥‥何を？」




【里奈】

「‥‥課長のチョコは処分しないで食べさせるように、と」




【秀明】

「まったく‥‥つまらない所で虚勢を張る女だ」




　副社長はソファの上で、珍しく困ったような顔で溜息をつく。




【里奈】

「副社長、どうしたんですか？」




【秀明】

「夏妃子は私の嫌いな物を理解した上でそう言っているのですよ。‥‥日本だけですよ。こんな奇妙な風習は」




【里奈】

（日本だけ‥‥？　‥‥ああ、そう言えば）

「副社長はアメリカのハーバード大卒業でしたよね。やはりアメリカと日本とでは、バレンタインは全然‥‥」




【秀明】

「雑談は不要です。早くこの目障りな物体を処分して下さい」




【里奈】

「‥‥かしこまりました」




　私はデスクの上に積まれた箱の数々に目を流した。




【里奈】

（うわ、ゴディバのボックスだ‥‥すごい高そう）

（こっちはＡＭＡＭＩＹＡ‥‥ああ、雑誌で話題の店のヤツだ）

（それで‥‥これは手作りか）

（たしかに幾つか本命チョコっぽいのがあるな）

「副社長、すべて処分ということは‥‥捨てるということですか？」




【秀明】

「お任せします」




【里奈】

「そうです、か‥‥」

（さすがに捨てるのは忍びないな‥‥）




【秀明】

「‥‥可哀想だと思うなら、貴女に差し上げますが」




【里奈】

「さすがに、この量は‥‥」

（でも美味しそうだし‥‥持ちかえってジョージと食べようかな）

「‥‥いえ、せっかくですから頂戴します」




　私は用意してきた紙袋に一つずつ丁寧に箱を詰めていく。




【里奈】

（可哀想だけど私が食べてあげるから‥‥成仏してね）




　すると──ひときわ目を引く、深紅の大きな箱が視界に入る。




【里奈】

「副社長、こちらは‥‥」




【秀明】

「夏妃子の用意した物です」




【里奈】

「こちらは‥‥処分せず、食べて頂くよう課長から依頼されているのですが‥‥」

（ついでに、副社長にはジョージのチョコも食べてもらわないと）




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、命令です」




【里奈】

「はい、何でしょうか」




【秀明】

「一口食べて感想を教えて下さい。その感想を夏妃子に伝えれば、それで満足するでしょうから」




【里奈】

（なるほど‥‥これはチャンスだな）

「かしこまりました。ただ、その代わり‥‥」

「私のチョコレートを食べて頂けませんか？」




【秀明】

「‥‥貴女のチョコレート？」




【里奈】

「はい。実は副社長に食べて頂きたくて、用意したんです」




【秀明】

「私に交換条件とは‥‥調子に乗りすぎではないですか？」




【里奈】

「え、あ‥‥申し訳ありません」

（うーん‥‥この手は駄目か‥‥）




【秀明】

「‥‥冗談ですよ」




【里奈】

「え‥‥？」




【秀明】

「夏妃子のチョコレートの感想を教えてくれるなら、水之瀬君のチョコレートを頂戴しましょう」




【里奈】

「いいんですか？」




【秀明】

「こんな下らない事に、貴女を巻きこんだお詫びですよ」

「ただし、一口だけです。それでいいですね？」




【里奈】

「はい、一口だけでも十分です！」

（一口だろうが何だろうが、食べさせろとしか言われてないからね）

（ジョージの命令は聞いたことになるから、ぜんぜん問題なし）

「‥‥それでは、課長のチョコレートを頂きます」




　私は深紅の包装紙を解き、高級チョコレートを口に入れる。




【里奈】

（うわ‥‥美味しい‥‥！　見たことないブランドだけど大人の味だな）




【秀明】

「どんな味ですか？」




【里奈】

「ブランデーが濃厚で、とても美味しいです」

「薔薇の香りがほのかに漂っていて‥‥やや、男性より女性にウケそうな味です」




【秀明】

「なるほど‥‥そう答えておきます。彼女の店の新作らしいですが、流石に外しはしていないようですね」




【里奈】

「課長の店の‥‥？」




【秀明】

「彼女は副業でカフェを経営しており、そこの商品と言っていました」




【里奈】

（課長がカフェを‥‥行きたくないけど行ってみたくなる味だな、これは）

「副社長、それではお約束の‥‥」




　私は内ポケットから箱を取り出して副社長に両手で差し出した。




【里奈】

「是非‥‥召し上がって下さい」




【秀明】

「‥‥約束ですから、仕方ありませんね」




　副社長は軽く溜息を付きながら、リボンを解いた。




【里奈】

（チョコレート嫌いなのに食べてくれるなんて‥‥）

（‥‥これは脈アリかも。第一秘書の地位も、そう遠くないかも？）




　私が権謀術数を働かせて一人ほくそ笑んでいる──と。




【秀明】

「‥‥これは手作りですね」




【里奈】

「え？　あ、は、はい」

（あれ‥‥確かジョージはデパートで買ってたって‥‥）




【秀明】

「水之瀬君、貴女は私を勘違いしているようです」




【里奈】

「え？」




【秀明】

「私は金の亡者ではありません。ただ与えられた仕事として、金融事業を担当しているに過ぎない」




【里奈】

（どういうこと？　なんで怒ってるのか、さっぱり分からないんだけど‥‥）




【秀明】

「このチョコレートは食べられません」




【里奈】

「‥‥!?」




　そう言うと副社長は立ち上がり──後ろずさる私を抑え、私の唇にチョコレートを挟んだ。




【里奈】

（うわ‥‥！　こりゃ怒るでしょ‥‥！）




　私の唇に挟まれたチョコは、100万円の札束を模していた。

　ご丁寧にも「好きなだけ食べてね」と白いチョコで文字が書かれている。




【秀明】

「‥‥私が喜ぶとでも？」




【里奈】

「いえ、その‥‥ちょっとした冗談のつもりで‥‥」




【秀明】

「そんなに金がお好きなら、自分で食べてください」




【里奈】

「んっ‥‥！」




　そう言うと副社長はゆっくりとチョコレートを私の口に押し込んだ。

　こんな塊、一気に食べれないと視線で訴えるも、冷たい視線が私を一瞥する。




【秀明】

「いいから、早く食べきってください」




【里奈】

「ふ、ぁい‥‥‥‥」




　咥内をチョコレートで埋めながら、私はなんとかその端を噛みきった。




【秀明】

「‥‥金の味はどうです？」




【里奈】

「‥‥まずい、です」

（すごく甘いのに、後味はすごく苦い‥‥こんなの副社長が食べなくて正解だって）




【秀明】

「不味い、ですか？」




　副社長は微笑みながら、箱の上で美しい指先を払った。

　指先に残っていたチョコレートの破片が、箱の中に落ちる。




【秀明】

「‥‥自分で作ったチョコレートの感想としては傑作ですね」

「まったく‥‥怒る気力が失せました。顔を顰める程となると、一口くらいは食べてみたい気もしますが‥‥」




【里奈】

「いえ‥‥本当に酷い味なので、おやめになった方がいいかと思います。悪ノリして、本当に申し訳ありませんでした」




　深々と誠意をもって頭を下げた、その瞬間──。




【里奈】

「!?」




　──突然に私の身体に異変が起きた。




【里奈】

（え‥‥な、何これ‥‥）




　ふいに身体の奥がじわりと疼いたかと思うと、一瞬にしてアルコールが全身に回ったように、どこかしこもが熱くなる。

　はっ‥‥と吐息を零した瞬間、何故か甘い声も一緒に零れかけた。




【秀明】

「水之瀬君、どうしました？」




【里奈】

「え、あ‥‥」




　脳震盪でも起こしたように頭の奥がじんと痺れ、思考回路にもやがかかる。

　バランスを失った私は倒れまいと目の前の──副社長のスーツを掴み、そのまま副社長を押し倒すように、豪華な革張りの椅子に倒れた。




【秀明】

「‥‥何ですか、突然」




【里奈】

「も‥‥申し訳ありませ‥‥」




　私は窓ガラスに映った自分の姿にハッと息を呑む。

　そこにはタイトなスカートを太股上まで捲し上げ、副社長の腰元に跨る自分が映っていた。




【里奈】

（早く‥‥怒られる前に、引かないと‥‥）

（でも、なんだろう‥‥頭がぼんやりして‥‥何も考えられない‥‥）




【秀明】

「‥‥水之瀬君？」




【里奈】

「ぁ‥‥‥‥」




　研いだナイフのように鋭く、澄んだ瞳に焦点の合わない自分の顔が移る。

　私の身体は磁石のように不思議と副社長に吸い寄せられ──無意識のうちに、私は副社長の首元に両腕を回していた。

　先ほどから疼いてならない腰を添わせながら、目の前の耳元に囁く。




【里奈】

「副社長‥‥私を‥‥第一秘書に‥‥して頂けません、かぁ‥‥？」




【秀明】

「その件は無理だと伝えたはずです」




【里奈】

「そこを‥‥何とか、ぁ‥‥」

（あ、れ‥‥わたし‥‥なんで、いきなりこんな事‥‥）




　意識の果てで理性が慌てている気がするけれど、現実の私は呂律の回らない。媚びるような声を出しながら、ただただ熱から解放されたい一心で、副社長の身体に自らを摺り寄せる。




【秀明】

「‥‥随分と露骨な戦法に出ましたね」

「兵は拙速なるを聞くもいまだ功の久しきを賭ず、か」




【里奈】

「何‥‥ですか、ぁ‥‥？」




　副社長がそっとストッキングの上から私の膝裏に触れる。

　そこからゆっくり弄ぶように、指先が内腿を撫で上げた。

　それだけで私の秘部が悦び、じわじわと蜜が滲むのが分かる。

　甘い声をあげそうになった私は、目の前の白い首筋を食んで声を殺した。




【秀明】

「孫子ですよ」

「まったく‥‥どれほど強い薬を入れたんだか知りませんが、これを私に食べさせようとしていたとは、末恐ろしいですね」




【里奈】

「くす、り‥‥？」

（薬‥‥もしかして、ジョージ‥‥チョコレートに媚薬を‥‥！）




　私は慌てて身体を引こうとするも、太股が副社長の膝を擦った瞬間、腰が砕けたように、副社長の身体の上に持たれかかってしまう。




【秀明】

「‥‥水之瀬君は、第一秘書になるために相当急いでいるようですね」




【里奈】

「そ、れ‥‥は‥‥」




【秀明】

「しかし、相手を間違えましたね」

「彼を知り己を知れば百戦して危うからず、と知りなさい」




【里奈】

「わかり‥‥ました‥‥」




　腰が砕け、副社長の上から退こうと動けば動くほどに火照った身体がじわじわと疼き、もはや少し動くだけで、蜜が音を立ててしまいそうな気さえした。

　喘ぎ声を殺す私に反して副社長の獣は冷静で、その息は落ち着いている。




【里奈】

（どうなってるの、私‥‥これじゃただの淫乱女じゃ‥‥）

「ふ‥‥ぁっ!?」




　副社長はいきなり私の腰を抱き寄せると、逆に私の首筋に唇を重ねた。




【秀明】

「随分と快感に酔っているようですね」




【里奈】

「ぁ‥‥ぁ‥‥んっ‥‥ふぁっ！」




【秀明】

「第一秘書は諦めて、私の愛人で我慢しなさい」




【里奈】

「は‥‥ぁ、ぁう！」




　副社長の舌が嬲るように私の鎖骨をなぞり、私は喘ぎながら背中を反らせる。

　まるで心臓を突き出すような姿勢になった私に、副社長はさらに舌を這わせ、衣擦れの音と共に暴かれていく肌に、その奥の欲望がますます昂ぶっていく。

　気が狂いそうな欲情と、身を焦がされそうな熱から解放されたい──。

　その一心に理性を捨て、迎え入れるように副社長の首元を抱き寄せた──瞬間。




【夏妃子】

「ダーリン、入るわね」




【里奈】

「‥‥!?」




【夏妃子】

「今日はもう上がるから、チョコレートの感想を聞きにきたの」




　課長の声が聞こえると同時に───副社長は素早く、私を机の下に隠した。

　いまだ毒のように甘い疼きが私の身体を侵すが、荒れた吐息が課長に聞こえないように、私はただただ唇を手で覆った。




【夏妃子】

「泥棒猫から食べるように言われたでしょ？　感想を教えてよ」




　泥棒猫──自分を指す単語に、ビクリと身体が震える。

　そして不意に──副社長の足先が、私の内腿をゆっくりと撫でた。




【里奈】

（ぁう‥‥っ！）




　ガタン！　と大きな音を立てて机の内板に背中をぶつけてしまう。




【夏妃子】

「あら‥‥大丈夫？」




【秀明】

「‥‥ええ、大丈夫です」




　机の上から、副社長が小さく笑う気配がする。

　事もあろうか、副社長はさらにストッキングの上から私の太股をつま先でなぞる。

　そっと触れるだけなのに、敏感になった私の身体は瞬く間に追い詰められ、シルクの奥で秘部が再び、じわじわと熱を帯び始めた。




【里奈】

（副社長、あんな涼しい顔しておいて‥‥私の感じる場所に気付いてたんだ）




　今なお涼しい顔で一方的に私を攻め立てる副社長に、悔しさが沸き出す。

　悔しい──そして、早くこの熱をなんとかしたい。

　──もっと気が狂うほど、気持ちよくなってしまいたい。

　身体の奥で疼いていた熱が理性を焼ききり、私はあろうことか、焦らされた欲望から──副社長の獣にそっと手を伸ばしていた。




【秀明】

「‥‥‥‥！」




【夏妃子】

「‥‥なに、どうしたの？」




【秀明】

「‥‥いえ、少し忘れていた事を思い出しただけです」




【夏妃子】

「そう‥‥それより、アタシのチョコの味はどうだった？」




【秀明】

「‥‥濃厚でブランデーの香りが美味でしたよ」




　そう答える副社長の声が、どこか遠く感じる。

　私は副社長の獣を指でなぞり、とどまる事を知らない悦楽に震えた。




【里奈】

（欲しい‥‥副社長のこれが‥‥）




　自分でも驚くくらい、己の指が淫靡に副社長の獣を愛撫する。




【夏妃子】

「なによ、珍しく微笑んじゃって。もしかして、そんなに美味しかった？」




　──課長がすぐそこにいる。その事実が私の背筋を奮わせる。

　それが恐怖なのか、それともスリリングな愉悦なのか。もはや今の私に判断できる冷静さなど、無かった。




【秀明】

「‥‥チョコレートが嫌いな私でも美味しく食べられましたよ」




　そう答えながら、副社長の右手が私のこめかみに触れる。まるで子どもを褒めるような、珍しい手つきに本能が浮き立ち、私は目を閉じると、さらに熱くなった獣を舌先でゆっくり舐る。




【里奈】

（頭が‥‥おかしく、なりそう‥‥）

（こんな淫猥な奉仕、駄目だってわかってるのに‥‥気持ちいい）

（口の中が、まるで‥‥性感帯に、なったみたい‥‥）




　いつしか、私の右手は自身のスカートの中に忍び込んでいた。

　獣に這う下が、右手の指先が、卑猥な水音をかすかに響かせる。




【里奈】

（我慢、できない‥‥どう思われたって‥‥いい‥‥）




【夏妃子】

「それで？　他には感想はないの？」




【秀明】

「‥‥ん。そうですね、薔薇の香りが少し漂っていたのが良かったですよ」

「ただ、男性より女性に人気が出そうな気がしますよ」




【夏妃子】

「あら、嬉しい！　なかなか鋭いこと言うのね！　たしかにあの味は、普通の男には理解されないかもしれないわね」

「‥‥じゃあ、私は今日は帰らないからね。お先に！」




　課長がご機嫌な様子で取締役室の扉を閉めた瞬間──私の腕を、副社長がゆっくりと引き上げる。

　しかし熱情に支配された私は、その動作の間さえ我慢出来ず、乱れた姿のまま、副社長に跨った。




【里奈】

「副社、長‥‥私もう、我慢できませ‥‥！」




【秀明】

「‥‥我慢できない、と言われましても、」

「貴女を抱いたからとて、情を移して第一秘書に据える気はありませんよ？」




【里奈】

「それでも、いい‥‥んです‥‥」

（今はとにかく‥‥この、気が狂いそうな熱を解放してほしい‥‥っ）




【秀明】

「‥‥いいでしょう。お付き合いしますよ」




　腰を引かれ、太股の上に招かれると──タイトなスカートが捲れ、乱れた私のすべてが、冷ややかな視線のもとに露わになる。




【秀明】

「‥‥貴女がこんな淫猥な女性だとは思いませんでしたよ」




【里奈】

「そんなこと‥‥言わない‥‥で、くださ‥‥」




【秀明】

「言いますよ、何度でも」

「普段はつんと澄ました顔をしておいて、身体はこうも淫靡だとは」




　副社長は濡れそぼった私の芯に──氷のように鋭くなった獣を突き立てた。




【里奈】

「ん、ぁ‥‥あぁっ、そんな‥‥そんな奥まで‥‥っ!!」




【秀明】

「‥‥こうもしないと、貴女の熱情は引かないでしょう？」




【里奈】

「だ、駄目‥‥いけません、副社長‥‥ぁっ！」




【秀明】

「‥‥少々静かにしてもらえませんか？　貴女の啼き声は悪くはありませんが‥‥人に聞かれては厄介ですので」




　副社長の唇が強引に私の唇を貪る。突き上げられ、揺さぶられる度に吐息と啼き声が唇と唇の間でくぐもった。




【里奈】

（どうしよう、私‥‥気持ちよくて、死んじゃいそう‥‥！）




　私は淫らに腰を振り、味わうように副社長の獣を奥へと招き入れる。




【秀明】

「まったく‥‥随分と乱暴ですね。そんなに乱暴がお好きなら‥‥私も少し乱暴にしてさしあげましょうか」




【里奈】

「んあっ！　ぁ、いぃっ‥‥ぁ‥‥もう駄目ぇ‥‥んんっ‥‥！」




　副社長に腰骨とうなじを抑えつけられ、激しく突き立てられながら──私の奥は副社長の獣に絡みつき、熱情すべてを受け入れるように蠢く。

　煉獄の炎のように苛烈な獣となった私の欲望は果てしなく──幾度となく震えしながら、淫靡な動きで副社長を求めた。

　副社長は幾度となく溜息を零したが──私が深い快楽の暗闇に沈むまで、その欲望を受け止めてくれたのだった。




　─ＥＮＤ─








社交パーティー









　ある朝──。

　いつものように出勤してきた私は、すぐに秀明副社長に呼び出された。




【里奈】

「パーティー‥‥ですか？」




【秀明】

「そう、三響の取引先である「光虎」の株式上場パーティーです。その席に水之瀬君も、帯同してもらいます」




【里奈】

（光虎‥‥。中国系の企業か‥‥）




【秀明】

「よろしいですね？　夜までに準備をしておいてください」




【里奈】

「あの‥‥私が副社長のお供を？」




【秀明】

「‥‥そうです。不服ですか？」




【里奈】

「い、いえ。かしこまりました」




　私があわてて頭を下げたところで、副社長室のドアが勢いよく開いた。




【夏妃子】

「一体どういうことなの、ダーリン？」




【秀明】

「‥‥ノックぐらいしたらどうですか？」




【夏妃子】

「よりによって、この泥棒猫を連れて行くなんて‥‥」




　課長は不機嫌そうに眉根を寄せて、私を見た。




【里奈】

「(泥棒猫って‥‥。でもここはガマンしないと‥‥) 」




【秀明】

「夏妃子‥‥。盗み聞きとは、あまり褒められた趣味じゃないですね」




【夏妃子】

「なぜ妻である私を、連れて行かないのかしら？」




【秀明】

「忙しい貴方が、わざわざ出向くほどのことでもない」




【夏妃子】

「本当にそうかしら？　重要なパーティーなんでしょ？　単に、私を連れて行きたくないだけにも聞こえるけど？」




【秀明】

「‥‥分かりました、ではこうしましょう」




　副社長はため息混じりに言って、ソファに深くもたれた。




【秀明】

「パーティーには貴方たちふたりと‥‥。それから一宮君も入れて、４人で行くのはどうですか？」




【夏妃子】

「えっ、百合ちゃんも？」




　一宮さんの名前を聞いた途端、課長の顔がパッと輝いた。




【秀明】

「それで良いですか？」




【夏妃子】

「そうね、百合ちゃんと一緒ならいいわ」




【里奈】

（課長が一緒だと、色々と面倒だけど‥‥）

（これは副社長に取り入るチャンスかも‥‥？）




　──その後、秘書室に戻った私は、パーティーに向けて念入りに準備をすることにした。

　その夜、私たちは予定通りに４人でパーティー会場へ向かった──。

　会場に足を踏み入れると、きらびやかなシャンデリアの下に、財界の大物たちがずらりと顔をそろえていた。




【里奈】

（招待客は、経済界をリードするＶＩＰばかり‥‥）

（あれ？　そう言えば副社長は‥‥？）




　キョロキョロと会場を見回すと、シャンパンの注がれたグラスを片手に談笑している副社長の姿があった。




【秀明】

「‥‥這真的??　這很有趣‥‥」




　副社長は流ちょうな中国語でＶＩＰたちと話している。




【里奈】

（さすがに、堂々としてると言うか‥‥）

（これが大物の風格‥‥なのか）




　──私は感心しながら、副社長をしばらく見ていた。

　すると背後から課長と一宮さんがやってきた。




【夏妃子】

「あら、こんなところにいたの？」




【百合】

「探したのよ、里奈さん」




【里奈】

「ああ課長、一宮さん‥‥」




【夏妃子】

「いくらこういう華やかな場所に慣れてないからって、野良猫のようにうろうろされたら困るのよね」




【里奈】

「‥‥すみません」




【夏妃子】

「まあ‥‥いいわ。せっかくパーティーに来たのだから、楽しまないともったいないわね」




【百合】

「課長、あちらに美味しそうなスイーツがありますよ」




【夏妃子】

「いいわね。百合ちゃん、一緒にどう？」




【百合】

「ええ、ご一緒します」




　ふたりは恋人のように腕をからませ、私の前から歩き去った。




【里奈】

（良かった。ふたりがいない方が、私も動きやすいし‥‥）




　──しばらくひとりでシャンパンを飲んでいると、重役との話を終えた副社長が近づいてきた。




【秀明】

「水之瀬君‥‥ひとりですか？」




【里奈】

「はい。さっきまで課長と一宮さんもいたんですけど‥‥」




　──私はそこでふと、あることを思いついた。




【里奈】

（‥‥ここは、酔ったフリでもしておこうかな？）

（第一秘書になるためにも、うまく副社長に取り入らないとね）




　私はわざと、足元をふらつかせた。




【里奈】

「あっ‥‥」




　副社長がすかさず腕を伸ばして、私の身体を支えてくれる。




【秀明】

「‥‥どうしました？」




　副社長の纏っているベチバーの香りが、私の鼻孔をくすぐる。




【里奈】

「す、すみません‥‥。なんだか急に酔いが回ったみたいで‥‥」

（私は元キャバ嬢だし、これくらいのお酒じゃ酔わないんだけどね‥‥）




【秀明】

「では、少し休みましょうか」




　──私は副社長にエスコートされて、会場を歩き出した。

　すると私たちの下に招待客のひとりが、媚びた笑みを浮かべながら近づいてきた。




【招待客】

「おや秀明さん。そちらは奥様ですかな？」




【秀明】

「いえ、私の秘書です。酔ってしまったようで‥‥」




【招待客】

「ほう、そうですか。さすが天下の三響、秘書も美女ぞろいのようで羨ましいですな！」




　副社長は愛想笑いを投げかけると、ふたたび私を連れて歩き出した。




【里奈】

（夏妃子課長がこの場にいなくて、良かった‥‥）

（それにしても、さすがに副社長は場馴れしていると言うか‥‥）

（大物感漂う、スマートな振る舞いだな‥‥）




　──私は心の中で感心しながらも、あくまで酔ったふりを続けた。

　──副社長はその後、私を会場外のテラスへと連れ出した。




【秀明】

「夜風に当たれば、少しは気分も良くなるはずです」




【里奈】

「はい‥‥」




【秀明】

「ちょっとここで横になっていなさい」




　私は副社長に身体を支えられながら、ゆっくりとベンチに横たわった。




【里奈】

「‥‥ありがとうございます」




　──副社長は黙ってベンチに座り、私の手に自分の手を重ねた。

　副社長の繊細で艶かしい指が、私の指を１本１本、絡め取っていく。




【秀明】

「だいぶ身体が火照っていますね」




　副社長はそう言いながら私の額に、そっと手をかざした。




【秀明】

「これは、確かに飲み過ぎです」




【里奈】

（違う‥‥。私は酔っていない‥‥）




　そう答えようとしたけれど、副社長の射るような視線に捉われて、何も言葉が出てこない。

　──やがて私の額に置かれていた副社長の指が、首筋を伝って、肩口までするすると滑り落ちていった。




【秀明】

「ほら‥‥首筋もこんなに熱いですよ？」




【里奈】

「あっ‥‥ふ、副社長‥‥！」




【秀明】

「‥‥どうかしましたか？」




　副社長はかすかに笑みを浮かべながら、指で私の肌をもてあそび続ける。




【里奈】

「だ、ダメです‥‥」




　まるで欲望という悪魔に魅入られたピアニストのように、副社長はその繊細な指で、背徳の旋律を奏でる──。




【里奈】

（頭が‥‥ぼうっとしてきた‥‥）

（このままじゃ、私‥‥！）




【秀明】

「‥‥ずいぶん息が荒いですね。これはいけない」




【里奈】

「そ‥‥それは、副社長が‥‥！」




　私が言いかけた、その時──。

　辺りを包む淫靡な闇を引き裂くように、携帯の着信音が鳴り響いた。




【秀明】

「まったく‥‥‥‥」




　副社長はひとつため息をついてから、携帯を取り出した。




【秀明】

「‥‥!?」




　──携帯のディスプレイを見た瞬間、副社長の顔が強張ったのを私は見逃さなかった。




【里奈】

「どうしたんですか？」




【秀明】

「‥‥少し、待っててください。‥‥？‥‥時候‥‥」




　副社長はその後しばらく、中国語で何やら話していた。




【里奈】

（電話の相手は誰だろう？　パーティーの招待客かな？）




　私はいぶかりながら、乱れたドレスの裾を直した。

　──副社長は電話が終わるなり、ベンチからすっくと立ち上がった。




【秀明】

「‥‥急用ができました」




【里奈】

「えっ‥‥？」




【秀明】

「貴方は先に帰ってください」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【秀明】

「迎えのリムジンを用意します。ホテルのロビーで待っていなさい」




　副社長はそれだけ告げると、慌ただしく私の前から歩き去った。

　──ひとり残された私の身体は、まだぼうっと熱く火照ったままだった。




【里奈】

（なんだかちょっと、お預けを食らった気分‥‥）

（でもパーティーはそれなりに楽しかったし、良しとするか‥‥）




　私の背中にはまだ副社長の淫靡な指の感触と、ぬくもりがかすかに残っていた──。

　里奈がリムジンに乗り込んで、帰路に着いた頃‥‥。

　神九条秀明はパーティー会場に戻って、ある男と会っていた。




【秀麗】

「ずいぶん不機嫌な顔をしているね、兄さん？」




【秀明】

「秀麗‥‥」




【秀麗】

「何だよ、何かあったのか？」




【秀明】

「せっかく良い雰囲気だったのに‥‥邪魔をしてくれましたね」




【秀麗】

「はあ？　何の話だよ？　」




【秀明】

「いえ‥‥こちらの話です」




【秀麗】

「‥‥まあいいや。さっさと商談を始めようか、兄さん？」




【秀明】

「‥‥そうですね」




　──ふたりは頷き合い、会場の人ごみに紛れて行った。




　─ＥＮＤ─








ホワイトデー









　ホワイトデーを２日後に控えた私の部屋──。

　私はいつものようにジョージに現状報告をしていた。




【ジョージ】

「──なるほど、今のところは順調、ってことだな」




【里奈】

「うん」




【ジョージ】

「上手くやってくれて助かるぜ、有能秘書サンよ」




【里奈】

「大金がかかってるんだから、このくらい当然だよ」




【ジョージ】

「──で、どうだ。秀明とはあれからラブラブか？」




【里奈】

「え？」




【ジョージ】

「おいおい、とぼけんなって。俺が特別に作ってやったあのチョコ、食わせたんだろ？」




【里奈】

「‥‥もしかして、バレンタインのこと？」




【ジョージ】

「鈍いヤツだな、それ以外ねーだろ。バレンタインから秀明と進展はあったのか、って聞いてんだよ」

「あの超強力な媚薬で狂わねー人間はいねーハズだし、何もないこたぁねーよなって思ってな」




【里奈】

「それは──」




　ジョージの言葉で、私はバレンタインの日を思い出す。




【里奈】

（媚薬のせいとはいえ、副社長にあんな恥ずかしい姿を‥‥）




【ジョージ】

「で、どーなんだよ？」




【里奈】

「──何も、ないよ」




【ジョージ】

「はぁ!?　マジでか？」




【里奈】

「バレンタインの日以来、特に何も」

（何かあったのはあの日だけ、それは事実だし‥‥）




【ジョージ】

「ったく、それじゃダメだろーが。何のために媚薬入りチョコ作ってやったと思ってんだ？」




【里奈】

「何のためって‥‥別に私から頼んだわけじゃないでしょ」




【ジョージ】

「まぁ今さら何言ってもしゃーねぇな。とりあえず明日からは、もっとお前から積極的に行け。ちょうど明後日にはビッグチャンスが待ってるからな」




【里奈】

「チャンス‥‥って、何が？」




【ジョージ】

「お前、ホンット鈍感だな！　これ見ろ、これ！」




　そういってジョージはテーブルカレンダーを突き付けてくる。




【里奈】

「明後日‥‥あ、そうか、ホワイトデーね」




【ジョージ】

「ったく、世話かかるヤツだな」

「とにかく明日、バレンタインのお返しは？とか直接聞いちまえよ」




【里奈】

「‥‥そんなこと聞いたら、嫌われるんじゃない？」




【ジョージ】

「大丈夫だって、それくらいの押しがあった方が男は喜ぶんだよ。とにかく、明日はばっちりアプローチしてこいよ！」




【里奈】

「うーん‥‥わかった」




　──翌日。

　私は副社長に必要書類を届けるため、取締役室を訪れていた。




【里奈】

「失礼します」




【秀明】

「──ご苦労様です。書類は机の上に置いておいてください」




【里奈】

（いつも通り、無愛想な顔をしてるな）




　私の視線が気になったのか、副社長はＰＣに向かっていた視線をこちらへ向ける。




【秀明】

「まだ、何か用ですか？」




【里奈】

（‥‥あれだけジョージ言われちゃったからな）

「‥‥明日はホワイトデーですが、お返しは期待してもいいんでしょうか」




【秀明】

「──はい？」




【里奈】

（言ってみたものの、この様子じゃ何もないんだろうな）

（何か用意してるような人じゃないだろうなとは予想してたけど‥‥）




　少しの沈黙の後、副社長は何故か控えめに口を開く。




【秀明】

「ホワイトデー‥‥ですか？」




　副社長の意外な反応に、私もおもわず固まってしまう。




【里奈】

（まるで、イベントを知らないような答え方だったけど‥‥）

「──副社長は、ホワイトデーを知らないんですか？」




　一瞬の沈黙の後、副社長の眉間にしわが寄っていく。




【秀明】

「‥‥馬鹿にしないでください。それくらい、知っています」




【里奈】

「はぁ」




【秀明】

「夏妃子が、以前何か言っていましたから」




【里奈】

（それってつまり、やっぱり知らないってことじゃ？）




　私はつい口元を緩ませてしまう。




【秀明】

「私が知らないことがあるのが、そんなにおかしいですか」




【里奈】

「いえ、失礼しました」




　部屋に気まずい空気が流れだすのがわかる──。




【秀明】

「‥‥教えてください」




【里奈】

「え？」




【秀明】

「ですからホワイトデーとは何かを教えてほしいと言っているんです」




　副社長は語気を強める。




【里奈】

「かいつまんで言えば、ホワイトデーとは、バレンタインデーにプレゼントをもらった男性が、送ってくれた女性にお返しをする日なんです」




【秀明】

「──そんな習慣があったのですか」

「以前住んでいたアメリカでは、そんな文化はありませんでしたね」




【里奈】

（ああ、そういえば副社長はアメリカに住んでたんだっけ）




　なかば呆れたように、副社長はため息をつく。




【秀明】

「──なるほど、大体把握できました」

「実に面倒な慣習ということですね」




【里奈】

（そんな言い方しなくてもいいと思うけど‥‥）




【秀明】

「──つまり、貴女もお返しが欲しいということですか？」




【里奈】

「私、ですか？」

（欲しいから自分から話題を振ってみたけど、ジョージに言われたから言ってみただけだしな）

「どちらかと言えば、欲しいですね」




【秀明】

「──そうですか。お返しされる女性は皆、喜ぶものなのでしょうか」




【里奈】

（控えめに答えておいて、よかったのかも）




【秀明】

「──わかりました、では貴女にお返しをします」




【里奈】

「え？　本当ですか？」

（副社長、急にどうしたんだろ）




【秀明】

「‥‥何か不満でも？」




【里奈】

「いえ、不満というのは特には」




【秀明】

「ただし、条件があります」




【里奈】

「条件、ですか」




【秀明】

「ええ、私はホワイトデーを知らなかったので、先日女性たちからもらったチョコのお返しを用意していません」

「社外・社内含めた全てのお返しを、明日までに用意してきてください」




　私はおもわず、外の摩天楼の時計を見る。すでに夕方に差し掛かろうという時間だ。




【秀明】

「さすがにもらった人の名簿はありませんが、各部署の女性社員全員に行き渡る数を想定していってください」




【里奈】

（たしかにたくさんもらってた記憶はあるけど）

（全部となると相当な量、今から言っても時間間に合うかな‥‥？）

「わかりました、今すぐ行ってきていいでしょうか」




【秀明】

「許可しましょう」




【里奈】

「では──」




　私が部屋を出ようとしたとき、副社長に呼び止められる。




【秀明】

「──あと、ひとつ要望があります」

「夏妃子用のお返しは、何か特別なものにしておいてください」




【里奈】

「はい、承知しました」




　すると副社長は引き出しから封筒を取り出し、無造作に机に放り出す。




【秀明】

「これで足りなかったら、また明日言ってください」




　封筒の中を見ると──。




【里奈】

（これ‥‥札束じゃない！）

（こんな厚みのある感触は初めて‥‥）

「こんなに預かってしまって、よろしいのでしょうか」




【秀明】

「構いません。そこまで大金というほどでもありませんので。お釣りはいりませんので、最高級のものをお願いします」




【里奈】

（こっちはお金のために頑張ってるっていうのに‥‥）

（お金に執着はないってことか）

「──では、失礼します」




　私は重みを感じるほどの紙幣を抱え、部屋を出た。

　──会社を出た私は、一目散に百貨店に向かう。店が閉まる前に、地下の甘味を扱う売り場へ駆け込む。




【里奈】

（よかった、ここの売り場はスイーツが充実してるんだよね）




　私は店員に商品の注文をしていく。相当な数になるので、少し驚いた様子を見せていた。




【里奈】

（あ、課長用のは特別なのにしなきゃいけないんだった）

（隣のお店、高級ブランドとして有名だったはず‥‥）




　私は大仰な装飾を施すチョコレートを、箱に入れて包装してほしいと念入りにお願いする。




【里奈】

「──これでよし。明日、全部が会社に届けば問題なし」




　私は一息ついた後、預かった封筒を覗き込む。




【里奈】

（お釣り、けっこう余ってる）

（そうだ、自分用のプレゼントを買っていこう）

（きっとその分の代金も入ってるんだろうし、構わないよね）




　私は人がまばらな洋服売り場に足を向ける。いつもなら試着すら考えない、値段が高めの服を見ていく。




【里奈】

「このワンピース、いいな。こっちの上着もいいけど、どうしようかな」

（目移りするけど、どれも着てみたい。──でも、贅沢するのも何か気が引けるな）

（こんなチャンス、滅多にないもんね）

（ここは思い切って高いのを選んでいこう）




　──結局私は、気に入った服を一着購入する。




【里奈】

（自分にご褒美ってやつかな）




　気持ちを抱えて、私は百貨店を後にした。




　──翌日。

　私が出社すると、秘書室は異様な盛り上がりを見せていた。

　話題の元は、やはり副社長からバレンタインのお返し。

　これまで一度もなかっただけに、騒然としている。




【夏妃子】

「あの秀明がこんな女心のわかったものを送ってくるなんて。ふふ、先月頑張って用意した甲斐があったわ」




　課長が上機嫌にプレゼントを周囲に見せびらかしている。




【里奈】

（それ、私が選んだんだけどね）




　課長の声を聞き流しつつ、私は仕事に集中した。

　──午後の業務報告のため、私は取締役室を訪れる。




【里奈】

「失礼します」




【秀明】

「──ああ、貴女でしたか。お返しの手配、ご苦労様でした」




【里奈】

「いえ、大した手間ではありませんでしたから」




【秀明】

「さきほど夏妃子が、ここに駆け込んできましたよ。素晴らしいプレゼントだったと」




【里奈】

（それはもう、目の当りにしてるからね）




【秀明】

「──貴女にモノを選ぶセンスがあって助かりました」




【里奈】

「ありがとうございます」




【秀明】

「しかし、何故かお返しのお返しをいただいてしまっているのですが──」




　副社長の視線を追うと、机の上に大量のお菓子が積まれていた。




【里奈】

（副社長、人気あるな‥‥皆よっぽどうれしかったのかな）




【秀明】

「すみませんがこちらも整理しておいてください」




【里奈】

「はい、わかりました」




　指示通り、私が机に向かおうとすると──。




【秀明】

「何か、いいことでもありましたか？」




【里奈】

「え？　どうしてでしょうか」




【秀明】

「いえ、ただいい表情をしているなと思っただけです」




【里奈】

（──たしかに服を買ったのはうれしかったけど、顔に出てたのかな）

（とりあえず、昨日買い物したことを素直に言っておこう）




【里奈】

「実は昨日買い出しに行ったときに、自分用のお返しとして、洋服を買わせてもらったんです」




【秀明】

「自分のモノを、ですか」




【里奈】

「はい、ありがとうございました」




　副社長は一瞬、眉をぴくりと動かす。




【秀明】

「──貴女のお返しは、別に用意してありますよ」




【里奈】

「え？」




【秀明】

「約束だったでしょう、条件を済ませてくれればお返しをすると」




【里奈】

（私が勘違いしたってこと？　まずいな‥‥）

「勝手なことをしてしまい、申し訳ありません」




【秀明】

「いえ、構いません。釣りはいらないと伝えていましたしね。とりあえず、私のお返しを受け取ってもらいます。今週末の休日、予定を空けておいてください」




【里奈】

「今週末‥‥ですか？」




【秀明】

「優先する用事があるのですか？」




【里奈】

「いえ、そんなことはありません。光栄です。予想外だったので、戸惑ってしまったんです」




【秀明】

「‥‥昨日あらかじめ言っておいたでしょう。まだ貴女には、躾が必要ですか？」




　副社長は立ち上がると、私のあごに手を添える。




【里奈】

「あ──」




【秀明】

「‥‥貴女を見ていると、どうしても感情が高ぶってきます。どう解消すればいいか‥‥貴女ならわかるでしょうか」




【里奈】

「ふ、副社長‥‥」




　私は一瞬、体を固くするが──。




【秀明】

「‥‥いえ、これはお返しとして取っておきましょう」




　視線の鋭さを解くと、副社長は私を解放する。




【秀明】

「とにかく週末は私に従うこと。いいですね？」




【里奈】

「──承知しました」

（これは一体、どうすればいいんだろう──？）




【ジョージ】

「‥‥それ、マジか？」




　帰宅して、ジョージに一連のことを報告する。




【里奈】

「私も驚いた。そんなこと言う人じゃないと思ってたから」




【ジョージ】

「ま、何の風の吹き回しかは知らねーけど、良い兆候だな。行ってこいよ。気に入られるチャンスだぞ？　いや、むしろもう気に入られてるのかもしれねーな」




【里奈】

「そう、かな」




【ジョージ】

「間違いねーよ、このままなら抱かれる日も近いだろ」




【里奈】

（もう抱かれてるけどね‥‥）




【ジョージ】

「なんならバレンタインの時のチョコ、もう一回作ってやろうか？」




【里奈】

「‥‥やめてよ。絶対嫌」




【ジョージ】

「はは、まぁ頑張ってこい」




　──やがて週末を迎える。

　私は指定された待ち合わせ場所に向かっていた。

　人があふれかえる休日の街で、カップルの姿も絶えず目に入る。




【里奈】

（副社長はどんなことしてくるんだろう‥‥）

（あ、少し早めに着けた。よしよし）




　私は周囲を見回して、副社長の姿を探す。

　しかし周りにはそれらしき人物は見当たらなかった。




【里奈】

（副社長、遅刻かな？　少し待ってみようか‥‥）




【若者】

「ねぇカノジョ、俺たちとどっかいかない？」




【里奈】

「‥‥悪いけど、人を待ってるの。ウザイからどっかいって」




【若者】

「ちっ、お高くとまりやがって」




　恨み節一つ残して、見知らぬ若者は私の前から去っていく。

　着いてから十数分、同じ場所で待ってみるものの一向に連絡もない。




【里奈】

（連絡くらいくれてもいいのに。少し探してみようか）




　私は周辺を歩き、副社長の姿を探した。

　──しかし、一向に副社長の姿は見つからない。




【里奈】

「もう、遅すぎでしょ。はぁ‥‥」




【？？】

「──ため息をつきたいのは、こちらの方ですよ」




【里奈】

「っ!?」




　不意な声に、私は驚いて振り向いた。




【？？】

「‥‥一体何をしているのですか」




　そこには見慣れぬ──どこかで会ったことがあるような──男性がいた。




【里奈】

「‥‥えっと、どちら様でしょうか？」




【秀明】

「‥‥冗談で言っている様子ではないようですね」




　男性はポケットから何かを取り出し、それを目元へと運ぶ──。




【秀明】

「‥‥これでもわかりませんか？」




【里奈】

「あっ‥‥ふ、副社長ですか？」




【秀明】

「そうでなければ、誰だというんです」




【里奈】

「失礼しました‥‥眼鏡をかけていなかったから、気づきませんでした」




【秀明】

「まったく、想像以上に鈍感なんですね」

「さて、さっさと移動しますよ」

「これ以上、貴重な時間を失いたくありませんからね」




【里奈】

「はい」




　私たちは路肩に停められていたフェラーリに乗り、道路を走る。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　黙って運転する副社長は、再び眼鏡を外していた。




【里奈】

（どうしても気になるな、副社長の眼鏡が無い顔‥‥）




【秀明】

「‥‥私の顔に、何かついていますか？」




【里奈】

「いえ、見慣れないもので、つい眺めてしまいました。コンタクトを入れているんですか？」




【秀明】

「いえ、何も。日頃つけているのも伊達眼鏡ですから」




【里奈】

「そうだったんですか」




【秀明】

「‥‥私が眼鏡をしていないのが、そんなに変ですか？」




【里奈】

（まずいな、気にさせるようなこと言っちゃったかも）

「個人的には、眼鏡をつけていない今の方が、どことなくしっくりくる印象を受けました」




【秀明】

「──そうですか。そんなことを言われたのは、初めてですね」




【里奈】

（とりあえず機嫌悪くならなくてよかった）




【秀明】

「──まぁいいでしょう。なんと思われようが、私は私ですから」




　無言でハンドルを握り続ける。




【里奈】

（とにかく当たり障りない話を続けておこう）

「今日はどこに向かっているんですか？」




【秀明】

「私が全て用意するので、貴女が行先を知る必要はありません。言ったでしょう、今日は私がお返しすると」




【里奈】

（いつも通り、冷たい返しだな）

「じゃあ今日は──デート、ということでよろしいんでしょうか」




　車はちょうど赤信号で止まる。




【秀明】

「‥‥勘違いしないでください」

「私はあくまでバレンタインのお返しをするだけです」




　副社長の眉間に皺が寄っていく。




【秀明】

「大体、私はこのホワイトデーという慣習を、女性たちが望んでいるというのが、どうにも理解できません」

「貴女もこの手の行事には乗るタイプなんですか？」




【里奈】

「私は──そう、ですね」

（ここまできてしてほしくない、なんて答えられないからね）




【秀明】

「‥‥そうですか、わかりました」




【里奈】

（一体何をされるか不安だけど）

（これが第一秘書になるための道なら‥‥）




　私は心の中で決意を固めると、やがて車は速度を落としていった──。

　──人ごみの喧騒を抜け、街の外れに車を停めると、私たちは裏路地へと歩みを進めた。




【秀明】

「──この店です」




　目の前に現れたのは、古めかしさ漂う店だった。




【秀明】

「‥‥茶葉の香りが、外まで漂ってきますね」




【里奈】

「ここはお茶屋さん‥‥ですか」

（高級店じゃなさそうなのが、ちょっと意外だな）




【秀明】

「そうです。では、入りましょうか」




【里奈】

「はい」




　店内に入ると、ほのかなお香の匂いが鼻腔を刺激する。

　目立つ場所に大きな壺が飾られ、竹の格子窓から光が漏れる。




【里奈】

（本格的な中華の雰囲気だ‥‥）

（何か、裏の取引でもしてそうな感じだな）




【秀明】

「予約していた、神九条です」




　副社長が店員に話しかけると、恐縮した態度で出迎えられた。

　私たちはそのまま薄暗い道を通され、奥の部屋へと向かう。

　通された部屋は大きな間取りで、中央のテーブルには蓮の花がおかれ、壁のひときわ豪華な装飾が目立つ。




【里奈】

「‥‥独特な雰囲気のある部屋ですね」




【秀明】

「──この部屋は、唐の最も栄えた時代の宮廷を再現しているそうです」




【里奈】

「宮廷、ですか」




【秀明】

「ええ、中国の歴史に興味は？」




【里奈】

「──申し訳ありません、それほど」




【秀明】

「謝る必要はありません。それが普通でしょう。どうぞ、座ってください」




【里奈】

（なんだか落ち着かないけど、そのうち慣れるかな‥‥）




　私は何気なくテーブルのメニューを取り、軽く目を通す。




【里奈】

（群体‥‥苦丁‥‥？　何て読むのか全然わからない単語ばかりだ）

（書いてある数字は値段かな。全部高そう‥‥）




　すると副社長が私の手からメニューを取ってしまう。




【秀明】

「貴女がこれを見る必要はありませんよ。言ったでしょう、今日は私がお返しする日だと」

「貴女は何もせず、全て享受すればいいだけです」




【里奈】

「──わかりました」

（ここは素直に言いなりになっておこうか）




　私がうなづくと、副社長はテーブルの上におかれた鈴を鳴らす。

　やがて現れた店員に、聞き慣れない中国語を交ぜつつ、注文をする。

　──しばらくすると、急須と茶器が運ばれてきた。




【里奈】

「では、準備をします。少し待っていてください」




　副社長は運ばれてきた皿に茶器を乗せていく。

　細い指が茶器を操り、小気味よい音が部屋に染みこんでいく。




【秀明】

「‥‥これは、一度捨てます」




【里奈】

「どうして捨てるんですか？」




【秀明】

「一煎目は茶葉の香りも薄く味が悪いので、捨てるのが作法なのです。また、茶葉についた汚れを洗い落とす意味もあるのですよ」




　副社長は茶器を小さく回す動きをした後、側に置いてあったボウルに茶水を切る。

　流れるような手つきに、私は自然と見つめてしまう。




【里奈】

（よくよく考えてみても、この状況は貴重すぎる機会だよね）

（副社長が私だけに奉仕してくれてるなんて、信じられないかも）

「これは‥‥飲茶、でいいんですよね」




【秀明】

「はい。飲茶は初めてですか？」




【里奈】

「そうですね、本格的なものは初めてです。飲茶って、もっとたくさん料理が出てくるようなものと思っていました」




　店員が運んできたものは、ナッツなどの軽い茶請け程度だった。




【秀明】

「──今は点心などと一緒にお茶を楽しむのが一般的ですが、喫茶の習慣が定着した初期のころは、あくまでお茶が主でしたから。私は茶の香りや本来の味を楽しみたいので、こちらが好きですね」




【里奈】

（副社長なりのこだわりがあるんだ、なんだか新鮮かもしれない）




　やがて副社長は二煎目を注ぐと、茶器を私の前に差し出す。




【秀明】

「‥‥では、どうぞ。味は私が保証します。堪能してください」




【里奈】

「はい、いただきます」




　私はオレンジ色の茶水が注がれた茶器を手に取り、口の前に運ぶ。

　お茶から沸き立つ芳醇な香りが、私の鼻腔を刺激する。

　ゆっくりと口に含むと、澄んだ甘味が広がった。




【里奈】

「──すごく、美味しいですね。とても優しい甘味で、一瞬果実が入ってるのかと思いました」




【秀明】

「それは「群体桂花香」という、飲みやすく女性にも人気があるお茶です」




【里奈】

（それ、さっきメニューで名前を見たかも。お茶の値段には思えない数字がついてたような‥‥）




【秀明】

「中国では古くから飲まれていて、かつては宮廷内にも献上されていたお茶だったそうです」

「‥‥さしずめ、今日の貴女は楊貴妃といったところでしょうか」




【里奈】

（楊貴妃‥‥名前は聞いたことあるな。たしか中国四大美女の一人だった気がする）

「それは、褒めていただいているんでしょうか」




【秀明】

「‥‥あくまで例え話ですよ」




　部屋に一瞬、心地よい沈黙が訪れる。




【里奈】

「‥‥ありがとうございました。こんな素晴らしいお茶を飲ませていただき、お返しとしてはもったいないくらいの贅沢でした」




【秀明】

「──貴女、何か勘違いをしていますね」




【里奈】

「え？」




　そうつぶやくと、副社長はおもむろに立ち上がり、ゆっくりと私の後ろへと歩み寄る。




【里奈】

「あの、何か？」




　すると副社長の気配が近づいてきて──。
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【秀明】

「本番は‥‥これから、ですよ」




　副社長は私の左耳へ小さく囁く。それと同時に両手を私の胸元へとすべり込ませてきた。




【里奈】

「こ、こんなところで何を!?」




【秀明】

「ああ、ご心配なく。店員には部屋に近づかないよう言ってありますから」




【里奈】

「そういうことじゃな‥‥あっ‥‥」




　副社長の舌先が私の左耳をなぞり、ぞくりとした感覚が私を襲う。

　肌の感触を楽しみ続ける両手での愛撫はより強さをまし、官能に抗えない私は、甲高い吐息をもらす。




【秀明】

「‥‥さきほど貴女を例えた楊貴妃ですが、中国では国を傾けた尤物、悪しき女性として有名なのです。私にとって、貴女もそのような存在になり得るか、試させてもらいますよ」




【里奈】

「何を‥‥ふぁっ‥‥！」




　胸をもてあそんでいた右手が、下腹部へと降りてくる。




【里奈】

「だ、だめっ──」




　その手が秘部を刺激しようとしてくるところを、私は必死に抵抗する。




【里奈】

（このまま流されちゃダメ、だけど‥‥）

（こんな激しい攻め、耐えられない──！）




【秀明】

「‥‥これが私流の「ご奉仕」です。大人しく、受け入れなさい‥‥」




　最後の抵抗もむなしく、熱を求める副社長の獣が、私の秘部に到達する。




【里奈】

「──!!」




　突如として訪れる抗えない快感の中、私は妖艶な空気に呑みこまれていくのだった──。




　─ＥＮＤ─








桜花絢爛









　うららかな陽気に包まれた、３月のある日──。

　その日は朝から、秘書課の夏妃子課長がご機嫌だった。




【夏妃子】

「‥‥という訳で、秘書課で花見を開催しようと思っているのよ。一応、全員参加だから。金曜の夜は空けておいてね？」




【里奈】

（秘書課で花見か‥‥。面倒だなあ‥‥）




　私は重いため息をつきながら、席を立った。

　これから秀明副社長の元に、書類を届けに行くことになっている。

　すると課長がヒールをカツカツ響かせながら、私に近づいてきた。




【夏妃子】

「アナタ、ちょっと待ちなさい」




【里奈】

「はい‥‥何でしょうか？」




　居丈高な課長の物言いに、私は思わず身構える。




【夏妃子】

「これからどこへ行くの？」




【里奈】

「副社長のところです。書類を届けに‥‥」




【夏妃子】

「ああ、そう。それならちょっと伝言を頼んでいいかしら？」




【里奈】

「‥‥何でしょう？」




【夏妃子】

「今度の花見は、秀明さんにも出席してほしいのよ。その旨、伝えてといてちょうだい」




【里奈】

「分かりました‥‥」




　私は課長にぺこっと頭を下げて、秘書室を出た。




【里奈】

「失礼します。副社長、例のプロジェクトに関する書類をお持ちしました」




　私が取締役室に入ると、秀明副社長はゆっくりこちらを振り返った。




【秀明】

「そうですか、後でゆっくり確認します。ご苦労様」




　副社長は書類にサッと目を通して、すぐに脇に置いた。




【里奈】

「それと‥‥夏妃子課長からの伝言です」




【秀明】

「‥‥夏妃子？」




　課長の名前を出した途端、副社長の顔が曇ったことを私は見逃さなかった。




【里奈】

「金曜の夜に、秘書課でお花見を開催することになったのですが、副社長にもぜひ参加してもらいたいそうです」




【秀明】

「‥‥その日は重要な会議の準備があって忙しいです。私は行けません」




【里奈】

（その返答じゃ、間違いなく課長の機嫌が悪くなるよね‥‥）

「あの‥‥副社長。会議の準備は私も手伝いますので、」

「何とかお時間を作って頂くことはできませんか？」




　──何とか説得しようとする私を、副社長は淡々とした口調でいなした。




【秀明】

「私は、桜に興味がありません」




【里奈】

「そうですか‥‥。すみませんでした」




　そのまま踵を返そうとする私の前に、すっと副社長が歩み寄る。




【里奈】

「‥‥副社長？」




　副社長は私の肩に手を置いて、じっと瞳を覗き込んできた。




【秀明】

「ただし‥‥別の花には興味があります」




　氷のような副社長の瞳に射抜かれて、私は一瞬、身を強張らせる。




【里奈】

「あのっ、私はこれで失礼します」




【秀明】

「とにかく、私は不参加です。夏妃子にはそう伝えてください」




【里奈】

「‥‥かしこまりました」

（やっぱり、課長の提案には乗り気じゃなかったか‥‥）

（それより私、これじゃタダの伝令役じゃない‥‥）




　私は副社長に一礼して、取締役室を出た。

　秘書室に戻った私は、まっすぐ課長の元へ報告に行った。




【夏妃子】

「‥‥不参加ですって？」




　課長は冷静を装っているものの、言葉の端々に苛立ちがにじみ出ていた。




【里奈】

「はい。金曜は重要な会議の準備があるそうです」




【夏妃子】

「そう。それなら仕方ないわね」




【里奈】

「‥‥では失礼します」

（これで納得してくれればいいけど‥‥）




【夏妃子】

「待って、水之瀬さん。もうひとつお願いするわ」




【里奈】

（嫌な予感‥‥）




　私は一抹の不安を覚えながら、課長を振り返った。




【夏妃子】

「花見のセッティング、アナタに全部任せる」




【里奈】

「はい‥‥」




【夏妃子】

「場所取りや買い出し‥‥やることが多いと思うけど頼んだわよ？」




【里奈】

「‥‥分かりました」

（何よ‥‥。要するに雑用をぜんぶ私に押し付けたいって事でしょ？）

（結局、こういう事になるんだよね‥‥）




　私は唇を噛みながら、夏妃子課長に一礼した。

　その日からさっそく、私は花見の準備に奔走することとなった。




【里奈】

（お弁当の発注は終わった‥‥）

（あとはお酒も十分に用意しないと‥‥）

「‥‥はい、そちらは３ケースでいいです。よろしくお願いします」




　私が早足で歩きながら携帯で話していると、前方から副社長が歩いてきた。




【里奈】

「あ、副社長‥‥」




　私は電話を切って、副社長に愛想笑いを投げかけた。




【秀明】

「ずいぶん忙しそうですね？」




【里奈】

「はい、お花見のセッティングを任されて‥‥」




【秀明】

「大丈夫ですか？　少し疲れているように見えますが」




【里奈】

「‥‥大丈夫ですよ。ありがとうございます」




　私が作り笑顔を向けると、副社長はほとんど表情を変えずにこくりと頷いた。




【秀明】

「では、頑張ってください」




　副社長はそれだけ告げると、副社長室の方へ歩いて行った。




【里奈】

（わざわざねぎらいの言葉をかけてくれるなんて‥‥）

（少しは優しい面もあるんだな‥‥）




　──副社長の言葉のお陰で、ささくれ立っていた私の心が、ほんの少しだけ和らいだ気がした。

　そして迎えた、花見の当日──。




【夏妃子】

「水之瀬さん、ちょっといい？」




【里奈】

「はい‥‥」

（また、嫌な予感がするな‥‥）




　私は少し緊張しながら、課長の前に立った。




【夏妃子】

「今夜のお花見の準備は、もう終わったの？」




【里奈】

「はい。昨日のうちにすべて終わりました」




【夏妃子】

「そう、ご苦労様。それとは別に‥‥もうひとつ、アナタに頼みたいことがあるのよ」




【里奈】

（ほら、来たよ‥‥）

「‥‥何でしょうか？」




【夏妃子】

「これは、来週のプレゼンで使う資料よ」




　課長がデスクに山積みなったファイルの山を、ぽんと叩く。




【夏妃子】

「悪いんだけど、今日中にまとめておいてくれない？　残業してもいいから、必ず今夜中にね」




【里奈】

「あの、今日はこれからお花見が‥‥」




【夏妃子】

「大丈夫よ。準備はもう終わってるんでしょ？　後は他の子に任せて」




【里奈】

「はい‥‥分かりました」




【夏妃子】

「いい返事ね。それじゃよろしく」




【里奈】

（最初から、私を花見に呼ぶつもりはなかった‥‥ってことか）




　私は山と積まれたファイルを前に、重いため息をつくばかりだった。

　──私は課長に頼まれた仕事を、遅くまでかかってようやく終えた。




【里奈】

（もうこんな時間か‥‥。花見はとっくに終わってるだろうな‥‥）

（まあいいか。秘書課の花見なんて、最初から行きたくなかったし‥‥）

（むしろ行けない口実が出来て、ラッキーだったよね）




　私はまとめた資料を片付けて、席を立った。

　更衣室で着替えを済ませて廊下を歩いていると、取締役室から明かりが漏れていることに気付いた。




【里奈】

（あれ？　副社長、今日はまだ残ってるのかな？）




　気になった私は、足音を立てずに取締役室の前まで歩いた。

　私は少しだけ開いた取締役室のドアの隙間から、こっそり中をのぞいてみた。

　テーブルの上に、生け花が置かれているのが見える。




【里奈】

（あれは‥‥桃の花かな？　きれいだな‥‥）




【秀明】

「‥‥水之瀬君？」




　ふいに、副社長が私の名前を呼ぶ。




【秀明】

「覗き見は感心しませんよ？」




【里奈】

「あっ‥‥す、すみません」




【秀明】

「そんなところに立っていないで入りなさい」




【里奈】

「はい、失礼します‥‥」




　私は恐縮しながら、副社長室に入った。

　副社長はソファに深くもたれて、お酒を飲んでいた。




【秀明】

「ずいぶん遅くまで残業しているんですね？　今夜は、花見に行ったのでは？」




【里奈】

「いえ‥‥実は直前に、課長から仕事を頼まれて‥‥」




　──私が事情を説明すると、副社長はグラスを傾けて鼻を鳴らした。




【秀明】

「‥‥夏妃子の考えそうなことです」




　私が返答に困ってあいまいに笑っていると、副社長はグラスに注がれたお酒を一息に飲み干した。




【里奈】

「副社長が会社でお酒なんて‥‥珍しいですね？」




【秀明】

「つい先ほど会議が終わったのですが‥‥首尾よく行きましてね。今、１人で祝杯をあげていた所です」




【里奈】

「それは良かったですね」




【秀明】

「水之瀬君も、どうですか？」




【里奈】

「そうですね、せっかくだから頂きます」




　──私たちは向かい合って、静かにお酒を飲んだ。




【里奈】

「これは‥‥桃酒ですか？　口当たりが良くて美味しいです」




【秀明】

「私は、桃の花が好きなんです」




　副社長は目を細めて、テーブルの生け花に手を伸ばした。

　副社長の細い指先が、桃の可憐な花びらをかすかに揺らす。

　私はしばらく、魅入られたように副社長の指の動きを見つめていた。




【里奈】

「桃って、可愛い花ですよね」




【秀明】

「‥‥そうですね。可憐で品がある。芯が強くて凛とした、魅力的な女性のようでもあります」




　副社長はそう言って、私をまっすぐに見つめた。




【秀明】

「ああ‥‥ここにも、可憐な花がありましたね」




【里奈】

「もう副社長‥‥。酔っているんですか？」




【秀明】

「そんなことはないですよ」




　副社長はそう言ったかと思うと、突然立ち上がって私の方に身を乗り出してきた。




【里奈】

「えっ‥‥!?」




　──次の瞬間、私の唇に副社長の柔らかな唇が重なっていた。




【秀明】

「やはり‥‥桃の花は可憐で美しい」




　副社長の指先が、私の唇を優しくなぞる。




【里奈】

「ふ、副社長‥‥」




　副社長の指は私の頬を伝い、やがて首筋へと落ちていった。




【里奈】

「ああっ‥‥」




　副社長のいたずらな指の動きに合わせて、私のかすれた喘ぎ声が漏れる。




【里奈】

「はあぁ‥‥ううっ‥‥！」




【秀明】

「‥‥どうしました？」




　副社長は私の反応を楽しんでいるかのように、私の唇を執拗に、指先でもてあそんだ。




【里奈】

「副社長‥‥それ以上はダメです‥‥」




【秀明】

「水之瀬君。だいぶ身体が火照っていますね」




　瞳の奥に冷酷な炎を浮かべた副社長が、私をじっと見つめる。




【秀明】

「しかしまだ、酒が足りないようです。‥‥もう１杯いかがですか？」




　副社長は空いた私のグラスに、なみなみと桃酒を注いだ。

　私たちのひそやかな背徳の宴は、まだ始まったばかりだった──。




　─ＥＮＤ─








湯けむりは愛欲の香り









　と、ある日の夜──。




【里奈】

（やっぱり‥‥間に合わなかったか）




　副社長と名古屋出張に来ていた私は、終電を逃してしまい、すっかり途方に暮れていた。




【里奈】

（どうしよう‥‥困ったな）

（今からじゃ東京に戻る手段もないし‥‥）




　駅の電光掲示板を睨んでいると、背後から副社長にポンと肩を叩かれた。




【秀明】

「もう東京に戻る電車はありません。時間の無駄です。電車以外の方法を考えましょう」




【里奈】

「はい、申し訳ありません」




　背筋を伸ばして副社長に向き直るが、何も考えが浮かばない。




【里奈】

（どうしよう‥‥タクシーって流石にこの距離は無謀だよね）




【秀明】

「‥‥私のスケジュールは把握していますか？」




【里奈】

「勿論です」




【秀明】

「明日のスケジュールは？」




【里奈】

「明日は社内で稟議書の決済中心で、昼に課長と会食のご予定です」




【秀明】

「そこまで把握していれば、そう悩む必要はないでしょう」




【里奈】

「‥‥と言いますと？」




【秀明】

「無理して急いで帰る必要はない、と言う事です。今日のところはここで宿を探して、明日の早朝に戻りましょう」




【里奈】

「そうですね。では、これからすぐに手配します」




　──私はジョージから貰ったスマートフォンを利用して、冷静を装いながらも慣れない手つきで宿を探し始める。




【里奈】

（この近所の旅館だと‥‥もうここしか残ってないな）

「‥‥二名で大丈夫ですか？　ありがとうございます。水之瀬と申します。これからすぐに向かいます」




　電話を切って安堵の溜息を漏らすと、副社長は薄い笑みを浮かべる。




【秀明】

「見つかったようですね？」




【里奈】

「はい、ここからタクシーで20分ほどの場所です」




【秀明】

「空いているのですか？」




【里奈】

「はい、大丈夫でした」




【秀明】

「そうですか‥‥では行きましょう」




【里奈】

（副社長、何がおかしいんだろう。宿が見つかって嬉しいのかな？）




　副社長の微笑の意図を計りきれないまま、駅前のタクシー乗り場に向かった。

　副社長と私がやってきたのは──




【里奈】

（ここか‥‥雰囲気あるな）




　──落ち着いた雰囲気の老舗の温泉宿だった。




【里奈】

「え、相部屋？」




【仲居】

「はい。お二人様用のお部屋はそちらしかありません」




【里奈】

「そうだったんですか‥‥」




　私は気まずい思いを隠しながら、副社長を振り返る。




【秀明】

「相部屋‥‥ですか」




【里奈】

「副社長‥‥別の宿を当たってみますか？」




【秀明】

「構いません。ここにしましょう。これから改めて探すのは時間の浪費です」




【里奈】

「しかし‥‥」

（相部屋なんて私が良くないんだけど）




【秀明】

「心配不要です。想定の範囲内ですから」




【里奈】

「え？」




【秀明】

「そんな事になるのではないかと思っていたのです。貴女が電話で二部屋ではなく二人と言っていたので」




【里奈】

「そうでしたら、言ってくれれば‥‥」




【秀明】

「文句を言いたいのは、私ですよ。ゆっくり休めると思ったのに相部屋なのですから」




【仲居】

「いかがいたしましょうか」




【秀明】

「問題ありません。二名相部屋で御願いします」




【仲居】

「かしこまりました。お部屋にご案内します」




【里奈】

「ふ、副社長‥‥」




【秀明】

「しかたないでしょう。諦めなさい」




【里奈】

「は、はい‥‥」




　仲居の後に従う副社長の背中を追い、私は部屋へと向かった。

　部屋に向かう途中、仄かに漂う温泉の匂いが鼻をつく。




【里奈】

（あれは、露天風呂かな‥‥？）




　見ると廊下の突き当たりに、露天風呂の入り口がある。




【秀明】

「水之瀬君、どうかしましたか？」




【里奈】

「いえ、何ありません」

（せっかくだし、あとで入りに行こうっと）




　私は密かにそう考えながら、副社長の後ろを歩いた。




【里奈】

（これは厳しいな‥‥）




　部屋に通されると、すでに布団が二組敷かれている。




【仲居】

「それではごゆっくりおくつろぎ下さい」




　部屋に残された私と副社長は、しばらく互いに無言のままだった。




【里奈】

（予想してたけど、いざとなると恥ずかしいな‥‥）




　私は少し緊張しながら、荷物を置いて上着を脱いだ。




【里奈】

（‥‥え？）




　横を見ると副社長が、早くも寝る準備を始めている。




【秀明】

「‥‥私は寝ます。明日は、朝一番で東京に戻らねばなりませんから」

「水之瀬君も早めに寝るように」




【里奈】

「はい、かしこまりました」




　私は急いで洗面所で歯を磨き、慌ただしく寝る支度を整える。

　すっぴんになるのは気が引けたが、副社長はすでに布団に入って寝ているのか、規則正しい吐息が響く。




【里奈】

（副社長がもう寝たのか。相部屋だからちょっと緊張してたけど‥‥）

（‥‥このまま、何も起こらずに朝になりそうだな）




　副社長の横の布団に潜り込むと、私は瞼を下ろした。

　深夜──。

　喉が渇いて目覚めた私は、何気なく隣に顔を向けた。




【里奈】

（‥‥え？）




　副社長が寝ていたはずの布団が、もぬけの殻になっている。




【里奈】

（トイレかな‥‥？）




　部屋のトイレを見ても、明かりが点いていない。




【里奈】

（副社長、どこに行ったんだろう‥‥？）




　すっかり目が冴えてしまった私は、部屋を出て露天風呂へ行ってみることにした。




【里奈】

（副社長がどこに行ったか知らないけど）

（目も覚めたし、温泉宿に来てるんだから温泉に行くか）




　私はお風呂に入る準備をして、静かに部屋を出た。




【里奈】

（貸切状態か。のんびりできていいな）




　真夜中の露天風呂は、静まり返っていた。

　湯けむりがもうもうと立ち込める中、そっとお湯に足をつける。




【里奈】

「‥‥熱っ！」




　思わぬお湯の熱さと一人の気楽さに、私はつい声を上げる。

　ゆっくりと湯船に身体を沈め、温泉の温度に慣れて来る。




【里奈】

「星も綺麗だし、最高‥‥」




　不意に竹柵の向こうから、声が聞こえて来る。




【秀明】

「油断し過ぎですよ」




【里奈】

「‥‥ふ、副社長？」




　柵の向こうで、副社長がクスッと笑っているのが分かった。




【里奈】

「‥‥副社長もお風呂に入っていたんですか」




【秀明】

「夜中に目が覚めてしまいましてね。温泉に入ってみようかと」




【里奈】

「副社長も温泉に興味があるんですね」




【秀明】

「嫌いじゃありませんよ。この温泉は塩化物泉ですから、肌の保湿効果があります。関節炎や皮膚病、女性なら慢性婦人病などにも効能があります」




【里奈】

「詳しいんですね。温泉、好きなんですか？」




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（あれ、返事がない‥‥？）

「副社長‥‥？」




【秀明】

「‥‥‥‥」




　私の問いかけに答えはなく、気まずい沈黙が続く。




【里奈】

（音もしていないし、副社長はまだいるよね‥‥？）

（なんか、頭がぼうっとしてきた‥‥身体も温まったし、そろそろ部屋に戻ろうかな‥‥）




　長く湯につかり続けたせいで、私はすっかりのぼせてしまった。




【里奈】

（もう限界‥‥ダメ‥‥）




　目の前が、真っ暗になろうとしていた時──。

　竹の柵の向こうから副社長の声が聞こえてきた。




【秀明】

「‥‥水之瀬君」




【里奈】

「は‥‥はい‥‥」




【秀明】

「上がりなさい」




【里奈】

「は、はい‥‥。上がります‥‥」




　──副社長の声で何とか意識を取り戻した私は、ふらつきながら浴場を出て、部屋に戻った。




【秀明】

「‥‥大丈夫ですか？」




　副社長が不安気に、布団に倒れた私を見下ろす。




【里奈】

「大丈夫です、ご心配おかけしました」




　立ち上がって副社長に頭を下げようとした、その時──。




【里奈】

「!?」




【秀明】

「!?」




　足元がふらつき、私は副社長の身体にもたれるように顔を埋める。

　秀明副社長は私の身体を抱き留めて、そのまま布団に仰向けに倒れ込んだ。




【里奈】

「すっ、すみません‥‥！」




【秀明】

「‥‥随分とのぼせているようですね」




　私は副社長の腕の中で、こくりと頷いた。




【里奈】

「すみません、こんな恰好で‥‥」




　私は副社長に馬乗りになっているような状態だった。

　顔を赤らめる私の肩を、副社長が強く抱き寄せる。




【秀明】

「‥‥水之瀬君‥‥」




【里奈】

「あっ‥‥！」




　なす術なく、私は副社長の胸の中へ倒れ込む。




【里奈】

「ふ、副社長‥‥！」




　抗おうとしても、のぼせていて体に力が入らない。




【秀明】

「‥‥誘惑をしたのは貴女だ」




【里奈】

「副社長が微笑を浮かべて、私の瞳を覗き込む」




【秀明】

「いきなり馬乗りになるなんて、積極的で驚きました」




【里奈】

「いえ、ただのぼせていただだけ‥‥ぁっ」




【秀明】

「貴女の身体に聞いた方が、早そうですね？」




　副社長の囁きと熱い吐息が、私の内耳をくすぐる。




【秀明】

「貴女が欲しいのはこれですか？」




【里奈】

「あっ‥‥」




　同時に副社長の熱い唇が私の首筋に落ちて来る。




【秀明】

「それとも‥‥」




【里奈】

「!?」




　着崩れした浴衣のから除く肌が重なり、副社長の熱が感じられる。




【秀明】

「‥‥何が必要なのか言って下さい」




【里奈】

（どうしよう、頭がぼうっとして‥‥）




　副社長に上から抱きつく格好のまま、私はそっと目を閉じた。




【秀明】

「答えは‥‥イエスですね」




　耳元で聞こえた副社長の一言に、私は無言で小さく首を縦に振る。




【里奈】

（出張の帰りに旅館で関係を持つ‥‥か。私、完全に副社長の愛人だな）




　こうして──そのピアニストのように繊細な指と甘美な囁き声に、私は己の身体をすすんで捧げたのであった。




【秀明】

「身体が熱い‥‥やはり温泉でのぼせているようですね」




　副社長がゆっくりと私の内腿に触れる。弄ぶような指先に、思わず私の肩が跳ねる。




【里奈】

「お、おやめください副社長‥‥！」




【秀明】

「おやめ下さい？　‥‥本当にやめてもいいんですか？」




【里奈】

「っ‥‥！」




　副社長の指先が離れた途端、私の身体の甘さを求めてじわりと疼く。

　思わず私は、下がりゆく副社長の浴衣の袖を引いた。

　──その時。

　テーブルの上に置いてあった副社長の携帯が振動し始める。




【秀明】

「‥‥邪魔が入りましたね」




　溜息をついた副社長が、私から指を離してテーブルを睨む。




【里奈】

（こんな時に電話か‥‥助かったような、間が悪いような‥‥）

「私は乱れた吐息のまま、点滅する携帯のランプを見つめた」




【秀明】

「‥‥放っておきましょう」




　携帯のバイブが途切れると、副社長は再び私の身体を抱き寄せる。




【里奈】

「ふ、副社長‥‥」




　一瞬冷めかけた身体に、副社長の指と唇が再び熱い火を灯していく。

　私は零れそうになる声を我慢しつつ、不安と期待に背中を反らせる。

　しかし──間髪入れずに、またも携帯電話のバイブ音が響く。




【秀明】

「‥‥‥‥しつこい」




　副社長は目を閉じると、眉間に皺をよせながら眼鏡の位置を直す。




【里奈】

「‥‥お出になった方が良いのでは？　取引先かもしれませんし‥‥」




　私は火照り始めた身体を持て余しながら、乱れた浴衣の襟元を直す。




【秀明】

「‥‥取引先であれば嬉しいのですが」




【里奈】

「え？」




【秀明】

「‥‥やはり、そうか」




　副社長は指先でつまんだ携帯のディスプレイを見るなり、小さく溜息をつく。




【里奈】

（誰からの電話なんだろう‥‥？　あ、もしかして‥‥）




【秀明】

「‥‥夏妃子ですよ」




【里奈】

「か、課長‥‥!?」




【秀明】

「電話にでますので、くれぐれも静粛に」




【里奈】

（まずいな‥‥まさか二人でいることがバレたとか？）




　物音一つ立てないよう、自然と背筋が伸びる。




【里奈】

（っていうか、どうして副社長が余裕しゃくしゃくなのよ‥‥一番の当事者のくせに、笑みなんか浮かべちゃって‥‥）




【秀明】

「‥‥もしもし、いきなり何です？」




【夏妃子】

『ダーリン、今どこにいるの？』




　通話口から課長の声が漏れてくる。




【里奈】

（この大きく通る声‥‥間違いなく課長だ‥‥）




【秀明】

「名古屋ですよ」




【夏妃子】

『名古屋って‥‥今夜は帰ってくる予定だったんじゃないの？』




【秀明】

「予定以上に商談が長引いたので、旅館に泊まろうかと」




【夏妃子】

『旅館って‥‥一人で泊まってるの？』




【里奈】

（うわ‥‥いきなり核心をついてきたな‥‥）




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【夏妃子】

『ちょっとダーリン、聞いてるの？』




【秀明】

「‥‥失礼、電波が悪いようで良く聞こえません」




【夏妃子】

『は、はぁ!?　こっちは良く聞こえてるわよ！』




【秀明】

「そうですか、そちらは電波が良好なんでしょう」




【夏妃子】

『ああもうっ！　御託はいいから答えて頂戴！　だ・か・ら！　今ひとりなのかって訊いてるの！　ダーリン、まさか泥棒猫と‥‥！』




【秀明】

「‥‥明日は朝一番の新幹線で東京に戻ります。貴女も早く休みなさい」




【夏妃子】

『ちょ、ちょっと！　アナタ、まさか‥‥！』




【秀明】

「おやすみなさい」




　副社長はそれだけ告げると、手慣れた仕草で一方的に電話を切る。

　そして──珍しく、少し荒れた仕草で布団の上に携帯を放った。




【秀明】

「‥‥まったく、耳元できゃんきゃんと騒がれては堪りません」




【里奈】

（きゃんきゃんって‥‥そんなこと言ってる場合じゃないでしょうに‥‥！）

「‥‥あのような切り方をして、大丈夫ですか？」




【秀明】

「大丈夫ではないでしょうね」




【里奈】

「え？」




　私が首を傾げた──その時、枕元に置いてあった、私の携帯が鳴り出した。




【里奈】

「!?」




　〝夏妃子課長〟

　ディスプレイに浮かび上がる名前を見て、背筋が凍る。




【里奈】

（課長からだ‥‥！）




　私が不安げな顔で副社長に携帯を向けると──




【秀明】

「‥‥早く出ないで宜しいんですか？」




　ディスプレイの表示を見ながら、副社長は静かに笑った。




【里奈】

（出た方がいいですよって‥‥さては確信犯だ。あんな切り方したら私にかかってくるなんて、副社長が解らないはずないのに！）




　つい厳しくなる私の視線を軽く受け流し、副社長はなおも微笑む。




【秀明】

「同じ旅館に宿泊しているが部屋は別、と伝えて下さい」




【里奈】

「‥‥分かりました」

（こうなったら、なんとかごまかし通すしかない‥‥）




　私は心を奮い立たせると、なかば自棄になって電話に出た。




【里奈】

「‥‥はい、水之瀬です」




【夏妃子】

『ちょっと！　出るの遅いわよ！　アナタ、今どこにいるの!?』




　いきなり電話の向こうで課長の怒声が響く。




【里奈】

「‥‥旅館です」




【夏妃子】

『それ、ダーリンも一緒なんでしょ？』




【里奈】

「はい、副社長も同じ旅館に宿泊していらっしゃいます」




【夏妃子】

『同じ旅館って、泥棒猫がいけしゃあしゃあと‥‥！』




【里奈】

「同じ旅館ですが、別の部屋です」




【夏妃子】

『別の部屋ねぇ‥‥』




　そう言ったきり、電話の向こうがしんと静かになる。




【里奈】

（うわ‥‥沈黙が怖い‥‥）




【夏妃子】

『‥‥‥‥だったら証明して頂戴』




【里奈】

「‥‥証明？」




【夏妃子】

『そう、証明よ。そうね‥‥ダーリンと一緒にいないって言うのなら、その場でこう叫びなさい』

『「私は秀明副社長の愛人ですが身体は満足できていません」って』




【里奈】

「え‥‥？」




【夏妃子】

『もちろん大声でよ。そこで言えたら、信用してあげなくもないわ』




【里奈】

（嘘でしょ‥‥そりゃ確かに、本人を目の前にそんなこと口が裂けても言えないけど‥‥）




　困り果てた私は、ちらりと副社長の顔を伺う──が。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　副社長は珍しく、どこか楽しげに私を見つめている。──悠々と、座椅子に足を組んで座った状態で。




【里奈】

（これは助けは期待できないな‥‥）




【夏妃子】

『ちょっと！　私の指示は聞こえたでしょ？』

『言えないの？　やっぱりそこに秀明さんがいるのね？』




【里奈】

（こうなったら‥‥課長の指示に従うしか道はないか）

「‥‥いえ、大丈夫です。言えます」




　私は意を決して、口を開く。




【里奈】

「‥‥私は秀明副社長の愛人ですが、身体は満足できていません」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【夏妃子】

『声が小さいわ！　ほら、もっと大きく！』




【里奈】

「‥‥私は秀明副社長の愛人ですが、身体は満足できていません！」




【夏妃子】

『聞こえない！』




【里奈】

（ああもう、言えばいいんでしょ！　言えば！）

「私は！　秀明副社長の愛人ですが、身体は満足できていません!!」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　和室にはっきりと響く私の声に、副社長は瞼を閉じる。




【夏妃子】

『‥‥‥‥本当に、ダーリンはそこにいないみたいね。いいわ、信用してあげる‥‥けど。もしアタシのモノに手ぇ出したら、全力でつぶすわよ』




　課長は低音で言い切ると、ブツリと電話を切った。




【秀明】

「‥‥‥‥まったく」




　副社長が放り投げた書類が、バサバサと畳の上に散っていく。

　素足がゆっくりと私に近付いてくる音に、私は思わず肩を震わせる。




【秀明】

「心はともかく、少なくとも身体は満足させているかと思ったのですが」

「あれほど求めようと、まだ満足できないとは‥‥傲慢ですね」




【里奈】

「い、いえ‥‥先ほどの言葉は課長が‥‥」




【秀明】

「言い訳は結構」




【里奈】

「ですが、あれは課長の命令で‥‥ああ言わなくては‥‥」




　私は懇願するように言い訳を重ねるが──。当然、聞き入れてもらえる筈はなかった。

　とん、と軽く肩を押されただけなのに、私の身体が不思議と布団の上に倒れこむ。

　そして──蝶の標本のように、副社長が私の四肢を布団に縫う。




【秀明】

「自分の言葉の責任は、自身で持つべきでしょう」




【里奈】

「しかし、私はそんな、不満なんて‥‥！」




　焦った私は副社長にすがりながら、声を荒げ──自分が放った言葉に、一拍を置いて頬が熱くなる。




【秀明】

「先ほどから、なかなか意見のまとまらない人ですね」




【里奈】

（だって、自分から満足してるなんて言うのは‥‥）




　うつむこうとした私の顎を、副社長が軽くひょいと上げる。




【秀明】

「‥‥その答えも、身体に訊けば分かるでしょう」




【里奈】

「え‥‥？」




　しゅるり──音を立て、副社長は自分の浴衣の帯を抜いた。




【秀明】

「最初に伝えておきますが、抵抗しても無駄です。抵抗出来るならば、して頂いても構いませんが‥‥ね」




　副社長は氷のような瞳で私を見下ろしたかと思うと、いきなり持っていた帯で、私の手首を縛った。




【里奈】

「‥‥!?」




　驚きのあまり、私は逆光の中で副社長を見上げる。




【秀明】

「‥‥いいんですか？　私の前でそんな無防備な顔をして──どうなっても知りませんからね」




【里奈】

「ふ、副社長‥‥っ!?」




【秀明】

「今宵は、少し厳しくさせて頂きましょう。たとえ嘘だとしても「満足できない」などと言えなくなるほどに」




　私が驚いている隙に、副社長の指が浴衣の裾に忍ぶ。

　副社長の冷たい指に、その指先が生む熱に、私の脚がシーツを蹴る。




【秀明】

「‥‥まだ身体が、こんなにも火照っていますよ？」




【里奈】

「そ、それは‥‥」




　逃げようと身を捩れば捩るほど、副社長の指先は妖しく蠢く。




【里奈】

「あ、ぁっ‥‥ん‥‥」




　副社長の唇が首筋に落ちた瞬間、思わず唇から甘い悲鳴が漏れる。

　今や私の身体は糸の切れた人形のように、

　副社長の熱を甘受する事しか出来なかった。




【里奈】

（どうしよう、抗えない‥‥私‥‥）




　瞼を閉じれば、脳天を貫くような耽美な快感に溺れそうになる。

　もはや縛られた手首がこすれる事にさえ、身体が甘さを拾ってしまう。




【秀明】

「‥‥そう、そのまま私にすべてを委ねればいい。今宵は‥‥太陽が昇るまで私の下僕です。‥‥よろしいですね？」




　耳元で囁かれた──ほのかに熱情を思わせる声に、私は無意識のうちに、小さく首を縦に振っていた。




【里奈】

（下僕でも‥‥愛人でもいい。今はもう、この熱にどこまでも溺れてしまいたい‥‥）




　私が首を振ったのと同時に、さらなる快楽の波が私を攫っていく。

　──こうして官能の氷獣と甘美な一夜の契約を交わした私は、両手首を捕えられたまま夜の闇のなかで熱い吐息をこぼしたのだった──。

　翌朝──。

　私と副社長は早めに宿を出て、タクシーで駅へ向かった。

　タクシーに乗り込むと副社長はしばらく、パソコンでメールのチェックをしていた。




【秀明】

「‥‥水之瀬君」




　副社長がキーを叩く手を止めて、私を横目でちらりと見る。




【里奈】

「何でしょう？」




【秀明】

「昨日は、気持ちが良かったですね」




【里奈】

「えっ‥‥？」




【秀明】

「あのような体験はなかなかできるものではありません」




　突然の言葉に、私は思わず身を堅くする。




【秀明】

「水之瀬君は、気持ち良くなかったのですか？」




【里奈】

「!?」




　ありありと昨晩の情事が脳裏に蘇り、私は顔が紅潮するのを感じて副社長から目を反らす。




【里奈】

（昨晩のあんな事、思い出させないでよ‥‥）




【秀明】

「‥‥温泉が、ですよ」




【里奈】

「え？　あ、ああ‥‥お、温泉ですか‥‥」




【秀明】

「温泉の他に何があると言うのですか？」




　副社長が目を細めて、悪戯な笑みを浮かべる。




【里奈】

「‥‥お分かりなのに聞かないで下さい」




【秀明】

「さて‥‥何の事でしょうかね」




　俯く私を尻目に、副社長は淡々とキーを叩き始めた。




　─ＥＮＤ─








獣たちの華麗なる出張
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　桜の花びらが春風に乗って舞う、ある日──。

　私はいつものように書類を届けに、取締役室に来ていた。




【里奈】

「副社長、来週のプレゼンの資料をお持ちしました」




【秀明】

「ご苦労様。デスクに置いてください」




【里奈】

「かしこまりました」




　副社長は足を組んでソファに座り、経済新聞を読んでいる。




【里奈】

「それでは、失礼します」




【秀明】

「ああ、水之瀬君。待ってください」




　副社長が読んでいた新聞を畳んで、テーブルの端に置く。




【里奈】

「はい、何でしょう？」




【秀明】

「‥‥来週、パリ出張で数日会社を空けます」




【里奈】

「あっ、そうなんですか‥‥？」




【秀明】

「そういう訳で、留守を頼みましたよ？」




【里奈】

「かしこまりました。それであの‥‥。今回の出張はどういった‥‥」




【秀明】

「貴方には関係のないことです。余計な詮索は無用ですよ」




【里奈】

「申し訳ありません‥‥。失礼します」




　──そのまま取締役室を出ようとしたら、すれ違いに古泉相談役が入ってきた。




【里奈】

「あっ、お疲れ様です」




【古泉】

「ああ、水之瀬君。ご苦労様」




　古泉相談役は私をチラリと一瞥して、そのまま副社長の方へ近づいて行った。




【古泉】

「秀明君。今、少し時間あるかな？」




【秀明】

「どうしました、古泉さん？」




【古泉】

「来週のパリ出張の件なんだが‥‥」




【秀明】

「私もその件について、いくつか確認したいことがあります」




【里奈】

（この２人が密談か。何かありそうだな‥‥）




　その夜──。

　私は帰宅するとすぐに、ジョージに副社長と相談役のことを話した。




【ジョージ】

「‥‥なるほど。そりゃ、絶対にパリで何かあるな」




【里奈】

「やっぱり、そう思う？」




【ジョージ】

「ああ。秀明と古泉が絡むって時点で、すでに胡散臭い」




　──ジョージは腕組みしてしばらく考えた後、私に言った。




【ジョージ】

「お前もパリに行って来いよ？」




【里奈】

「はあ？　ちょっと、急にそんなこと言われても‥‥」




【ジョージ】

「これはチャンスだぜ？　三響に関わる、とんでもない情報を引き出せるかもしれねーし」




【里奈】

「ねえ、簡単に言わないでよ。そもそも私は副社長に、帯同を許されてないんだよ？」




【ジョージ】

「そこはまあ、自分で何とかしろよ。どうにかして出張についていって、情報を盗み出して来い」




　ジョージは一方的にそう告げて、部屋から出て行った。




【里奈】

「そんなこと言われてもなあ‥‥」

（突破口があるとすれば‥‥あの人かな？　あまり気が進まないけど‥‥）




　私はひとつため息をついて、寝る準備をした。
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　翌朝──。

　私は出社するとすぐに、夏妃子課長の元へ向かった。




【里奈】

「課長。来週副社長がパリへ出張するそうですね？」




【夏妃子】

「あら、アナタも聞いたの？」




【里奈】

「はい。昨日、取締役室に出向いた折に‥‥」




【夏妃子】

「そう。急に決まったことなんだけどね」




【里奈】

「課長も一緒に行かれるんですか？」




【夏妃子】

「もちろんよ。第一秘書であり、何よりアタシは妻だから」




【里奈】

「そうですよね‥‥。あの、それで‥‥今回の出張の理由は？」




【夏妃子】

「それはアタシにも分からないわ。あの人、肝心な事はたとえ身内でも他言しない人だから」




【里奈】

（課長も知らないのか。ますます怪しくなってきたな‥‥それより、今は本来の目的を‥‥）

「‥‥課長。私も帯同させてもらえませんか？」




【夏妃子】

「‥‥何ですって？」




　私の申し出を聞いた途端、課長は険しい顔になった。




【里奈】

「ご迷惑でなければ、私もぜひ‥‥」




【夏妃子】

「‥‥何を言ってるの？　ナタのような泥棒猫がついて来るって時点で、充分迷惑よ」




【里奈】

（泥棒猫って‥‥。なんて言い草なの？）




　私はのど元まで出掛かった言葉をグッと飲み込んで、課長にさらにお願いした。




【里奈】

「ご迷惑であることは、承知しています。でもパリには昔からとても思い入れがあって‥‥」




【夏妃子】

「アナタの思い入れなんて、アタシは興味ないわよ。どうせ観光したいとか買い物したいとか、浮ついた理由でしょ？」




【里奈】

「違います。私、昔からパリに憧れていて‥‥。見聞を広めるため、勉強のために行きたいんです」




【夏妃子】

「どうかしらねえ‥‥。それも適当に繕ってるようにしか聞こえないけど？」




【里奈】

「あっ‥‥そうだ。課長がお好きな、ＡＭＡＭＩＹＡのすぐに売り切れちゃうスイーツ」




【夏妃子】

「‥‥ＡＭＡＭＩＹＡのスイーツが、どうしたのよ？」




【里奈】

「あの長～い行列にも、私が並びますから。それでもダメですか？」




【夏妃子】

「‥‥今の言葉、本当かしら？」




　──私の言葉を聞いた途端、課長の顔色が明らかに変わった。




【里奈】

「もちろんです。それくらい、私はパリに行ってみたいんです！」




【夏妃子】

「そう‥‥。そこまで言うなら考えてあげてもいいわ」




【里奈】

「本当ですか!?」




【夏妃子】

「ただし、さっきの言葉を信用してのことだから。現地ではあくまでアタシに命令権があることを、忘れないで頂戴？」




【里奈】

「ありがとうございます！　よろしくお願いします！」




　──私は課長に頭を下げて、自分の席に戻った。




【里奈】

（これで何とか、パリに行くことができそう‥‥とりあえず、第一関門は突破‥‥かな？）




　私はほっと胸を撫で下ろして、業務に戻った。
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　そして、翌週──。

　私は思惑通りに、副社長と課長と共にパリの地に降り立った──。

　到着して３人で空港のロビーを歩いていると、ふいに夏妃子課長が立ち止まった。




【夏妃子】

「秀明さんはこの後、すぐに仕事？」




【秀明】

「そうです。相手を待たせていますから」




【夏妃子】

「そう、大変ねえ」




【里奈】

（大変ねって‥‥課長も一応、第一秘書として来てるのに）




　私は呆れつつ、しばらく２人のやり取りを見ていた。すると、課長が急に私を振り返った。




【夏妃子】

「さて‥‥アタシたちは、街へ買い物に行きましょうか？」




【里奈】

「でも副社長が‥‥」




　──そう言いながら振り返ると、副社長はすでに１人でスタスタと歩き出していた。




【里奈】

「あっ、副社長‥‥！」

（ここで副社長と別れたら、パリに来た本当の目的が‥‥！）




【夏妃子】

「何してるの？　アタシたちは、こっち。早く来なさい」




　課長が腕組みして、私を睨む。




【里奈】

（今は、課長に従っておいた方が良さそうだな‥‥）




　私は夏妃子課長に向き直って、笑顔を向けた。




【里奈】

「‥‥すみませんでした」




【夏妃子】

「そう、それでいいのよ。ついてきなさい」




　課長は満足そうに頷くと、大きなお尻を振りながら歩き出した。




【夏妃子】

「ダーリン、しばらく自由にさせてもらうわよ？」




　課長が人ごみに紛れていく副社長の背中に、声を掛ける。




【秀明】

「‥‥好きにしなさい。私は私で、仕事がありますから」




　副社長はそう言い残して、人ごみに紛れていった。




【里奈】

（もしかして‥‥このまま、副社長と別行動になるのかな？　それだとまずいな。接触する機会が無いと‥‥）




　私は課長と少し距離を取って歩きながら、しばらく考えた。




【里奈】

（ジョージに相談してみよう‥‥）




　私は前を歩いている課長とさらに距離を取って、ケータイでこっそりと国際電話を掛けた。

　ツー‥‥ツー‥‥ツー‥‥。

　──長いコール音の後、通話口からジョージの声が漏れてきた。




【ジョージ】

『‥‥里奈か？　もうパリに着いたのか？』




【里奈】

「うん、ついさっき」




【ジョージ】

『おー、そっか。お疲れ。それで‥‥秀明の出張の件、うまく行きそうか？』




【里奈】

「それなんだけどね、ちょっと面倒な事になってて‥‥」




【ジョージ】

『なんだよ、いきなりトラブルか？　まだ着いたばっかりだろ？』




【里奈】

「うん、実はね‥‥」




　──私が事情を説明すると、ジョージは深いため息を漏らした。




【ジョージ】

『いきなり見失ったら、パリまでついてった意味ねーだろ？』




【里奈】

「分かってるよ、それくらい‥‥」




【ジョージ】

『‥‥分かった、オレが何とかするから』




【里奈】

「何とかするって‥‥どうするの？」




【ジョージ】

『いいから、お前はしばらく大人しくしとけ。じゃあな』




　ジョージはそれだけ言って、一方的に電話を切ってしまった。




【里奈】

（ジョージ‥‥どうするつもりなんだろう？）




　──私がケータイをしまったところで、前方からまた課長の声が飛んできた。




【夏妃子】

「何、モタモタしてるのよ。早く来なさい！」




【里奈】

「あっ、すみません！」

（今はジョージの言葉を信じて、待つしかないか‥‥）




　私はそう心に決めて、課長の後を追った。

　その後──。

　パリの街へ出た夏妃子課長と私は、高級ブティックを何件もはしごした。
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【夏妃子】

「どこも素敵なお店だったわ。次は‥‥有名店のスイーツでも食べに行こうかしら？」




　──課長はすっかり、パリの街を満喫している様子だった。

　私は課長の買い物の荷物持ちをやらされて、へとへとになっていた。




【里奈】

「あの、課長‥‥。いつ頃、ホテルへ戻りますか？」




【夏妃子】

「まだ日が暮れてないでしょ？　もう少し付き合いなさい」




【里奈】

（まだ遊ぶつもりなのか‥‥これはある意味、秘書の仕事より辛いかも‥‥）




　──何より私には気がかりなことがあって、観光や買い物を心から楽しめないでいた。




【里奈】

（ジョージからの連絡、遅いな‥‥秀明副社長は今頃、どこで何をしてるんだろう？）




　私がぼんやりしながら歩いていると、ふいに課長が立ち止まった。




【夏妃子】

「何か、気になることでもあるのかしら？」




【里奈】

「えっ‥‥な、何ですか？」




【夏妃子】

「アナタ‥‥パリに着いてから、ソワソワして落ち着かないように見えるけど？」




【里奈】

「い、いえ、あの‥‥」




　私はドキッとして、言葉を詰まらせた。




【里奈】

「ショッピングの事です。ちょっと買いたいものがあって‥‥」




【夏妃子】

「そうなの？　それなら早く言いなさいよ。今まで何件、回ってきたと思ってるの？」




【里奈】

（荷物持ちをやらせるばかりで、私に何も買わせなかったクセに‥‥）




【夏妃子】

「何か不満かしら？」




【里奈】

「いえ、何も‥‥」




【夏妃子】

「まあいいわ。まだ何件か、店に寄るつもりだから。そこでさっさと済ませなさい」




【里奈】

「はい、ありがとうございます」




　──私はふたたび課長について、パリの街中を歩き出した。

　夏妃子課長に付き合って買い物や食事などを楽しんでいたら、いつの間にかすっかり夜になっていた。




【夏妃子】

「もうこんな時間か‥‥」




【里奈】

「このままホテルに戻りますか？」




【夏妃子】

「アタシはこれから、パーティーに行くの」




　課長が近くに停車しているタクシーへ、歩み寄っていく。




【里奈】

「パーティー‥‥？」




【夏妃子】

「そう、こっちに住んでる友人に誘われてるのよ。アナタは先にホテルへ戻ってなさい」




【里奈】

「あっ、課長‥‥」




　課長の乗ったタクシーが、私の前から走り去る。




【里奈】

（急に１人になっちゃった‥‥）




　──パリの街中に放り出された私は、しばらく何をするでもなく、うろうろと歩き回っていた。




【里奈】

（今日はさんざん歩いて疲れたし、ホテルに戻ろうかな‥‥）




　そう考えて、踵を返した瞬間──。

　上着のポケットの中で、ケータイが鳴った。




【里奈】

（ん‥‥誰だろう？）




　──ディスプレイには、ジョージの名前が点滅している。




【里奈】

「ジョージ‥‥！」




【ジョージ】

『おう、お待たせ～』




【里奈】

「遅い！　ずっと連絡待ってたんだよ？」




【ジョージ】

『そう怒るなっての、少し手間取っちまったんだよ』




【里奈】

「それで‥‥副社長の件は？」




【ジョージ】

『ちゃんと突きとめたぜ。秀明が行きそうな場所』




【里奈】

「本当に？　でも‥‥どうやって？」




【ジョージ】

『なーに、大したことねーよ。ちょっと会社のサーバに侵入して、秀明の出張中の予定を拝見しただけ』




【里奈】

「まさか、ハッキングしたの‥‥？」




【ジョージ】

『ま、簡単に言うとそういうことだな』




　ジョージは電話の向こうで、けらけらと笑った。




【里奈】

「また危ない橋を渡って‥‥」




【ジョージ】

『そんなの、いつものことだろーが』




【里奈】

「それで、副社長は今どこに？」




【ジョージ】

『‥‥港だ。そこにいくつか貸倉庫があるはず』




【里奈】

「港か‥‥。私が今いる場所からは遠いの？」




【ジョージ】

『衛星で調べると、パリの中心部からはそんなに離れてねーから。タクシー拾って、行ってみろ』




【里奈】

「‥‥分かった」




【ジョージ】

『細かい位置情報は、今からお前のケータイに送信する。ただし‥‥秀明には絶対に気付かれるなよ？』




【里奈】

「うん‥‥やってみる」




　──私はさっそくタクシーを拾い、港へ向かった。
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　１時間後──。

　私はジョージが送信してくれた位置情報を頼りに、目的の港までやってきた。

　ジョージが教えてくれた通りに、いくつか倉庫が並んでいる。




【里奈】

（いかにもって感じの、いかがわしい場所だな‥‥副社長、違法な裏取引でもしてるのかな？）




　──私の悪い妄想は、膨らむ一方だった。

　と、その時──。

　遠くから車のヘッドライトが揺れながら近づいてきた。




【里奈】

（誰か来た‥‥!?）




　私はとっさに倉庫の陰に隠れて、様子を見ることにした。

　──やがて黒塗りのリムジンが倉庫の前に停車して、中から副社長が颯爽と降りてきた。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（あれは‥‥副社長‥‥!?）




　副社長が大柄な黒人のＳＰにガードされながら、倉庫の中へ消えていく。




【里奈】

（これから何が始まるんだろう？　この目で確認しないと‥‥！）




　──私は薄っすら明かりが漏れている倉庫の入り口まで、忍び足で近づいていった。

　倉庫の中からかすかに、フランス語での会話が聞こえてくる。




【里奈】

（副社長、中で何をしているの‥‥？）




　私は倉庫の扉の隙間から、そっと中を覗き込んだ。

　副社長がスーツ姿の男数人と、何か話している。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

（フランス語だから、何を話しているのか分からないな‥‥）




　──やがて、倉庫の奥から大きな木箱が運ばれてきた。




【里奈】

（やっぱりこれって、違法な取引‥‥？）




　私がもっとよく見えるようにと、身を乗り出した瞬間──。




【ＳＰ】

「What are you doing here?」




【里奈】

「えっ‥‥!?」




　振り返るとそこに、大きな体の黒人ＳＰが立っていた。

　その手には黒光りする拳銃が握られている。




【里奈】

「あっ、あの‥‥」




【ＳＰ】

「‥‥Come on！」




　ＳＰはいきなり私の右腕を搾り上げたかと思うと、そのまま引きずるようにして歩き出した。




【里奈】

「痛いっ！　は、離して！」




　──抵抗も虚しく、私はＳＰに、倉庫の中へと連れて行かれた。




【秀明】

「‥‥水之瀬君？」




　ＳＰに連れられた私を見て、秀明副社長が眉をひそめる。




【里奈】

「ふ、副社長‥‥」




　私が気まずさから目を伏せると、副社長は私の背後にいるＳＰに強い口調で言った。




【秀明】

「もういいでしょう。その手を離しなさい」




　──ＳＰは言われた通りに、私の腕を離した。




【秀明】

「なぜ貴方が、こんな所にいるのですか？」




【里奈】

「それは、その‥‥」

（こうなったら、隠しても仕方ないよね‥‥）

「副社長が何をしてるのか、気になって。出張の目的も教えてくれなかったし、もしかしたら違法な取引でもしてるのかなって‥‥」




　私の話を聞いて、副社長は呆れたようにため息をついた。




【秀明】

「私は彼らと、普通の金融取引をしていただけですよ？　彼らはパリの大手銀行の幹部たちです」




【里奈】

「‥‥そうなんですか？」




　副社長の背後にいるフランス人たちが、私を見ておどけたように肩をすくめる。




【秀明】

「心配するのは良いですが、今回は少し度が過ぎましたね？」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【秀明】

「もし貴方の勝手な行動で大事な取引が失敗したら、どうするつもりだったんですか？」




【里奈】

「ごめんなさい‥‥」




　私が深々と頭を下げると、副社長は大きなため息をついた。




【秀明】

「‥‥顔を上げなさい」




【里奈】

「本当にすみませんでした」




　私は副社長にもう一度頭を下げてから、ゆっくり顔を上げた。




【秀明】

「これに懲りたら以後、気を付けるように」




【里奈】

「はい‥‥」




　──私はそこでふと、副社長の背後にある木箱に目を留めた。




【里奈】

「でも副社長‥‥あの箱の中身は？」




【秀明】

「ああ、あれですか‥‥。よく見なさい」




　副社長はＳＰに英語で指示を出して、木箱を開けさせた。

　箱の中には‥‥ワインの瓶が大量に詰め込まれていた。




【里奈】

「ワイン‥‥？」




【秀明】

「見ての通り、あのワインは取引先への贈り物です」




【里奈】

「贈り物‥‥」




【秀明】

「そうです。貴方が想像していたようなやましい物など、最初から入っていませんよ？」




　副社長はそこでようやく、フッと笑みをこぼした。




【里奈】

「そうだったんですか‥‥」




　副社長の笑顔を見たら一気に身体の力が抜けて、私はその場にへたり込んでしまった。




【秀明】

「さて‥‥想定外の来客がありましたが、取引を続けましょうか？」




　──副社長はその後、私をサポート役に回して、金融取引を無事に成功させた。




【秀明】

「‥‥今夜は良い取引が出来ました。そろそろ戻りましょうか」




　仕事を終えた副社長が私に、微笑みかける。




【里奈】

「はい‥‥」

（一時はどうなることかと思ったけど‥‥取引がうまくいって良かった‥‥）




　私はほっと胸を撫で下ろしながら、副社長と一緒に倉庫を後にした──。
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　──金融取引を無事に終えた秀明副社長と私は、リムジンに同乗して倉庫を後にした。




【秀明】

「‥‥何とか、話がまとまりましたね」




　──副社長はようやく安心したのか、窓からパリの夜景を見ながらほっと息をついた。




【里奈】

「‥‥本当にすみませんでした。私の勝手な思い込みで‥‥」




【秀明】

「それはもういいです。謝罪の言葉は先ほど聞きました」




　副社長はそう言うと、私の方に顔を向けた。




【秀明】

「それより、気になっていることが１つあります」




【里奈】

「‥‥何でしょうか？」




　副社長の刺すような視線を浴びて、私は思わず身を強張らせる。




【秀明】

「そもそも、なぜ貴方が私の居場所を知っていたのですか？」




【里奈】

「それは‥‥」




　──私は一瞬言葉に詰まり、視線を泳がせる。




【里奈】

「‥‥夏妃子課長が教えてくれたんです。心当たりがあるか聞いたら、ここじゃないかって‥‥」




【秀明】

「‥‥夏妃子？　ああ、確かに昔一度だけ、」




　彼女とこの港へ来たことがありましたが‥‥。




【里奈】

（良かった‥‥！　とっさについたウソだったけど、うまくごまかせたみたい）




　──私がほっと胸を撫で下ろしていると、副社長のケータイが鳴った。




【秀明】

「‥‥はい。ああ、夏妃子か」




【里奈】

（課長‥‥!?　タイミング悪いな‥‥）




【秀明】

「もうすぐホテルに戻る‥‥ん？」




　副社長が電話しながら、私を横目でチラッと見る。




【里奈】

（‥‥私のことを、話してるのかな？）




　私は素知らぬ顔で、通話口から漏れてくる課長の声に耳を澄ませた。




【夏妃子】

「‥‥水之瀬、ホテルにいないのよ。先に戻ってなさいって言ったのに、まったく‥‥」




【秀明】

「そうですか‥‥」




【夏妃子】

「今どこにいるか知らない？」




【里奈】

（まずい‥‥。さっきの嘘がバレる‥‥！）




　副社長はすべてを見透かしたような冷めた瞳で、私を見ている。




【秀明】

「‥‥私は知りませんよ。彼女も子供じゃないんですから、そのうちに戻るでしょう」




【里奈】

（えっ‥‥!?）




【夏妃子】

「‥‥そうね、分かった。じゃあまた後で」




　──副社長は電話を切ると、目を閉じて大きく息を吐いた。

　私は簡単にウソがばれてしまった気まずさから、副社長の隣で、ただうつむくばかりだった。




【里奈】

（どうしよう‥‥。また怒らせちゃったよね‥‥）




　私がびくびくしていると、副社長は落ち着いた声で言った。




【秀明】

「少し落ち着いたので、ワインでも飲みましょうか？」




【里奈】

「‥‥え？」




　──副社長がテーブルの下からワインの瓶を取り出して、優雅な手つきでオープナーをコルクに差し込む。




【秀明】

「先ほどの取引で贈ったワインと同じモノですが‥‥。ボルドー５大シャトーのひとつ、シャトー・マルゴーです」




　副社長は微笑を浮かべながら、２つ並んだグラスにワインを注いだ。




【秀明】

「‥‥こちらは貴方に。どうぞ」




【里奈】

「あ、すみません‥‥」




　私は差し出されたグラスに、手を伸ばした。

　その瞬間──。

　副社長はワインを口に含んだかと思うと、いきなり私の肩をつかんで抱き寄せた。




【里奈】

「あっ‥‥!?」




【秀明】

「‥‥‥‥！」




　副社長はそのまま私に覆いかぶさってきて、キスで私の口を塞いだ。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




　副社長は口に含んだワインを、重ねた唇の隙間から注ぎ込んできた。




【里奈】

「あふっ‥‥」




　──苦しさに耐えかねて、私は思わず大きく息を吐き出す。




【里奈】

「ふああっ‥‥」




　それと同時に、私の口の端からワインがこぼれる。ワインはそのまま私の首筋を伝い、シャツに染み込んでいく。




【秀明】

「‥‥染みになってしまいましたね？」




【里奈】

「あっ‥‥」




【秀明】

「これはいけません‥‥。服を脱ぎなさい」
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　副社長が氷のように冷たい瞳で、私の全身をなぶるように見つめる。




【里奈】

「でっ、でも‥‥」




【秀明】

「運転手には、こちらの様子は見えません」




　副社長が冷たい微笑を浮かべながら、私の髪を撫でる。




【秀明】

「さあ、早く脱ぎなさい」




【里奈】

「は‥‥はい‥‥」




　私はまるで魔法にかかったように、うつろな目でシャツのボタンを外していった。

　副社長がはだけた私の胸に、そっと自分の手を重ねる。




【秀明】

「‥‥これはお仕置きですよ？　貴方は今日、私にいくつか嘘をつきましたからね」




　──副社長は露わになった私のブラジャーのラインを、指先でそうっとなぞった。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




【秀明】

「‥‥貴方はもう、私の手から逃れられない。私の忠実なしもべとなるのです」




【里奈】

「いやっ‥‥！」




　──拒絶の言葉とは裏腹に、私は自分に圧し掛かってくる副社長の身体に腕を回し、背中に激しく爪を立てていた。




【里奈】

（このまま‥‥私は副社長と‥‥？）




　視界の隅に、脱ぎ捨てた自分のシャツが映る。

　そこに付いたワインの赤い染みが、まるで花弁を広げた淫靡なバラのように見えた──。




　─ＥＮＤ─








駆け引きデート









　梅雨の合間に、久しぶりに太陽が顔を覗かせたある日──。

　出社していつものように秘書室に行くと、中から夏妃子課長の金切り声が聞こえてきた。




【夏妃子】

「ちょっと、アナタ！　アタシがあげたお菓子を、食べられないって言うの!?」




【里奈】

（どうしたんだろう‥‥？）




　──おそるおそるドアを開けると、課長が小学校低学年くらいの男の子と言い合っていた。




【？？】

「おばさんの好みが古すぎるんですよ」




【夏妃子】

「お、おばさん？　なんですって!?」




【？？】

「今時、駄菓子くらいで喜ぶ子供もあまりいませんから」




【夏妃子】

「なっ‥‥生意気なガキねぇ‥‥！」




　課長のすぐ後ろにいる一宮さんが、なだめるように言う。




【百合】

「課長、相手はまだ子供ですから。落ち着いてください」




【夏妃子】

「分かってるわよ、百合ちゃん‥‥」




　課長はそこでようやく、ドアの前に立っている私に気付いた。




【夏妃子】

「‥‥何よ、アナタ。居るなら挨拶くらいしなさいよ？」




【里奈】

「あっ、すみませんでした。おはようございます。あの‥‥その子は？」




【百合】

「ああ、この子は西園寺翔君っていうそうです」




【里奈】

「カケルくん‥‥ですか」




【百合】

「はい。春樹社長が連れてきたみたいですね」




【里奈】

「社長が‥‥？」




【百合】

「知人に預かってくれって頼まれたらしいです。でも社長は大事な打ち合わせがあるそうで、ひとまずここに」




【里奈】

「そうですか‥‥」

（春樹社長と、どういう関係なんだろう‥‥？　まさか隠し子ってことはないよね？）




　利発そうな顔の翔くんをまじまじと見ていたら、ふと背後に人の気配を感じた。




【秀明】

「‥‥何やら騒々しいですね」




　振り返ると、そこに秀明副社長が立っていた。




【里奈】

「あっ、副社長‥‥おはようございます」




【秀明】

「これは一体、何の騒ぎですか？」




【夏妃子】

「ちょっとダーリン、聞いてよ！」




　夏妃子課長がさらに大きな声を上げて、翔くんを指差す。




【夏妃子】

「この生意気なガキが、アタシの言う事にいちいち口ごたえするのよ！」




【翔】

「そのガキって言い方、好きじゃないですね」




　睨み合う２人を見て、秀明副社長が呆れたようにため息をつく。




【秀明】

「‥‥ここは会社です。託児所じゃないんですよ？　あまり騒がないでもらえますか？」




【夏妃子】

「わ‥‥分かったわよ」




【翔】

「‥‥すみませんでした」




【夏妃子】

「何、アンタ？　ダーリンの言うことなら素直に聞く訳？」




【翔】

「別にそういう訳ではないですけど‥‥。あのお兄さんの言う通り、騒ぐのは良くない事ですから」




【夏妃子】

「‥‥ねえダーリン。この子アナタに懐いたみたいだから、そっちで面倒見てくれないかしら？」




【秀明】

「‥‥私が？」




【夏妃子】

「これ以上秘書室には置いておけないわよ。業務の妨げになるし。悪いけど外に連れてってくれない？」




【秀明】

「‥‥無理ですね。仕事が山積みです」




【夏妃子】

「そんなこと言わないで、頼むわよ。そっちの仕事は、秘書課で何とかしておくから」




【秀明】

「‥‥仕方ありませんね」

「では‥‥水之瀬さんをお借りしましょうか？」




【里奈】

「え、私ですか‥‥？」




【夏妃子】

「いいわ。１日貸してあげるから、そっちで好きに使って」




【里奈】

（そんな、人をモノみたいな言い方して‥‥）




【秀明】

「では、お借りしましょう。という訳で水之瀬さん、ひとまず家に帰って着替えてきなさい。後で迎えに行きます」




【里奈】

「は、はい‥‥」

（こんな時間に家に帰るのも、変な気分だな‥‥）




　──こうして私はひょんなことから、副社長、そして翔くんと一緒に出かけることになった。

　いったん家まで戻ってみると、ジョージが来ていた。




【里奈】

「ジョージ‥‥どうしたの？」




【ジョージ】

「ああ、ちょっと忘れ物を取りにな。またすぐに出るよ。お前こそどうしたんだよ？　会社にいる時間だろ？」




【里奈】

「ああ、そのことなんだけどね‥‥」




　──私が事情を説明すると、ジョージはふうんと鼻を鳴らした。




【ジョージ】

「春樹が連れてきた子供ねえ‥‥」




【里奈】

「うん、翔くんって言うの」




【ジョージ】

「‥‥なんか臭うな。そのカケルってヤツ、ただのガキじゃねーかも」




【里奈】

「‥‥そうかな？」




【ジョージ】

「ああ、春樹に子供はいねーはずだし‥‥何かありそうだな。お前、これから一緒に出掛けるんだろ？」




【里奈】

「うん、もうすぐ副社長が迎えにくる」




【ジョージ】

「しっかり監視しとけよ？　すげー情報が手に入るかもしれねーから」




【里奈】

「‥‥分かった」




　ジョージはこくりと頷くと、そのままドアを開けて出ていった。

　家で着替えを済ませた後、私は迎えに来た秀明副社長の車に乗り込んだ。私は翔くんと、後部座席に並んで座った。




【秀明】

「‥‥さて、どこか行きたい所はありますか？」




　秀明副社長が運転しながら、バックミラー越しに私と翔くんを見る。




【里奈】

「翔くん、どこか行きたい所ある？」




【翔】

「ボクは水族館がいいです！」




【秀明】

「水族館ですか‥‥。いいでしょう」




　副社長は小さく頷いて、ハンドルを切った。

　──水族館へ向かう途中、翔くんは副社長を質問攻めにしていた。




【翔】

「秀明お兄さんは、会社でどんな仕事をしているんですか？」




【秀明】

「私の仕事は主に金融‥‥と言っても、貴方に分かりますか？」




【翔】

「きんゆう‥‥分かりますよ。銀行とかですよね？」




【秀明】

「まあ、大まかに言えばそうですね」




【翔】

「へえ～、面白そう」




【秀明】

「貴方の年で金融業に興味があるんですか？」




【翔】

「はい。だって上手にやれば、どんどんお小遣いが増えていくんでしょ？　秀明お兄さんはいつもお金を増やすために、どんなことをしてるんですか？」




【秀明】

「‥‥面白い事を聞く子ですね」




　副社長が運転席で苦笑して、肩をすくめる。




【里奈】

（ずいぶん馴れ馴れしいと言うか、図々しいと言うか‥‥）




　私はハラハラしながら、翔くんに何か言うべきか考えた。




【里奈】

「へえ、翔くんは勉強熱心だね」




【翔】

「はい。とても面白いです」




【秀明】

「なかなか、見どころがありそうな子ですね」




　副社長はまっすぐに前を見つめたまま、フッと笑みをこぼした。




【里奈】

（副社長も大人の対応と言うか‥‥本心ではあまり翔くんに興味が無いって顔だな‥‥）




　──私はそこでふと、ジョージのさっきの言葉を思い出した。




【里奈】

（やっぱり翔くんって、ただの子供じゃないのかも？　まさか、私と同じように‥‥スパイ？）




　私は訝りながら、翔くんの横顔を見た。

　翔くんはその後も水族館に着くまでずっと、副社長を質問攻めにしていた。

　──30分後、私たちは水族館に到着した。




【翔】

「やった、水族館だ！」




　翔くんが真っ先に車を飛び出して、チケット売り場へ走る。




【里奈】

（ああいう所を見ると、翔くんもまだまだ子供なんだな‥‥）




　私がクスクス笑っていると、背後から副社長が近づいて来た。




【秀明】

「私たちも行きましょうか」




【里奈】

「はい、そうですね」




　──チケットを３人分購入して入場門に向かう途中、私たちの前を親子の客が歩いていた。

　小さな女の子が、右手と左手をそれぞれ両親に繋がれて歩いている。




【翔】

「‥‥いいなあ」




　翔くんが、親子を見ながらぽつりとつぶやく。




【里奈】

「ん？　どうしたの翔くん？」




【翔】

「ボクもあれがやりたいです」




　翔くんが手を繋いでいる親子を指差して、照れ臭そうに目を伏せる。

　私と副社長は、思わず顔を見合わせた。




【里奈】

「‥‥どうしますか？」




【秀明】

「まあ、それくらいはいいんじゃないですか？」




【里奈】

「そ、そうですよね‥‥じゃあ」




　私たちは間に翔くんを挟んで、ぎこちなく手を繋いだ。




【翔】

「イルカショーもやってるんですね。楽しみです！」




　翔くんはとても嬉しそうな顔をしていたけど、私は何だか恥ずかしくて、うつむきがちに歩いていた。

　そして入場門をくぐって館内に入ろうとした時──。私のケータイの着信音が鳴った。




【里奈】

「すみません。少しだけ待ってもらえますか？」




【秀明】

「ええ、いいですよ」




　私は副社長に頭を下げて、少し離れた場所で電話に出た。

　電話をしてきたのは、ジョージだった。




【里奈】

「‥‥ジョージ、何？」




【ジョージ】

「おう、今どこだよ？」




【里奈】

「水族館。翔くんが行きたいって言うから‥‥」




【ジョージ】

「そっか。それで‥‥そのガキについて何か分かったか？」




【里奈】

「まだよく分からないけど‥‥何となくスパイのような気がする」




【ジョージ】

「ハハッ、自分と同じ匂いでもしたか？」




【里奈】

「そうじゃないけど、やたらと副社長の仕事について聞きたがるし‥‥」




【ジョージ】

「‥‥やっぱり俺の勘に狂いはなかったな。俺の方でも、もう少し調べてみるわ。また電話する」




【里奈】

「分かった、またね」




　私は電話を切って、急いで副社長がいる方へ戻った。




【里奈】

「すみません、お待たせして‥‥」




【秀明】

「もう終わったんですか？」




【里奈】

「はい。大した用事じゃないですから」




【秀明】

「‥‥そうですか。では中へ入りましょう」




　私たちはそれぞれチケットを見せて、水族館の中へ入った。

　館内に入ってすぐ、翔くんが熱帯魚の水槽の前で立ち止まった。色鮮やかな熱帯魚を、食い入るように見つめている。




【里奈】

「翔くんは、熱帯魚が好きなの？」




【翔】

「海の生き物はみんな好きですけど、熱帯魚は特に好きですね」




【里奈】

「へえ‥‥。みんな面白い形してるね」




【翔】

「お姉さんの目の前を泳いでいるのは、エンゼルフィッシュですね。ゴールデン・エンゼルフィッシュ。エンゼルの中では特に有名です」




【里奈】

「ああ、それ知ってる！」




【秀明】

「こっちの派手なやつは何ですか？」




　副社長が私たちの後ろから、顔を覗かせる。




【翔】

「ああ、それはラフレシア・ディスカスですよ」




【秀明】

「確かに‥‥赤い模様がラフレシアの花のように鮮やかですね」




　──その後も翔くんは熱帯魚にとどまらず、さまざまな魚に関する知識を披露してくれた。




【里奈】

「ほんと魚に詳しいね、翔くん？」




【翔】

「はい。ボクは将来、学者になりたいんです。そのためには、良い大学に入ってもっと勉強しないと‥‥」




　翔くんはそこで、私をくるりと振り返った。




【翔】

「ところで、お姉さんは大学に行ってたんですか？」




【里奈】

「えっ、私？　私の話なんて別にいいよ」




　私が愛想笑いを浮かべていると、副社長が後ろから口を挟んできた。




【秀明】

「彼女は東大出身ですよ」




【里奈】

「えっ‥‥。あ、あの‥‥」

（確かに履歴書にはそう書いたけど、ウソの学歴だし‥‥）




【秀明】

「‥‥違うんですか？　別に謙遜しなくてもいいでしょう」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【翔】

「すごい、お姉さんって東大卒なんですか？」




【里奈】

（こんなに食いついて来るとは思わなかったな‥‥）




　明らかに翔くんの目の色が変わったので、私は気まずい思いで目を逸らした。




【翔】

「ボクも将来は東大目指そうと思ってるんです！　今度、勉強教えてもらえませんか？」




【里奈】

「そ、それなら、副社長の方がいいんじゃないかな？」




【秀明】

「‥‥私ですか？」




【里奈】

「はい、私なんかよりずっと頭脳明晰ですし、人に勉強を教えるのも上手そうじゃないですか？」




【秀明】

「‥‥考えておきましょう。まだまだ先の話ですが」




　副社長はまるで興味が無いといった感じに答えて、私たちの前を歩き出した。




【秀明】

「そろそろ、次のフロアに行きましょうか。この辺りも、ずいぶん人が多くなってきました」




【里奈】

「そうですね。ほら、翔くんも行こうよ？」




【翔】

「え～、まだ聞きたいことが‥‥」




【里奈】

（助かった‥‥）




　私は不満そうな翔くんから逃げるように、副社長の背中を追いかけた。




【里奈】

「ところで副社長は、水族館がお好きなんですか？」




【秀明】

「水棲生物も嫌いではないですが、あの子ほど思い入れはないですね」




【里奈】

「あ、そうですか‥‥」




　するとふいに、副社長がぴたりと立ち止まった。その視線の先には、ラッコのいるプールがある。




【翔】

「あっ、ラッコですか？」




　翔くんが駆け寄ってきて、私たちの間に割り込む。




【里奈】

「ふふ、可愛い‥‥。テレビで見たことあるけど、本当にお腹の上で貝を割るんだね」




【翔】

「ラッコは、泳ぐのがあまり得意じゃないんです。だから貝やエビ、カニなんかの動きの遅い動物をエサにしてるんですよ」




【里奈】

「へえ、そうなんだ‥‥」




　──ふと隣を見ると、副社長が真剣な顔でラッコを見つめている。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「副社長‥‥。そんなにラッコに興味があるんですか？」




【秀明】

「そうですね‥‥強いて言うなら、好きな部類に入りますか」




【里奈】

「へぇ‥‥なんか意外ですね？」




【秀明】

「‥‥そうですか？」




【里奈】

「すみません。何となく副社長のイメージとかけ離れてる気がして。ラッコのどういうところが好きなんですか？」




【秀明】

「ああやってあくせくと働いている様子が、見ていて飽きないんですよ」




　副社長はお腹の上で必死に貝を割っているラッコを見て、フッと涼しげな笑みを浮かべた。




【里奈】

（よく分からない理由だけど‥‥。でも副社長らしい‥‥かな？）




　私はラッコを見つめる副社長の横顔を、不思議な気持ちで見ていた。

　──ひと通り館内を見学したところで、私たちは休憩所にあるお土産コーナーに立ち寄った。




【里奈】

（この貝殻のイヤリング、可愛いな‥‥）




　私が気に入ったイヤリングを見ていると、背後に人の立つ気配がした。




【秀明】

「‥‥気に入ったようですね？」




【里奈】

「はい。可愛いですよね、これ。でもちょっと高いから、今日はあきらめます」




【秀明】

「‥‥そうですか」




　副社長は表情を変えずに言って、貝殻のイヤリングをじっと見つめた。




【里奈】

「副社長はお土産、何も買わないんですか？」




【秀明】

「私は別に‥‥。そもそも必要が無いですから」




【里奈】

「そんなこと言わないで、記念に何か買って帰りましょうよ？」




　──言いながらふと隣を見ると、ぬいぐるみのコーナーがあった。




【里奈】

「‥‥ぬいぐるみとか、どうですか？」




【秀明】

「私は子供でも女子高校生でもないので‥‥」




　副社長がため息をついて、顔を背ける。

　すると近くにいた翔くんが、ぬいぐるみの山を指差した。




【翔】

「ここにラッコのぬいぐるみもありますよ？」




【里奈】

「わっ、可愛い‥‥」




　翔くんの指差す場所には、色違いでおそろいのラッコのぬいぐるみが置いてあった。




【里奈】

「副社長、買いましょうよ？　ラッコをすごく気に入ってたじゃないですか？」




【秀明】

「いえ、別にそこまで思い入れは‥‥」




【里奈】

「じゃあ、私が買いますね。私も気に入りましたから」




【秀明】

「‥‥貴方がそこまで言うなら、私が出します」




　副社長は渋々と言った感じに、胸元から財布を取り出した。




【里奈】

「あ‥‥なんか、おねだりしちゃったみたいで、すみません‥‥」




【秀明】

「今さらキャンセルなんて、言い出さないでくださいよ？」




　副社長は照れ臭そうにラッコのぬいぐるみをふたつ抱えて、レジへ歩いて行った。

　──買い物が終わった後、私たちは休憩所のテーブルで休むことにした。




【里奈】

「翔くん、色んな魚が見れて面白かったね？」




【翔】

「はい。何回来ても水族館は楽しいです」




【里奈】

「そっか、良かった」




　──しばらく翔くんと２人で話していると、副社長が立ち上がって言った。




【秀明】

「飲み物か何か、買ってきましょうか？」




【翔】

「あっ、ボクはソフトクリームがいいです。バニラのやつ」




【秀明】

「バニラのソフトクリームですね、分かりました。‥‥水之瀬君はどうしますか？」




【里奈】

「私が行きますよ。副社長は座っててください」




【秀明】

「遠慮は入りませんよ。売店はすぐそこですから」




【里奈】

「‥‥すみません、じゃあ私もソフトクリームで」




【秀明】

「分かりました。少し待っていてください」




　副社長はそのまま、売店のある方へ歩いて行った。それと同時に、私のケータイの着信音が鳴った。




【里奈】

（あっ、ジョージかな？）




　私は席を立って、翔くんに言った。




【里奈】

「翔くん。お姉さんちょっと電話してきてもいい？」




【翔】

「いいですよ、どうぞ」




　私はケータイで話しながら、歩き出した。




【里奈】

「‥‥もしもし？」




【ジョージ】

「‥‥今、大丈夫か？」




【里奈】

「大丈夫だよ。何か分かった？」




【ジョージ】

「いや、何も。改めて春樹と秀明の身辺を洗ったけど、やっぱりどこにもスパイとか、怪しい影はねーな」




【里奈】

「そっか‥‥。あの子、何者なんだろうね？」




　私はテーブル席に大人しく座っている、翔くんを振り返った。




【ジョージ】

「分からねー‥‥。だから、まだ気を抜くなよ？」




【里奈】

「一応、気をつけるよ」




　──私はそこで電話を切って、テーブルに戻った。するといつの間にか戻って来ていた副社長が、両手にソフトクリームを持ったまま立っていた。




【里奈】

「ふ、副社長‥‥」




　私はその姿がおかしくて、つい噴き出してしまった。




【秀明】

「‥‥なぜ、笑うのですか？」




【里奈】

「いえ、何でもありません‥‥」

（ソフトクリーム持っている副社長の画なんて、激レアだよね‥‥ちょっと可愛いかも‥‥）




　副社長は首をひねりながら席に座り、私にソフトクリームを手渡してきた。




【秀明】

「こっちは貴方の分です」




【里奈】

「ありがとうございます」




　私が椅子に座ったところで、副社長がぽつりと言った。




【秀明】

「‥‥電話、もういいんですか？」




【里奈】

「えっ‥‥ああ、大丈夫ですよ」




　私はごまかすように笑って、甘いソフトクリームを舐めた。しかし副社長はまだ気になっているようで、私をじっと見つめてきた。




【秀明】

「‥‥誰からの電話だったんですか？」




【里奈】

「そ、それは‥‥」

（副社長は、何を探ろうとしているの？）

（もしかして私がジョージと話してたことに、勘付いてる……？）




　──動揺する私と真剣な顔の副社長を、翔くんがソフトクリームを舐めながら興味深そうに、チラチラ見ていた。

　──私が答えに困っていると、館内放送が聞こえてきた。




【アナウンス】

『間もなく、プールにてイルカショーが始まります。お誘い合わせの上、ぜひお越しくださいませ‥‥』




【翔】

「‥‥イルカショー!?　観に行きたいです！」




　放送に反応して、翔くんが立ち上がる。私と副社長は思わず、顔を見合わせた。




【秀明】

「‥‥それを食べ終わったら、行きましょうか」




【里奈】

「そうですね、私も観てみたいです」

（危なかった‥‥。何とかごまかせそう）




　私はソフトクリームを舐めながら、ほっと胸を撫で下ろした。

　休憩所を出た私たちは、そのままショーが行われるプールまで移動した。

　幸運にも私たちは、最前列でショーを観られることになった。




【里奈】

「ラッキーでしたね。こんなに近くで見られるなんて‥‥」




【秀明】

「‥‥イルカのショーを見るなんて、初めてですよ」




　──やがて本格的なショーが始まると、私たちの目の前でいきなりイルカが大ジャンプをした。




【翔】

「わあっ、すごい‥‥！」




　興奮した翔くんが椅子から立ち上がる。その視線は軽快な音楽に乗って泳ぐ、イルカに釘づけだった。

　しかし──最前列の席とあってイルカが着水するたびに、私たちの方へ大量の水しぶきが飛んでくる。




【里奈】

「‥‥きゃあっ！」




　私は頭を抱えながら、土砂降り雨のような水しぶきを必死に避ける。それでも、私の服はずぶ濡れになってしまった。




【里奈】

「つ、冷たい‥‥」




　濡れた服のままふと隣を見ると、副社長が翔くんに覆いかぶさっていた。

　そのせいで副社長の背中が、びしょ濡れになっている。




【里奈】

「副社長‥‥？」

（翔くんを守ったのかな‥‥？）




【秀明】

「‥‥だいぶ濡れてしまいましたね」




　副社長がゆっくり身体を起こして、私を見る。




【里奈】

「副社長こそ‥‥。背中がびしょ濡れですよ？」




【秀明】

「タオルでも買ってきましょう」




　副社長は冷静な表情で言って立ち上がり、そのまま会場の外へ出ていった。




【里奈】

「‥‥翔くんは、濡れなかった？」




【翔】

「大丈夫です。秀明お兄さんのお陰で」




【里奈】

「珍しいな、副社長が‥‥」




【翔】

「‥‥珍しいですか？」




【里奈】

「うん。だって普段、あまり優しいところを見せる人じゃないし‥‥」




【翔】

「ボクは、最初から優しい人なんだろうなと思ってましたよ」




【里奈】

「えっ‥‥？　どうして？」




【翔】

「‥‥秀明お兄さん、パパによく似てるんです。ボクのパパも、すごく優しい人だったから」




　翔くんがぽつりと、寂しそうにつぶやく。




【里奈】

（何か深い事情がありそう‥‥その辺を聞いていいのかな？　でも相手は子供だし‥‥）




　私が迷っていると、翔くんが笑顔に戻って言った。




【翔】

「それにしても‥‥お姉さん、隠すのが下手ですね」




【里奈】

「えっ、隠すって‥‥？」




【翔】

「顔を見てれば、何か大事なことを隠しているのはバレバレですよ。何を隠しているのかまでは、ボクには分からないですけどね」




【里奈】

「別に‥‥何も隠してないよ？」




　笑顔でそう答えつつも、私はつい動揺してしまった。──その時、翔くんのケータイの着信音が鳴った。




【翔】

「あっ、ママ？　うん、今イルカのショーを見てて‥‥」




【里奈】

（お母さんから‥‥？）




　──翔くんは手短に電話を終えると、満面の笑みを私に向けた。




【翔】

「ママが迎えに来てくれたみたいです」




　そこへタオルを持った副社長が戻って来た。




【秀明】

「‥‥母親が迎えに来たのですか？」




【翔】

「はい。このショーが終わったら帰ります」




【秀明】

「そうですか‥‥。ああ水之瀬さん、これを」




　副社長が、買ったばかりの水族館のロゴ入りタオルを私に差し出す。




【里奈】

「あっ、すみません」




　私は動揺したままタオルを受け取り、濡れた服を拭いた。




【秀明】

「‥‥どうしたんですか？」




【里奈】

「えっ‥‥？」




【秀明】

「少し手が震えているようですが？」




【里奈】

「いえ、あの‥‥水に濡れたせいで、寒くて‥‥」




【秀明】

「‥‥それはいけませんね。しっかり身体を拭いてください」




　副社長はそう言って、意味ありげに微笑んだ。

　イルカのショーが終わった後、私たちはまっすぐ出口へ向かった。

　入場門の辺りまで来たところで、ふいに翔くんが駆け出す。




【翔】

「‥‥ママ！」




【母親】

「翔、良い子にしてた？」




　翔くんが駆けていった先には、お母さんらしき若い女性が立っている。




【？？】

「‥‥‥‥」




　その隣には、がっちりした体躯の男性が影のように付き添っていた。




【里奈】

（あの人、どこかで見たことあるな‥‥？）




　気になって男性を見ていると、隣で副社長がクスッと笑った。




【秀明】

「千紘さん‥‥？　なるほど、そういうことでしたか」




【里奈】

「副社長‥‥？　どういう意味──」




　──私が言い終わる前に、副社長はお母さんの方へと近づいて行った。




【母親】

「副社長、今日は翔がお世話になりました。お礼はいずれあらためて」




【秀明】

「いえ、結構ですよ。私も良い息抜きになりましたから」




【翔】

「秀明お兄さん、お姉さん、ありがとうございました。今日はすごく楽しかったです」




【里奈】

「うん。また一緒に水族館に来ようね？」




　翔くんは笑顔で頷いて、母親、そして男性と一緒に車に乗り込んで、去っていった。




【秀明】

「さて‥‥まだ時間がありますね。私たちはもう少し、中を見ていきましょうか？」




　副社長がそう言って、館内へと引き返していく。




【里奈】

「あ、はい‥‥」




　私はあわてて、副社長の背中を追いかけた。

　館内に戻ると、副社長は何も言わずにどんどん奥へと進んでいった。




【秀明】

「‥‥‥‥」

（どこに行くのかな‥‥？　またラッコかな？　だいぶ気に入ってたみたいだし‥‥）




　私が黙ってついて行くと、副社長は人気のない水槽の前で立ち止まった。




【里奈】

「‥‥‥‥副社長？」




　副社長はゆっくりこちらを振り返ると、いきなり手を伸ばしてきて、私の肩を軽く押した。




【里奈】

「きゃっ‥‥！」




　私は後ろによろよろと倒れて、水槽に背を付ける格好になった。

　副社長が私の肩越しに水槽に手をついて、顔を覗き込んでくる。

　副社長は先ほどのショーで水をかぶったせいで、まだ濡れ髪のままだった。
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【里奈】

「あっ、あのっ‥‥！」




【秀明】

「ようやく２人きりになれましたね‥‥」




　副社長は先ほどまでの柔和な表情から一変して、獲物を狙う獣のような、獰猛な瞳をしていた。




【秀明】

「‥‥まだ髪が濡れていますね？　しっかり拭き取った方がいい」




　副社長が私の濡れ髪にそっと、繊細な指を絡める。




【里奈】

「ふ‥‥副社長こそ‥‥」




【秀明】

「だが‥‥濡れた姿というのも、色気がありますね」




　副社長はささやくように言って、指先で私の唇をなぞった。




【秀明】

「ほら、唇もこんなに熱く火照って濡れている。‥‥いけませんね」




　身体を電流が突きぬけて、私は思わずびくんと仰け反る。




【里奈】

「ふ、副社長‥‥‥‥！」




【秀明】

「‥‥今日の貴方はどこか変でしたね？　まるで何かに怯えているような‥‥」




　副社長がさらに顔を近づけてきて、私の瞳を覗き込む。




【里奈】

「わ‥‥私は‥‥何も‥‥！」




　──副社長の獰猛な眼差しに縛られて、私は身動きが取れない。




【秀明】

「何をそんなに、怯えているのですか？　私に何を隠しているのですか？」




【里奈】

「いえ、私は‥‥何も隠してなんか‥‥！」




　私が何とか声を絞り出すと、副社長は冷笑を浮かべた。




【秀明】

「濡れたままでは、風邪を引いてしまいますね」




　副社長は私の身体からそっと離れて、くるりと背を向けた。




【秀明】

「‥‥この後は、私の家に行きましょうか？」




【里奈】

「えっ‥‥？」




【秀明】

「幸い、この近くに私の家があります」

「それに‥‥ゆっくり聞きたいこともありますから」




　副社長は顔だけこちらに向けて、ニヤリと不敵な笑みを浮かべた。

　私はまるで獣に睨まれたか弱き小動物のように、立ちすくむだけだった──。




【里奈】

（どうしよう‥‥。副社長に取り入るチャンスではあるけど‥‥）

（家に行くってことは、夏妃子課長が居るかもしれない‥‥）




【秀明】

「‥‥どうしたんですか？　何か気になることでも？」




【里奈】

「いえ‥‥あの、家には課長が‥‥」




【秀明】

「ああ、夏妃子の事ですか」

「安心してください、彼女は居ませんから」




【里奈】

「は‥‥はい‥‥」




　私はまるで操り人形のようにこくりと頷き、副社長の後について歩き出した。

　私は副社長が運転する車に同乗して、水族館を後にした。

　副社長の家に着く頃にはもうすっかり日が暮れて、辺りには濃紺の闇が広がっていた──。

　──部屋に入るなり、副社長が私に言った。




【秀明】

「濡れた服は乾燥機にかけますので、貴方はシャワーでも浴びてきてください」




【里奈】

「はい‥‥」




【秀明】

「シャンプーは脱衣所の棚の奥にある、女性用のやつを使ってください」




【里奈】

「分かりました。お借りします」

（やっぱりその気だったのか‥‥。でもこれは、脈ありってことだよね）




　私は少し緊張しながら、バスルームへ向かった。

　副社長に言われた通り、棚の奥には女性用のシャンプーがあった。

　しかし、まだ封は切られておらず未使用のままだった。




【里奈】

（これ、夏妃子課長が使うのかな？）




　私は注意深く、脱衣所の中を見回した。




【里奈】

（良く見ると、女性用の日用品が一切見当たらない‥‥？　副社長と課長は仮面夫婦だって噂をよく聞くけど、本当なのかも‥‥）




　私はそれ以上詮索するのをやめて、ひとまずシャワーを浴びることにした。

　──風呂から上がって髪を乾かしていると、副社長がバスローブを持ってきてくれた。




【秀明】

「これを着てください。濡れた服はまだ乾きそうにないので‥‥」




【里奈】

「すみません。ありがとうございます」




【秀明】

「私もシャワーを浴びますので、貴方はここで休んでいてください」




【里奈】

「分かりました‥‥」




　私は副社長から受け取ったバスローブを羽織り、ソファに腰を下ろした。

　──副社長がシャワーを浴びている間、特にやることもなかったので、私はリビングをじっくり観察した。




【里奈】

（広いし、家具も高級で快適‥‥。こんな部屋に住んでみたいな。それによく整理整頓されてて、床には塵ひとつ落ちてない‥‥なんか、副社長らしい部屋かも‥‥）




　私が感心していると、バスルームの方から足音が近づいてきた。




【里奈】

（‥‥シャワーが終ったのかな？）




　私は少し緊張しながら、ソファに座り直した。




【里奈】

（副社長に取り入るためには、今夜が最大のチャンス‥‥お酒でも入って、良い雰囲気に持って行ければ‥‥）




　私がバスローブの衿を直しながらあれこれと考えていると、リビングの扉が開いて、上半身裸の副社長が姿を現した。




【里奈】

「わっ‥‥」




【秀明】

「‥‥どうしたんですか？」




【里奈】

「いえ、何も‥‥」




　冷静にそう答えつつも、副社長の引き締まった身体につい目が行ってしまう。




【秀明】

「ああ、気が利かなくてすみません。ちょっと待っててください」




　──副社長はそう言うとキッチンまで行って、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出してきた




【秀明】

「‥‥どうぞ」




【里奈】

「‥‥お酒じゃないんですね？」




【秀明】

「風呂上がりのアルコールは体に悪いですからね」




【里奈】

「‥‥そうなんですか？」




【秀明】

「ええ。急性心筋梗塞になりたければ、飲むと良いでしょう」




　副社長は顔色一つ変えずに言って、グラスに注いだミネラルウォーターを一息で飲み干した。




【里奈】

（お酒を飲む気はないってことか‥‥これは少し計算が狂ったな‥‥）




　私はため息をついて、副社長に言った。




【里奈】

「‥‥それは怖いですね。じゃあ私もお水を頂きます」




【秀明】

「ええ、どうぞ」




　副社長は微笑を浮かべながら、グラスに水を注いだ。

　──私が水を飲んでいる間に、副社長はもう一度リビングから出ていった。

　そして今度は手に小さな袋を持って、戻って来た。




【秀明】

「さて、と‥‥‥‥」




【里奈】

（何が入ってるのかな‥‥？）




　気になって水を飲みながらチラチラ見ていると、副社長は袋の中から見覚えのあるイヤリングを取り出した。




【里奈】

「あっ、それは‥‥！」




　──それは私が水族館のお土産コーナーで見ていた、貝殻のイヤリングだった。




【里奈】

「それ‥‥買ってたんですか？」




【秀明】

「‥‥ただの気まぐれですよ」




　副社長は小さく笑って、私にイヤリングを差し出した。




【里奈】

「私に‥‥？　頂けるんですか？」




【秀明】

「もちろんです。私が付けたところで誰も喜ばないでしょう？」




【里奈】

「副社長‥‥」

（私のために買っておいてくれたんだ‥‥）




　私は胸がじんと熱くなるのを感じながら、副社長の瞳を見つめた。




【里奈】

「副社長に直接、付けてほしいです」




【秀明】

「‥‥私が？」




【里奈】

「はい‥‥。お願いします」




【秀明】

「‥‥分かりました」




　副社長は渋りながらも、私の隣に座ってイヤリングを耳元に近づけた。




【秀明】

「じっとしていてください」




【里奈】

「はい‥‥」




　副社長の繊細な指先が、私の耳をそっとくすぐる。




【里奈】

「あっ‥‥」




　私が思わず身をよじると、副社長はクスッと笑った。




【秀明】

「じっとしていなさいと言ったでしょう？」




【里奈】

「すみません‥‥」




　副社長は私の耳にイヤリングを付け終わると、ささやくように言った。




【秀明】

「‥‥貴方の髪はいい香りがしますね」




【里奈】

「シャンプーが良い物だったので‥‥」




　すると副社長は私の髪に長い指を絡めて、その香りを嗅いだ。




【秀明】

「‥‥本当に良い香りです」




【里奈】

「‥‥副社長‥‥？」




　副社長は指に絡めた髪をゆっくり解くと、唇を私の耳元に寄せた。




【秀明】

「たまにはこういう空気も、悪くないですね‥‥」




　副社長の濡れた唇が、私の耳に触れる。その隙間からこぼれてくる甘い囁き声が、私の中の淫らな心をくすぐる。




【里奈】

「副社長‥‥‥‥」




　──自然と体の芯が火照ってくるのを感じて、私は副社長の身体にしなだれかかった。




【秀明】

「‥‥いけませんね。だいぶ身体が熱くなっています。酒を飲んでいる訳でもないのに‥‥」




【里奈】

「それは‥‥副社長が‥‥」




　副社長は口元に微かな微笑を浮かべたまま、私が着ているバスローブの衿に手を掛けた。




【秀明】

「私は‥‥何もしていませんよ？　貴方が、少しばかり淫らなだけです‥‥」




　副社長は私のバスローブを強く引いて首筋を露わにすると、そこに強く唇を押し付けた。




【里奈】

「ああっ‥‥！」




　副社長はかすれた吐息を漏らす私の瞳を、じっと覗きこんで来た。

　その魔性の光を宿した氷のような瞳に、私はつい吸い込まれそうになる。




【秀明】

「‥‥貴方は本当に淫らですね？」




【里奈】

「私は‥‥そんなっ‥‥」




　副社長の唇が、私の口を塞いで続く言葉を押しとどめる。




【里奈】

「んんんっ‥‥」




【秀明】

「これは‥‥お仕置きが必要ですね」




　副社長はさらに、露わになった私の鎖骨にも唇を這わせる。




【里奈】

「せ、副社長‥‥ダメ‥‥」




【秀明】

「‥‥私に命令するのですか？」




【里奈】

「いえ、そんな‥‥」




【秀明】

「‥‥夜はまだこれからです。ゆっくり愉しむとしましょうか‥‥」




　私の肌の上でまるで生き物のように蠢く、常務の繊細な指先──。

　私は今や、副社長の前で淫らなあえぎ声と懇願の言葉を漏らすだけの、快楽人形に過ぎなかった──。

　翌朝──。

　目覚めると私は、寝室のベッドで寝ていた。




【里奈】

（ああそうか‥‥。あの後、２人でベッドまで来て‥‥）




　私の隣では、副社長がぐっすりと眠っている。




【里奈】

（昨晩の副社長、激しかったな‥‥。）




　副社長の寝顔を見ていたら、私はつい昨夜の情事を思い出して頬が熱くなった。




【里奈】

（‥‥そうだ。朝食の準備でもしてあげよう）




　私は物音を立てずにそっとベッドから出て、キッチンに向かった。

　キッチンの冷蔵庫を開けると卵があったので、私は簡単にスクランブルエッグを作り、トーストを焼いた。




【里奈】

「‥‥これでよし、と」




　──出来上がってテーブルにお皿を並べていると、副社長が眠そうな目をこすりながらやってきた。




【里奈】

「ああ副社長、おはようございます」




【秀明】

「おはよう‥‥これは？」




　副社長はテーブルの上に並んだ皿を見て、きょとんとした。




【里奈】

「すみません、勝手にキッチン使わせてもらいました」




【秀明】

「私はいつも、朝は食べないのですが‥‥」




【里奈】

「それはダメですよ。朝食が一番大事なんですから」




【秀明】

「まるで、私の奥さんになったような言い方ですね」




　副社長はクスッと小さく笑い、椅子を引いた。




【秀明】

「せっかくですから、頂きます」




【里奈】

「はい、どうぞ」




　私は副社長の向かいに座り、朝食を食べた。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　副社長は黙々と、朝食を口に運んでいる。




【里奈】

（あれ‥‥もしかして、不味かったかな？）




　私はつい不安になり、トーストをかじりながら副社長の反応をうかがった。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　──しかし副社長は、その後もほとんど何も言わずに食べ終えて、目を細めながら食後のコーヒーを飲んでいた。

　朝食の後、私たちはあわただしく出勤の準備をした。




【秀明】

「のんびりしていたら、もうこんな時間ですか」




【里奈】

「はい、急がないと‥‥」




【秀明】

「会社まで車で送りましょうか？」




　副社長がそう言って、ネクタイをきっちりと締め直す。




【里奈】

「それは‥‥まずいですよ。課長に会っちゃうかもしれないですし‥‥」




【秀明】

「そんなに心配しなくても大丈夫ですよ？」




【里奈】

「いえ‥‥万が一のことがあって、副社長に迷惑かける訳にもいかないですから。私は先に出て、電車で行きますよ」




【秀明】

「‥‥そうですか。気を遣わせてしまって悪いですね」




【里奈】

「いいんです。それじゃお先に‥‥」




　──私が玄関のドアノブに手を掛けたところで、副社長がぽつりと言った。




【秀明】

「‥‥朝食、作ってくれてありがとう。とても美味しかったです」




【里奈】

「い、いえ‥‥どういたしまして」




　私はぼうっとした頭のままドアを開けて、外に出た。




【里奈】

（今‥‥褒められたよね？　あの副社長に‥‥）




　──自然と心が弾んで、顔がほころぶ。私は軽い足取りで、まぶしい朝陽に照らされた駅までの道を歩いた。

　その日の午後──。私は夏妃子課長と一緒に、副社長室へ業務報告に行くことになった。




【夏妃子】

「ダーリン、いる？」




　課長がノックもせずに、いきなり副社長室のドアを開ける。




【秀明】

「‥‥ノックくらいしたらどうです？」




　副社長が私たちを見て、深いため息をつく。そこで一瞬だけ、私と副社長の視線が絡み合った。




【里奈】

（朝までは、副社長の部屋に居たんだよね‥‥）




　私は急に照れ臭くなって、視線を外した。




【夏妃子】

「あら‥‥それは何？」




　課長が何かに気付いて、副社長のデスクへと近づいていく。

　よく見ると副社長の机の上に、おそろいのぬいぐるみが並べて置かれている。




【里奈】

「あっ‥‥！」




　私は思わず大きな声を上げそうになって、あわてて口を押えた。

　それは昨日、常務が水族館で買ったラッコのぬいぐるみだった。




【夏妃子】

「ダーリンがこんなものを買うなんて‥‥。一体、どういう風の吹き回し？」




　課長が眉をひそめながら、ラッコのぬいぐるみに手を伸ばす。




【秀明】

「‥‥勝手に触らないでください」




　副社長は語気を強めて、ぬいぐるみを自分の方へ引き寄せた。




【夏妃子】

「な‥‥何よ？　たかがぬいぐるみで、そんなに怒らなくてもいいじゃない？」




【秀明】

「‥‥それより、報告があるなら先にお願いします」




　副社長は冷静な口調に戻って、私をチラリと見た。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　ふたたび視線が交錯して、私はドキドキと胸を高鳴らせる。

　（おそろいのぬいぐるみは‥‥私と副社長だけの秘密‥‥）

　そんなことを考えていたら──。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　副社長はまるで私の心を見透かしたかのように、フッと微笑んだ。




　─ＥＮＤ─
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　しんと静まり返った、夜の秘書室──。

　私はひとりで残って、秀明副社長に任されたプレゼンの資料をまとめていた。




【里奈】

（早く終わらせて帰りたいのに‥‥困ったな）




　──私は先程からずっと、モニターを見ながら途方に暮れていた。




【里奈】

（このファイル、開けないんだけど‥‥どうなってるの？）




　焦っていると、こちらへ近づいてくる足音が聞こえてきた。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、終わりましたか？」




【里奈】

「あっ、副社長‥‥」




【秀明】

「今、どのくらい進んでいるのですか？」




　副社長が私の傍までやって来て、肩越しにパソコンのモニターを覗き込む。

　副社長の纏っているベチバ─の香水がふわりと漂い、鼻孔をくすぐる。




【里奈】

「あと少しなんですけど、この大事なファイルが開けなくて‥‥」




【秀明】

「‥‥こうすればいいんです」




【里奈】

「えっ‥‥？」




　──副社長がマウスを持っている私の手に、そっと自分の手を重ねる。

　副社長の肌のぬくもりを感じて、私はついドキッとしてしまう。




【秀明】

「まず、ここを開きます」




　副社長は手を重ねたまま、マウスを動かして何度かクリックした。




【秀明】

「‥‥できましたよ？」




【里奈】

「あっ‥‥。こんなに簡単に‥‥？」




【秀明】

「こんな簡単な操作も分からないのですか？」




【里奈】

「すみません‥‥」




　うつむく私の耳に、副社長が唇を寄せてささやく。




【秀明】

「いけませんね。これくらいの事が出来ないようでは‥‥。貴方にはお仕置きが必要です」




　副社長の吐息が耳に吹きかかり、私はびくんと身体を強張らせる。




【里奈】

「せ、副社長‥‥こんなところで‥‥！」




【秀明】

「大丈夫‥‥。ここには今、私と貴方しか居ませんから」




　副社長の氷のような瞳に射抜かれて、私は身動きが取れなくなるのだった──。
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　──残業を終えて帰ろうとしていた私は、副社長室にまだ明かりが灯っていることに気付いた。




【里奈】

（副社長も残業してたのか‥‥。あ、そうだ‥‥）




　私はふと思い立って、副社長に差し入れをすることにした。

　──差し入れの夜食を用意した私は、さっそく取締役室に向かった。




【里奈】

「失礼します‥‥」




　部屋に入ってきた私を見るなり、副社長は眉をひそめた。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、まだ帰っていなかったのですか？」




【里奈】

「ええ、私もさっきまで残業していたんです」




【秀明】

「‥‥そうですか。ご苦労様でした」




【里奈】

「副社長も遅くまで大変ですね‥‥」




【秀明】

「仕事を大変だと思ったことは、一度たりともありませんよ」




　副社長はつれない感じに言って、書類に目を戻した。




【里奈】

「あの‥‥お夜食作ってきたのでよろしければ‥‥」




【秀明】

「ああ‥‥では、そこに置いてください」




　私は近くのテーブルの上に、そっと器を置いた。




【里奈】

「‥‥では、私は失礼します」

（もうちょっと、喜んでくれると思ったんだけど‥‥）

（まあ、ああいう態度も副社長らしいかな‥‥）




　私がため息をついて、部屋を出ようとした時──。

　背後で副社長が、ぽつりとつぶやくように言った。




【秀明】

「‥‥気遣い、ありがとうございます」




【里奈】

「副社長‥‥」




　私は副社長が一瞬だけ見せた笑顔を胸に焼き付けて、取締役室を後にした──。
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　その夜──残業で遅くまで秘書室に残っていた私は、ふいに寒気を覚えて、パソコンのキーを打つ手を止めた。




【里奈】

（風邪でも引いたのかな‥‥？）




　私は全身にけだるさを感じて、椅子にもたれた。




【里奈】

（参ったな。この仕事、今日中に終わらせなきゃいけないのに‥‥）




　私が気合を入れ直してパソコンに向かったところで、副社長が秘書室に入ってきた。




【秀明】

「‥‥遅くまでご苦労様です」




【里奈】

「あ」

「あ、副社長‥‥」




【秀明】

「‥‥ん？」




　副社長は私の顔を見るなり、眉をひそめた。




【秀明】

「‥‥顔色が悪いようですね？」




【里奈】

「そうですか？　ちょっと疲れているのかもしれません」




　副社長は何も言わずにつかつかと歩み寄ってきて、私の顔を覗き込んだ。




【秀明】

「‥‥やはり、いつもと違いますね」




　副社長はそう言うと、私のおでこにそっと手を添えた。




【秀明】

「熱がありますね‥‥」




【里奈】

「えっ‥‥そ、そうですか‥‥？」




　副社長がさらに顔を近づけて、私の瞳を覗き込む。




【秀明】

「‥‥あまり感心できませんね。今日はもういいから、帰りなさい」




【里奈】

「は、はい‥‥。分かりました」




【秀明】

「‥‥良い返事です」




　副社長はフッと笑みを浮かべると、秘書室から出ていった。

　──私の脳裏にはしばらく、間近で見た副社長の優しげな瞳が焼き付いていて、離れなかった。
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　ある夜──。

　残業で遅くまで残っていた私は、何とか頼まれていた資料をまとめて、取締役室を訪れた。




【里奈】

「失礼します。副社長、例の資料の作成が終わりました」




【秀明】

「ああ、水之瀬さん。遅くまで申し訳なかったですね」




【里奈】

「いえ‥‥。あ、資料はこちらです」




　私は副社長のデスクまで歩み寄り、資料を差し出した。

　副社長は資料にざっと目を通して、満足そうに二度頷いた。




【秀明】

「短い時間に、よくまとめましたね」




【里奈】

「ありがとうございます‥‥」




　その時──。

　バチン！！！

　──ふいに大きな音がして、部屋の中が真っ暗になった。




【里奈】

「えっ‥‥な、何!?」




【秀明】

「‥‥停電ですか」




　暗闇の中で、副社長が冷静につぶやく。




【里奈】

「どうしましょう‥‥？」




　うろたえている私の肩を、副社長が強くつかんで抱き寄せる。




【里奈】

「せ、副社長‥‥？」




【秀明】

「‥‥すぐに復旧するでしょう」




　副社長が私の肩を抱いたまま、耳元でささやく。




【秀明】

「何も怖がることはないですよ‥‥」




　副社長のささやき声が、耳をくすぐる。

　私はドキドキと胸を高鳴らせながら、頷いた。

　ちらりと横を見ると、副社長の顔が間近にある。




【里奈】

「副社長‥‥‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　私たちは暗闇の中でしばらく、無言で見つめ合っていた。

　──そして数分後、パッと部屋の中が明るくなった。




【里奈】

「あっ、点いた‥‥！　復旧したみたいですね！」




　私が笑顔でそう言った瞬間──。

　副社長はさらに顔を近づけてきて、私の唇を奪った。




【秀明】

「チュッ」




【里奈】

「んっ‥‥！」




　──私は不意打ちのキスに驚いてしまい、しばらく目を開けたまま副社長のキスを受け入れていた。




【秀明】

「‥‥期待していたんでしょう？」




　副社長がゆっくり唇を離して、クスッと笑う。




【里奈】

「そ、そんなこと‥‥」




　私はつい口ごもり、うつむいてしまう。

　赤面している私を、副社長はからかうような瞳で見つめていた──。




　─ＥＮＤ─








絶頂ムーンライトキス









　厳しい残暑が続いていた、９月のある日──。

　私は夏バテ気味の体を引きずりながら、仕事をしていた。




【里奈】

（あ～、身体がダルい‥‥。今日は早く帰りたいな‥‥）




　窓の外を見ながら、私は重いため息をつく。




【夏妃子】

「ちょっと、水之瀬さん？」




　ふいに夏妃子課長の声が飛んできて、私はびくっと身体を強張らせる。




【里奈】

「はっ‥‥はい！」




【夏妃子】

「さっき頼んでおいた資料、もう出来た？」




【里奈】

「あっ、もう少しで終わります」




【夏妃子】

「もしかして、まだ出来てないの？　この後すぐに会議があるから、急いでって言ったでしょ？」




【里奈】

「すみません‥‥」




【夏妃子】

「まったく‥‥。アナタ、最近たるんでるわよ？　やる気ないなら帰って」




【里奈】

「はい‥‥」

（そんなにキツい言い方しなくたっていいのに‥‥）




　私はさらに深いため息をついて、パソコンのキーを叩き始めた。

　すると秘書室のドアが開いて、秀明副社長が入ってきた。




【秀明】

「‥‥失礼。ちょっといいですか？」




【夏妃子】

「あら、ダーリン。どうしたの？」




【秀明】

「これから、取引先との会合があるんです」

「そこで補佐役として、誰か連れて行きたいのですが‥‥」




【夏妃子】

「補佐役？　私の手が空いていれば一緒に行きたいんだけど‥‥」




【秀明】

「‥‥何か用事でも？」




【夏妃子】

「私はこの後、臨時会議があるのよ。どうしても出席しなきゃいけなくて」




【秀明】

「仕方が無いですね。では他の人に頼みますか」




【夏妃子】

「他の子‥‥誰かいるかしら？」




　夏妃子課長が腕組みして、秘書室を見回す。

　秘書室にいる社員は皆、それぞれ抱えている仕事で手一杯のようだった。




【夏妃子】

「忙しい時期だから、みんないくつも仕事を抱えているのよね」




【秀明】

「そのようですね‥‥」




　副社長はそこまで言って、私の方をチラッと見た。




【秀明】

「‥‥水之瀬さんは？」




【里奈】

「私は課長に頼まれた仕事が、まだ終わってなくて‥‥」




【秀明】

「すぐに終わりそうですか？」




【里奈】

「えーと‥‥はい、あと少しです」




　口ごもりながら答えると、課長が長い髪をかき上げながら言った。




【夏妃子】

「仕方ないわね。私が頼んだ仕事は、百合ちゃんに回して。アナタは秀明さんの補佐に回りなさい」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【夏妃子】

「アナタ以外にヒマそうな子なんて、いないでしょ？」




【里奈】

（私だって、全然ヒマじゃないんだけど‥‥？　でも第一秘書になるために、副社長に取り入るチャンスではあるよね）




　私は不満に思いつつも、黙って頷いた。




【秀明】

「では、私は車で待っています」




【里奈】

「かしこまりました」




　──私は急いで一宮さんに仕事を引き継いで、出かける準備をした。

　その後、私は副社長の運転する車で取引先へと向かった。




【秀明】

「‥‥急に連れ出してすみません」




【里奈】

「いえ、私は大丈夫ですよ」




【秀明】

「‥‥本当に大丈夫ですか？」




　副社長がハンドルを切りながら、横目で私をチラリと見る。




【秀明】

「少し疲れているように見えますが？」




【里奈】

「そ、そうですか？」




【秀明】

「顔色もあまり良くないですね？」




【里奈】

（副社長、よく見てるな‥‥。確かに夏バテ気味なんだけど‥‥）

「とても元気ですよ」




　私は笑顔を作り、副社長に向けた。




【秀明】

「それなら良いのですが‥‥」




　副社長は前を見つめたまま、ぼそっとつぶやくように言った。




【秀明】

「‥‥身体を壊さないように、自愛しなさい」




【里奈】

「はい‥‥」

（副社長が私の健康を気遣ってくれるなんて、珍しいな‥‥）




　私はなんだか照れ臭くなって、あわてて目を伏せた。




【秀明】

「ああ、勘違いしないでください」




【里奈】

「え‥‥？」




【秀明】

「今回連れ出したせいで貴方の体調が悪くなったら、私の責任になります。あとで夏妃子に文句を言われたら、面倒ですからね」




【里奈】

（なんだ‥‥。そういう意味だったのか。でもまあ、それも当然か‥‥）




　ため息をつく私の隣で、副社長は表情をほとんど変えずに運転している。




【里奈】

「あの‥‥副社長、これからどちらで会合を？」




【秀明】

「××商事です。もうすぐ着きますよ」




【里奈】

「かなりの大手ですね？」




【秀明】

「まあ昔から付き合いがある会社なので、それほど時間も手間もかからないと思います」




【里奈】

「そうですか‥‥。分かりました」




　私は副社長の説明に相槌を打ちながら、窓の外をぼうっと見つめた。




【里奈】

（やっぱり体が重いけど、すぐに終わるなら我慢しよう‥‥）




　私は自分を奮い立たせるように、小さく頷いた。

　それから１０分後、私たちは時間通りに取引先の商社に到着した。

　副社長と私は応接室に通されて、しばらく待機することになった。

　──やがて静かにドアが開いて、恰幅が良い老齢の社長が入ってきた。




【社長】

「いやあ、秀明副社長。待たせてすみません」




【秀明】

「お忙しいところをすみません。宜しくお願いします」




　──簡単に挨拶を済ませたところで、さっそく会談が始まった。

　私は補佐役として、副社長に資料を渡すなど雑用をすることになった。




【社長】

「‥‥なるほど。概ね、この内容で問題ないですが‥‥」




【秀明】

「何か、契約書に不備がありましたか？」




【社長】

「いや、一点だけ‥‥。マージンの額がね」




【秀明】

「これがギリギリのラインです。これ以上は無理ですね」




　副社長がまったく表情を変えずに、淡々と答える。




【社長】

「そこをどうにか‥‥。再考できないですか？」




【秀明】

「いえ、譲れません。考えうる最良のご提案をしたつもりです」




【社長】

「そうですか、譲れないですか‥‥」




【秀明】

「私は無駄が嫌いです。悪い話ではありません、早々のご決断を」




【社長】

「うーむ‥‥。さすが秀明さん、一筋縄では行きませんなあ」




　社長が苦笑しながら、ソファに深くもたれる。




【里奈】

（副社長って、やっぱりすごいな‥‥はるかに年上の社長が相手でも、まったく臆するところを見せないなんて‥‥）




　私は迅速に商談をまとめていく副社長の横顔を、頼もしい思いで見つめていた。

　──その後、商談も速やかに終わり、私たちは退室することになった。




【秀明】

「では、私たちはこれで‥‥」




【社長】

「あっ、お２人共。待ってください」




　歩き出した副社長と私を、社長が呼び止める。




【秀明】

「はい‥‥何でしょう？」




【社長】

「実はですねえ、我が社が新たに始めた事業の一環で、この近くにプラネタリウムを建てたのですよ」




【里奈】

「プラネタリウム‥‥？」




　私は隣にいる副社長と、無言で顔を見合わせた。




【社長】

「せっかくだから、観ていきませんか？　私が案内しますよ？」




【秀明】

「プラネタリウムですか‥‥」




　副社長は表情を変えずに、ぼそっとつぶやいた。




【里奈】

（副社長はあまり関心が無いって顔だな‥‥）




　私が言葉に窮していると、ふいに副社長が私の方を見た。




【秀明】

「水之瀬さんは、どうしますか？」




【里奈】

「私ですか‥‥？　観てみたいです。学生時代に行ったきりで、しばらく足を運んでないですから」




【秀明】

「そうですか。では、お言葉に甘えましょうか」




【里奈】

「はい！ 」




　しばらく副社長と小声で話していたら、社長が訝しげな顔で言った。




【社長】

「‥‥話はまとまりましたかな？」




【秀明】

「‥‥はい。ご好意に甘えて、見学させて頂きます」




【社長】

「おお、そうですか。決してお時間を無駄にはさせませんよ？」




　社長は上機嫌に笑いながら、ソファから立ち上がった。




【社長】

「ではさっそく案内しましょう」




　私たちは社長の後について、プラネタリウムに向かった。

　案内されたプラネタリウムは、私の想像以上に規模が大きかった。

　天井に設置されたスクリーンも、思わず息を飲むほどの大きさだった。




【里奈】

「これは迫力がありますね‥‥」




【秀明】

「なるほど、かなりの投資をしたようですね」




　副社長が、高い天井を見上げながらつぶやく。




【秀明】

「立っていても仕方が無いので、とりあえず座りましょうか？」




【里奈】

「あの‥‥副社長はこういうの、あまりお好きじゃないんですか？」




【秀明】

「いえ。別に嫌いという訳ではないですが‥‥」

「こういうものはきっと、春樹社長の方が喜ぶでしょうね」




【里奈】

「はあ、そうですか‥‥」

（やっぱり興味が無いのか‥‥）




　私は少し残念に思いながら、副社長の隣の席に座った。

　──やがて取引先の社長もやってきて、副社長の隣にどっかりと腰を下ろした。




【社長】

「いかがですかな、ウチのプラネタリウムは？」




【秀明】

「素晴らしい施設ですね。感心しました」




【社長】

「ありがとうございます。あっ、そろそろ上映が始まりますよ。もうすぐ秋ですから、今は月見特集をやっているんです」




【秀明】

「なるほど、月見ですか‥‥」




　やがて客席の明かりが落ちて、館内は薄闇に包まれた。

　天井のスクリーンに、真っ白な月と無数の星が映し出される。




【里奈】

（わあ、きれい‥‥）




　──私はまるで宇宙に包まれているような不思議な感覚に陥りながら、うっとりとスクリーンを見つめた。




【里奈】

（あまり興味が無さそうだった副社長は、どう思っているのかな？）




　ふと気になって横を見ると、副社長は真剣な顔でじっと、スクリーンを見つめていた。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

（この表情を見ただけじゃ、楽しんでいるのかどうか分からないな‥‥）




　私はあきらめて、 ふたたびシートに深く身を沈めた。

　──上映会が終わってプラネタリウムを出る頃には、すでに夜になっていた。私と副社長は再び車に同乗して、帰ることになった。




【里奈】

「幻想的な月が、すごくきれいでしたね‥‥」




【秀明】

「‥‥そうですね」




　副社長は冷静な表情を崩さず、淡泊に答えた。




【里奈】

「あの空間って、不思議と落ち着くんですよね。なんだか癒されました」




【秀明】

「‥‥それは結構でしたね。すぐに帰らずに、あそこに留まって良かったです」




【里奈】

「えっ‥‥？」

（もしかして‥‥副社長、私に気を利かせて残ってくれたのかな？　すぐに帰ろうと思えば、帰れたのに‥‥）




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




　副社長は何も言わず、まっすぐ前を見ながら運転している。




【里奈】

（でもまさか‥‥副社長に限ってそんな気遣いをするなんて、ありえないよね‥‥）




　私はそう思い直して、窓の外を流れていくネオンをぼうっと見つめた。

　近くの高層マンションの上に、本物の月がぼんやりと浮かんでいるのが見える。




【里奈】

「そう言えば、もうすぐ十五夜ですよね？　本物も見たいなあ‥‥」




　私が窓の外を見ながらぽつりとつぶやくと、副社長は「ああ」と声を漏らした。




【秀明】

「‥‥私も同じことを考えていました」




【里奈】

「えっ‥‥？」




【秀明】

「今日は無理を言って貴方に補佐役をお願いしましたから、お礼として週末にでも連れていってあげましょうか？」




【里奈】

「ぜひお願いします！」




【秀明】

「‥‥いいでしょう。 分かりました。では週末に改めて」




【里奈】

「はい、私も楽しみにしています！」

（ここで断ったら、ジョージにも怒られそうだし‥‥せっかく取り入るチャンスなのに何やってんだよ‥‥なんてね）




　そんなことを考えていたら、副社長が不思議そうに首を傾げた。




【秀明】

「‥‥どうしたんですか？」




【里奈】

「いえ、何でもないです。すみません」




【秀明】

「‥‥もうすぐ会社に着きますよ。一日お疲れ様でした」




　副社長は事務的な口調で言って、 ハンドルを切った。

　その３日後──。

　朝から副社長室で資料の整理をしていると、夏妃子課長がやってきた。




【夏妃子】

「ダーリン、いる？」




【秀明】

「‥‥いますよ」




　副社長が、デスクで書類に目を通しながら素っ気なく答える。

　課長がハイヒールをカツカツと響かせながら、デスクの前まで歩く。




【夏妃子】

「ねえダーリン、ちょっと聞いてよ！」




【秀明】

「朝から機嫌が悪いようですね。どうしたんですか？」




【夏妃子】

「さっきアキが秘書室に来て、またセクハラしたのよ！　「十五夜が近いから、月見泥棒だ！」とか言って女子社員の胸を触って‥‥」




【秀明】

「‥‥秋善さんも相変わらずですね」




　副社長がつぶやくように言って、メガネの位置を中指で直す。




【秀明】

「‥‥しかし、そんな苦情を私の元に持ち込まれても困ります」




【夏妃子】

「たまには、ダーリンからも注意して頂戴！」




【里奈】

（ほんと、秋善常務も懲りないよね‥‥）




　私は資料を整理しながら、副社長と課長の会話を聞いていた。




【夏妃子】

「あ、そうだわ。十五夜と言えば‥‥。ダーリン、この前プラネタリウムに行ったそうね？」




【里奈】

（えっ‥‥？　何？）




　私はドキッとして、思わず手を止めた。




【秀明】

「ええ、行きましたよ。取引先の社長がぜひと言うので‥‥」




【夏妃子】

「ずるいわねえ‥‥。私も連れてってくれれば良かったのに」




【秀明】

「仕方がないでしょう。夏妃子は臨時会議があったんですから」




【夏妃子】

「じゃあ、週末に連れてってよ？　それならいいでしょ？」




【里奈】

（えっ、週末は私と一緒に‥‥）




　私はそこで一瞬、デスクにいる副社長と目を合わせた。副社長は冷静な表情を崩さずに、すぐに私から目を逸らす。




【秀明】

「‥‥週末は仕事が入っています」




【夏妃子】

「え、そうなの？　アタシは聞いてないわよ？」




【秀明】

「貴方も、友人と出かける予定じゃなかったんですか？」




【夏妃子】

「ああ、あれは友達の都合がつかなくてキャンセル。だから、予定がぽっかりと空いちゃったのよね‥‥」




　夏妃子課長がそこでくるっと振り返り、私を睨んだ。




【夏妃子】

「ねえ水之瀬、ダーリンの週末の予定はどうなってるの？」




【里奈】

「ああ‥‥さっき急に、取引先との打ち合わせが入ったんです」




【夏妃子】

「‥‥本当に？　だったら真っ先に私に報せなさいよ？」




【里奈】

「すみません、この後すぐに報告に行くつもりでした‥‥」




【夏妃子】

「まったく、しょうがないわね‥‥」




　課長は不満そうに口を尖らせると、大きなお尻を振りながら出ていった。




【里奈】

（良かった‥‥。なんとかごまかせたみたい‥‥）




　ほっと胸を撫で下ろしていたら、ふいに目の前に人影が立った。




【秀明】

「‥‥とっさにウソをつくとは恐れ入りました」




【里奈】

「いえ、あの‥‥夢中で‥‥」




【秀明】

「業務内容を偽るとは、言語道断ですよ？」




　副社長が私を見下ろして、ニヤリと冷たい笑みを浮かべる。




【里奈】

「で、でもそれは、副社長が先に言い出したことで‥‥！」




【秀明】

「口ごたえするつもりですか？」




【里奈】

「い、いえ‥‥そういうわけでは‥‥」




　そう口では答えながらも、私の身体は期待に熱を持ち始める。




【秀明】

「これはお仕置きが必要ですね」




　副社長は片手でネクタイを緩めながら、私をまっすぐに見つめた。




【里奈】

（どうして‥‥見られているだけなのに‥‥）




　氷のような鋭い瞳に見つめられて、私は身動きが取れないどころか──一度熱を持った身体が加速度的に火照りだす。




【里奈】

「副社長‥‥。ず、ずるいです‥‥」




【秀明】

「‥‥ずるい？　この私が？　おかしなことを言いますね？」




　副社長は私のあご先にそっと手を添えて、そのまま唇を奪った。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥んんっ‥‥！」




　副社長の濡れた唇が、私の唇の上を妖しげに這い回る。




【里奈】

「んっ‥‥ふぅっ‥‥！」




　私はかすれた吐息を漏らしながら、副社長のシャツの袖を掴んだ。




【秀明】

「‥‥‥‥まだまだ、これだけでは足りませんね」




　副社長はゆっくりと唇を離すと、私の唇を指先でスッとなぞった。




【里奈】

「はっ‥‥あ‥‥」




　その感触だけで、身体がビクリと反応してしまう。




【秀明】

「お仕置きの続きは、また週末に‥‥」




【里奈】

「は‥‥はい‥‥」




　私は副社長が纏うベチバーの誘うような香りに包まれながら、あやつり人形のようにコクコクと頷くだけだった──。

　その日の、帰宅後──。

　私はジョージに、週末の事について相談した。




【ジョージ】

「‥‥月見？」




【里奈】

「うん。副社長に誘われてるんだけど‥‥」




【ジョージ】

「へえ～。秀明に気に入られたいなら、願ってもないチャンスじゃん？」




【里奈】

「でも‥‥お月見って、具体的に何をするのかな？」




【ジョージ】

「そんなの知るかよ。月を見ながら、一緒に団子食うんじゃねーの？」




【里奈】

「‥‥それだけ？」




【ジョージ】

「だから、オレも詳しく知らねーって。‥‥あっ、そうだ。当日はお供にウサギでも連れてけば？」




　ジョージはへらへらと笑って、読んでいたファッション雑誌のページをめくった。




【里奈】

「ねえ、ジョージ。私はマジメに相談してるんだけど？　何を着て行ったらいいのか、よく分からないし‥‥」




【ジョージ】

「‥‥分かったよ、オレに任せろ」




【里奈】

「どうせまた、ふざけるんでしょ？」




【ジョージ】

「マジメに答えてんの。オレがお前に似合う着物を用意しといてやるから」




【里奈】

「‥‥本当に？」




【ジョージ】

「ああ、任せとけ。秀明を一発で虜にするような、色っぽいのを用意してやるからさ」




　ジョージはベッドにごろんと寝転がり、集中して雑誌を読み始めた。




【里奈】

（ジョージに任せておいて、大丈夫かな‥‥）




　私は少し不安を感じながらも、ひとまずジョージに任せることにした。

　そして迎えた、週末──。

　秀明副社長の運転する車は、都心を離れて、郊外のまっすぐな道をひた走っていた。




【秀明】

「今日は晴れて良かったですね。月見をするには最適な天気です」




【里奈】

「‥‥あの、副社長。これからどちらへ？」




【秀明】

「‥‥それは言えません」




　副社長はつれない返事をして、ハンドルを切った。




【里奈】

（前に『お仕置き』って言ってたし‥‥ちょっと怖いな）




　私はドキドキしながら、窓の外を流れていく景色を見ていた。

　さらに山道を走ること、20分──。副社長は山間にある老舗旅館の前で、車を停めた。




【秀明】

「‥‥着きましたよ」




【里奈】

「ここは‥‥旅館？」




【秀明】

「見ての通りですよ。早く降りてください」




【里奈】

「は、はい‥‥」




　──私は副社長に言われるがまま車を降りて、旅館の玄関へと向かった。




【里奈】

「あの‥‥今夜は、月見をするんですよね？」




【秀明】

「もちろんそうです。ここで見る月は絶景ですよ」




【里奈】

「そうなんですか‥‥。それは楽しみですね」




　副社長は黙って頷いて、年季の入った玄関の扉を開けた。

　──部屋に通されてすぐに、私はジョージが今日のために用意してくれた着物に袖を通した。




【里奈】

（副社長は、どう思うかな‥‥？）




　着替えを終えた私は少し照れながら、副社長の前に立った。

　副社長もまた隣の寝室で、すでに浴衣に着替えていた。




【秀明】

「その着物は‥‥用意してきたのですか？」




【里奈】

「はい‥‥。お月見だから、一応それっぽく‥‥」




【秀明】

「なかなか良いですね。艶やかで‥‥風情があります」




【里奈】

「ほんとですか？　ありがとうございます！」




【秀明】

「この後すぐ夕食になりますから、それまでくつろぎましょう」




　──しばらく２人でお茶を飲みながら話していると、夕食が運ばれてきた。

　仲居さんが手際よく、テーブルの上に懐石料理を並べていく。




【里奈】

「わっ、すごい豪華‥‥」




【秀明】

「月見用の特別コースを予約しておきました」




【里奈】

「豪華すぎて、何だか食べるのがもったいないですね」




【秀明】

「‥‥遠慮しないで沢山食べてください」




【里奈】

「あ、月見団子もあるんですね。美味しそう‥‥」




【秀明】

「なるほど。月見用に色々と趣向が凝らしてあるんですね」




　私たちはテーブルを挟んで向かい合い、懐石料理に舌鼓を打った。




【里奈】

（美味しい‥‥。でもやっぱり、夏妃子課長に悪い気もするなあ‥‥嘘をついた上に、私だけこんなに豪勢な料理をごちそうになって‥‥）




　ふとそんなことを考えてしまい、私は思わず箸を止めた。




【秀明】

「‥‥どうしました？　苦手な物でもありましたか？」




【里奈】

「いえ、そうじゃないんです。なんて言うか、その‥‥やっぱり課長のことが気になって」




　私が目を伏せると、副社長は納得したように頷いた。




【秀明】

「‥‥夏妃子の事は気にしないでください。 夏妃子も今頃は煌びやかなドレスに身を包んで、」

「友人たちとパーティーを楽しんでしますから」




【里奈】

「‥‥パーティー？」




【秀明】

「はい。家でじっとしていられない女ですからね」




　副社長はそう言うと、 御猪口に注がれた日本酒を一息に飲んだ。




【里奈】

「でもやっぱり、私だけこんなに素敵な場所を用意してもらって‥‥申し訳ないです」




【秀明】

「‥‥元々、私はここで１人で月見をするつもりでした。貴方はそこに、着いて来ただけです」




【里奈】

「は、はあ‥‥」

（じゃあ、別に誰でも良かったってこと‥‥？）




　副社長はそれ以上何も言わずに、しばらくお酒を飲んでいた。




【里奈】

「あの、副社長‥‥」




【秀明】

「‥‥何か？ 　せっかくの料理が冷めてしまいますよ」




【里奈】

「はい‥‥。分かりました」




　私はこくりと頷いて、箸を持ち直した。

　食事が終わる頃にはすっかり日も暮れて、窓の外は濃い闇に包まれていた。




【秀明】

「‥‥そろそろですね」




　副社長がそうつぶやいて立ち上がり、窓際まで歩いて行く。




【秀明】

「この部屋から見る月は、美しいと評判なんですよ」




【里奈】

「そうなんですか‥‥」




　副社長が、ゆっくり障子を開ける。




【里奈】

「わあ‥‥。きれい‥‥」




　目の前に広がる庭にはススキが生い茂り、夜風に揺れていた。

　見上げれば、夜空に濃紺の闇を白く染める満月が浮かんでいる。




【秀明】

「‥‥貴方もここへ来なさい。月が良く見えますよ」




　私は副社長の隣に立って、あらためて月を見上げた。




【秀明】

「異国で見る月と、こちらで見る月‥‥。月の美しさは、どこに居ても変わらないと言う事でしょうか」




　副社長が月を見ながら意味ありげに、ぽつりとつぶやく。




【里奈】

「副社長‥‥？」




【秀明】

「いえ‥‥何でもありません。忘れてください」




　副社長は小さく咳払いをして、私から顔を背けた。 しかし私は副社長の顏に一瞬だけ浮かんだ寂しそうな色を、見逃さなかった。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

（副社長は月を見ながら、何を想っているのかな？）




　──副社長はしばらく無言のまま、じっと月を見つめていた。私は沈黙に耐えかねて、副社長の背中に声を掛ける。




【里奈】

「‥‥なんだか、見てると吸い込まれそうなくらい美しい月ですね」




【秀明】

「あながち、間違っていません」




【里奈】

「えっ‥‥？」




【秀明】

「月は古来より、魔力を持っていると言われてきました。いや、狂気を秘めている‥‥とね」




【里奈】

「‥‥副社長？」




　副社長はゆっくりと私に向き直り、私の肩に手を置いた。




【里奈】

「あっ‥‥‥‥」




【秀明】

「水之瀬さん‥‥」




　副社長はささやくように私の名前を呼んだかと思うと、そのまま私の身体を畳の上に押し倒した。
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【里奈】

「きゃっ‥‥！」




　仰向けに倒れ込んだ私に、副社長が覆いかぶさってくる。




【秀明】

「やはり‥‥月の魔力は恐ろしいですね。人の野性を‥‥獣の本能を刺激するようです」




　副社長がギラついた視線で私の全身をなぶり、着物の襟に手を掛ける。




【里奈】

「だ、ダメっ‥‥！」




　私は畳の上で身を捩りながら、月明かりに照らされた副社長の妖艶な顔を見つめた。




【秀明】

「月の女神セレーネは、３つの顔を持つと言われています」




【里奈】

「えっ‥‥？」




【秀明】

「貴方にもまだ私に見せたことの無い、隠された素顔があるはず‥‥」

「純真なだけではない、貴方の淫らな本性を‥‥私に見せてください」




【里奈】

「いやあっ‥‥‥‥！！」




　副社長の指が、乱れた着物の隙間から忍び込んでくる。

　熱く火照った肌の上を、副社長の繊細な指先が滑り落ちていく──。




【秀明】

「まだ、隠すつもりですか？」




　副社長が耳元で囁いて、私の浴衣をそっとはだける。




【里奈】

「‥‥ああっ‥‥！」




　露わになった乳房を隠そうとした私の手を、副社長が素早く払いのける。




【秀明】

「そう言えば‥‥お仕置きの続きがまだでしたね？　言う事を聞かない悪い子には、キツイお仕置きが必要です‥‥」




　副社長はニヤリと冷たい微笑を浮かべて、私の着物を勢いよくはぎ取った。




【里奈】

「やあッ‥‥！　ふ、副社長ッ‥‥！」




【秀明】

「空に浮かぶ月にも負けないほど白い肌──。月と共に愛でることにしましょうか」




【里奈】

「はぁッ、あんっ‥‥！　ダメです、副社長‥‥んっ‥‥！」




　私のかすれた喘ぎ声は、すぐに副社長の唇と濡れた舌によって塞がれた。




【里奈】

「んっ‥‥んふうっ‥‥！」




【秀明】

「そうです。もっと、貴方の淫らな姿を見せてください‥‥」




　副社長は唇を、私の首筋にゆっくりと這わせていった──。

　──もうろうとした意識の中で、私は快楽の魔物と化した副社長の肩越しに、満月を見た。

　その光は折り重なる私と副社長の身体を、ぼんやりと白く包み込んでいた──。




　─ＥＮＤ─








冷静と情熱の口づけ
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　ある日の昼下がり──。

　取締役室のソファに座り、私は書類の整理をしていた。

　秀明副社長は出かけていて、取締役室には私１人しかいない。




【里奈】

（よし、これで終わり‥‥と）




　まとめた書類を抱えて、立ち上がろうとした時──。




【里奈】

「っ!?」




　──私は膝をテーブルの端にぶつけてしまった。

　同時にテーブルが揺れ、上に置かれていた陶器の花瓶がぐらぐらと揺れる。




【里奈】

「あ‥‥！」




　慌てて手を伸ばすが、花瓶は無情にも床に落ち、ガシャンと音を立てて割れる。




【里奈】

「‥‥どうしよう‥‥!!」




　私は血の気が引いて行くのを感じながら、急いで花瓶の破片を拾い集めた。




【里奈】

（困ったな‥‥）

（‥‥これって確か、副社長がすごく大切にしていた花瓶）

（中国の一品とか言ってたから、私の給料でどうにかなるものじゃない）




　花瓶の破片を拾い集めていると、ゆっくりとドアが開き──。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　副社長はドアノブを握ったまま、床に散らばった陶器の破片を見る。




【里奈】

「も、申し訳ございません！」




【秀明】

「それは‥‥貴女が割ったのですか？」




【里奈】

「そうです‥‥。本当に申し訳ありません！」




　私が深く頭を下げると、副社長がゆっくり近づいてくる。




【秀明】

「‥‥困りましたね」

「この花瓶は、乾隆帝が寵愛した職人の手による清代の逸品ですよ？」




【里奈】

「はい、存じております‥‥」




【秀明】

「‥‥これはお仕置きが必要ですね」




　副社長が冷たい瞳で私を見下して、両手で私を起こして立たせる。




【秀明】

「‥‥愛の鞭であると考えてください」




　副社長は無言で、ゆっくりと平手打ちを私に振り上げる。




【里奈】

（お仕置きって、まさか平手打ち‥‥？）




【秀明】

「‥‥目を閉じなさい」




【里奈】

「え？　目を‥‥ですか？」




　副社長は平手打ちを振り上げたまま、私を冷たく見下ろしている。




【秀明】

「目を閉じるように命令したのです」




【里奈】

「は、はい‥‥わかりました」




　私は副社長の言葉に従い、ゆっくりと目を閉じた。




【秀明】

「‥‥よろしい」




　頬に微かに風圧を感じた、次の瞬間──。




【里奈】

（えっ‥‥!?）




　私が思わず目を開く──と。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　──私の唇に、冷たく柔らかな副社長の唇が重なっていた。




【秀明】

「‥‥目を閉じるよう言ったはずですが？」




　副社長はゆつくりと唇を離すと、不機嫌そうにつぶやく。




【里奈】

「副社長‥‥お仕置きって今のがですか？」




【秀明】

「‥‥暴力なんて振るいませんよ。それより、ケガはありませんか？」




【里奈】

「はい、大丈夫です‥‥」




【秀明】

「そうですか。それでは早く片付けをしましょう」

「お仕置きのお仕置きがありますからね」




【里奈】

「お仕置きのお仕置き？　私が何をしたのでしょうか？」




【秀明】

「恍けないでください。目を閉じるよう言ったのに、途中で開いた件ですよ」




【里奈】

「しかし、あれは突然、副社長がキ‥‥」




【秀明】

「突然、私が何ですか？」




【里奈】

「‥‥いえ、何でもありません」




　キスの一言を発することができず、私は思わず言いよどむ。




【秀明】

「事情が何であれ、命令に背いたのは事実です。貴女の言い訳は、そうですね‥‥ディナーの場で聞かせてもらいましょう」




【里奈】

「ディナー？」




【秀明】

「お仕置きです。予定を空けなさい」




【里奈】

「は、はい。かしこまりました」




【秀明】

「壊れた陶器の片付けが終了したら、ホテルでルームサービスのディナーを楽しみましょう」




　そう言うと副社長はくるりと背を向けて取締役室を後にした。




【里奈】

（ホテルのルームサービスでディナー‥‥それってもしかして‥‥）




　──陶器の破片を拾いながら、私は胸の高鳴りを覚えずにはいられなかった。
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　日曜日──。

　私は一人、ショッピングをしにデパートを訪れていた。

　休日と言う事もあって、デパートはどのフロアも人で溢れている。




【里奈】

（ストレス解消に洋服でも買いたいけど、どれにしよう‥‥）




　しばらく、のんびりウィンドウショッピングをしていると、前方によく見知っている男女２人を見つけた。




【里奈】

（あれは‥‥副社長？　それに夏妃子課長も‥‥）




【夏妃子】

「次は‥‥そうね、スカートでも見に行こうかしら？」




【秀明】

「‥‥ご自由に」




【里奈】

（仲が悪いかと思っていたけど、やっぱり普通に夫婦なんだな）




　課長が副社長の腕を組んでいるのが、少しだけ胸にズキンと来る。




【夏妃子】

「明日の会議で秘書たちを圧倒するには、超ミニがいいかしら。ミニとロング、どっちがいいかしらね？」




【秀明】

「‥‥貴女の好きなようにしなさい」




【里奈】

（不倫相手の奥さんが自分の上司なんて、最悪だな）

（ぜったいに会いたくないけど、このままだと逃げ場が‥‥）




　２人は話しをながら、立ち尽くす私の方へと近づいてくる。




【里奈】

（見つかっちゃう‥‥！）




　私はとっさに背を向けて、ショップの適当なスカートをつかむ。




【里奈】

（もう通り過ぎたかな‥‥？）




　様子を窺うべく、恐る恐る振り返って２人を追う──と。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　副社長は立ち止まって微笑んで振り返っていた。




【里奈】

（もしかして、すでにバレてた!?）




　永遠に感じられるような一瞬、私と副社長の視線が絡み合う。




【夏妃子】

「どうしたの？　早く行きましょうよ！」




　私は慌てて、ハンガーの後ろに身を隠した。




【里奈】

（どうして私がこんなコソコソしなくちゃ行けないのよ）




　──少し間を置いてから、私はもう一度顔を出してみる。

　しかしその時もうすでに、副社長と課長はいなくなっていた。




【里奈】

（本来だったら、この状況下で一番疲れるべきは副社長じゃないの？）




　小さく溜め息を漏らしながら、通路に出たその時──。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん」




【里奈】

「っ‥‥！」




　振り返るとそこには、冷静な顔の副社長が立っていた。




【秀明】

「‥‥どうして隠れたのです？」




【里奈】

「それは‥‥あの‥‥」

（やっぱりバレてたんだ‥‥）




　副社長は私の腕をつかんで、ハンガーの後ろに引き戻した。




【秀明】

「‥‥私と夏妃子の関係が気になるんですか？」




【里奈】

「‥‥別にそんなことありません。一人になりたかっただけです」




【秀明】

「なるほど、一人になりたかったのですか。あそこまでコソコソしてまで一人になりたかったと？」




【里奈】

「‥‥はい」

（誰のせいでコソコソしなくちゃいけないと思ってるのよ！）




【秀明】

「‥‥一人になんてなれませんよ」




　副社長は背後の壁に手を付けて、私の瞳をじっと覗き込む。

　そして次の瞬間──




【里奈】

「!?」




　──副社長が私の唇を強引に奪った。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「っ‥‥‥‥！」




　副社長の唇が銀糸を引いて離れると、私は思わず甘い吐息を漏らした。




【秀明】

「契約が継続している限り、貴女は一人になることはできません。たとえ離れている時でも、常に私を感じるように」

「‥‥それが愛人です」




　副社長はそう耳元で小さく囁くと、人混みに紛れて消えた。




【里奈】

（‥‥行っちゃった）




　人差し指で唇に触れると、微かに副社長の唇の温度が感じられる。




【里奈】

（副社長と離れている時でも一人じゃない、か）




　──副社長のキスを感じながら、私は大きく一歩を踏み出した。
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　──とある、蒸し暑い夜。

　私は副社長の車に同乗し、お台場まで来ていた。




【秀明】

「‥‥この分だと、少し早く着きそうですね」




　書類に目を通しながら、今まで無言だった副社長が口を開く。




【里奈】

「そうですね、どこかで一休みしてはどうでしょうか？」




【秀明】

「時は金なり。時間の浪費は反対です」




【里奈】

「朝から会議漬けですから、少しお休みしたほうがよろしいかと」




【秀明】

「時間の浪費は好きではありませんが──今回は付き合いましょう」




　車から降りると、ライトアップされた大きな吊り橋があった。




【里奈】

（綺麗‥‥）




　私はその美しさに心を奪われ、しばらく見惚れていた。




【秀明】

「‥‥美しい」




　──私の隣で、副社長がポツリとつぶやく。




【秀明】

「毎日仕事に追われているせいか、この時間が貴重に感じられます。たまには、時間の浪費も悪くありませんね」




【里奈】

「副社長もイルミネーションで彩られた橋に感動するんですね」




　悪戯っぽく言った私に、副社長は優しく微笑む。




【秀明】

「勘違いしているようですね。美しいと言ったのは、貴女のことですよ？」




　副社長はそう言うと、私を抱き寄せてゆっくり顔を近づける。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥‥‥」




　しばらく、互いに無言で見つめ合う時間が続いた。




【里奈】

「副社長、あの‥‥」




【秀明】

「‥‥今日は仕事のことは忘れましょう」




【里奈】

「え？」




【秀明】

「‥‥こう言うことです」




　次の瞬間──強く抱き締められ、副社長の熱い唇が私の唇に重ねられる。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

（副社長‥‥‥‥）




　副社長が纏っているベチバーの香りに包まれながら、私はただひたすら激しく、そして優しいキスに酔いしれた。

　──時計はちょうど、会議開始の時刻を指し示していた。
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　取引先との会合、そして酒宴を終えた後‥‥。

　私は珍しく酔った副社長をタクシーに乗せて、家まで送ることになった。




【里奈】

「副社長、ご自宅に着きましたよ」




【秀明】

「‥‥分かっています」




　タクシーを降り、副社長のカバンを持ちながら私は歩き始める。

　副社長はゆっくりと、足取りを確かめながら歩いている。




【里奈】

「今夜はけっこう、飲まれましたね」




【秀明】

「あれくらいの酒では、酔いませんよ‥‥」




【里奈】

「危ないですから、しっかり私につかまってください」




【秀明】

「‥‥貴女に、みっともない姿を見せてしまいましたね」




　副社長は立ち止まると、私を見て悲しげな表情を浮かべた。




【里奈】

「いいえ、そんなの気にしないでください。それでは、私はこれで‥‥」




　私がそう告げて、帰ろうとした時──。




【秀明】

「‥‥待ってください」




　副社長がいきなり私の腕をつかんで、自分の方へと引き寄せた。




【里奈】

「!?」




　私は倒れ込むように、副社長の腕の中へと身を投げ出した。




【秀明】

「水之瀬さん‥‥忘れ物ですよ」




【里奈】

「え？　あ、申し訳ありません」




　私は副社長にカバンを手渡す──が。




【秀明】

「こんなつまらない物ではありません。貴女が忘れているのは──」




　副社長は私のあご先に手を添えて強引に上を向かせると、そのまま乱暴に、そして熱く私の唇を貪りはじめる。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「んっ‥‥‥‥っ‥‥！」




　副社長の荒々しい吐息が、私の首筋を滑り落ちていく。

　やがて副社長は唇を離して、夢から覚めたような顔で言った。




【秀明】

「‥‥すみません。少し気が昂ってしまいました」




【里奈】

「いえ‥‥い、いいんです‥‥」

（忘れ物ってキスのこと？　まさか副社長がそんなこと言わないか）

「‥‥それより、忘れ物って何のことでしょう‥‥？」




【秀明】

「‥‥何でもありません」




【里奈】

「もしかして、今の‥‥」




【秀明】

「‥‥忘れてください。我ながら論理破綻が大きすぎました」




【里奈】

「‥‥は、はい。わかりました」

（照れてるからのか、酔ってるからなのか‥‥）

（‥‥副社長、珍しく顔が赤いな）




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥‥‥」




　──しばらく気まずい沈黙が続いた後。




【秀明】

「‥私は帰ります」




【里奈】

「‥‥は、はい。お気をつけて」




【秀明】

「もうマンションですから、気をつけようがありません」




　副社長は私にくるりと背を向けて、エントランスの方へ歩き出した。




【里奈】

（副社長、激しくて情熱的なキスだったな‥‥）




　私が熱い余韻に浸っていると、副社長が立ち止まって振り返る。




【秀明】

「‥‥夜も遅いので、気をつけて帰ってください」




【里奈】

「は、はい。ありがとうございます」




【秀明】

「私は大丈夫ですから、もう帰りなさい」




【里奈】

「いえ、最後まで副社長をお見送りさせていただきます」




【秀明】

「‥‥わかりました」




【秀明】

「もう忘れ物はありませんので、安心してください」




　さっきの荒々しいキスの名残か──。

　副社長の背中を見送る私の唇は、いつまでも熱く火照ったままだった。




　─ＥＮＤ─








獣たちの妖艶なる宴









　秋風が、路上の枯葉を舞い上げる10月のある夜──。残業を終えた私は疲れた体を引きずり、帰宅した。

　部屋に行ってみると、ジョージがノートパソコンを開いていた。




【里奈】

「ただいま、ジョージ」




【ジョージ】

「‥‥おかえり」




　ジョージは私の方を見ようともせず、不機嫌そうな顔でキーを叩いている。




【里奈】

「どうしたの？」




【ジョージ】

「‥‥何が？」




【里奈】

「だってイライラしてるみたいだから」




【ジョージ】

「まあ‥‥ちょっとな」




　ジョージはいったんモニターから目を離して、指で眉間を揉んだ。




【ジョージ】

「ここ数日ずっと追っかけてるんだけど、一番肝心な情報がつかめなくてさ」




【里奈】

「何を追ってるの？」




【ジョージ】

「秀明だよ。アイツ、なかなか尻尾をつかませねーんだよな。ホント、大した悪党だぜ‥‥」




【里奈】

「ジョージに悪党とか言われるなんて、副社長も光栄だね」




【ジョージ】

「残念だけど、今はアンタの笑えない冗談に付き合ってるヒマはねーんだわ。古泉も絶対に繋がってるはずなのに、あと一歩踏み込めねーし‥‥」




【里奈】

「古泉相談役が？」




【ジョージ】

「‥‥クソッ、こうなったらアイツらにも調べてもらうか」




　ジョージが苛立ちをぶつけるように、平手でキーボードを叩く。




【里奈】

「ねえ、アイツらって‥‥誰のこと？」




【ジョージ】

「コッチにあんまり首を突っ込むと、痛い目に遭うぞ？」




【里奈】

「だって気になるから‥‥」




【ジョージ】

「‥‥今日はもう止めた。明日またやるか」




　ジョージは私の質問を無視して、パソコンで映画を観始めた。モニターに血まみれのゾンビの顏が大写しになり、女の悲鳴が響く。




【里奈】

「またそんな、Ｂ級ホラーとか観てるし‥‥」




【ジョージ】

「バーカ。このくだらなさが最高なんだよ。お前も余計な詮索してるヒマあったら、この映画一緒に観ようぜ」




【里奈】

「なんで私が、そんなくだらない映画を‥‥」




【ジョージ】

「いいから一回見てみろよ。結構、スカッとするぜ？」




【里奈】

（ジョージが何を調べてるのか気になるけど、まあいっか‥‥）




　私はジョージと並んで、まったりとＢ級ホラー映画を観始めた。

　翌朝──。私はひどい寝不足のまま、出社した。

　昨夜は結局ジョージに付き合って、ホラー映画を最後まで見てしまったのだ。




【里奈】

（眠い‥‥。今日一日、体力持つかな‥‥）




　私は欠伸を噛み殺しながら、エントランスへ向かった。

　私はその後、寝不足でぼうっとした頭のままで、秀明副社長に今日の予定について報告した。




【里奈】

「‥‥午後１時より、××銀行の本村様と会食が‥‥」




　私は予定を読み上げながら、昨夜ジョージが言っていた言葉を思い出した。




【里奈】

（秀明はしっぽがつかめない、か‥‥）




【秀明】

「水之瀬さん」




【里奈】

「‥‥はい？」




【秀明】

「本村さんとの会食については、さっき聞きました。二度目です」




【里奈】

「あっ、そうでしたか？　失礼しました」




【秀明】

「注意力散漫じゃないですか？」




　副社長がため息をついて、椅子から立ち上がる。




【里奈】

「すみません‥‥」




【秀明】

「‥‥朝からそんな事ではいけませんね。これは少し罰を与えないと‥‥」




　副社長がいきなり覆いかぶさってきて、背後のデスクの上に押し倒す。




【里奈】

「きゃっ‥‥！」




【秀明】

「やる気のない社員には、お仕置きが必要です」




　穏やかな口調とは裏腹に、副社長の瞳に冷徹な炎が宿る。




【里奈】

「いやっ‥‥！」




　身を捩ろうとした私の腕を、副社長が力づくで押さえつける。そして唇を、私の首筋に押し当ててくる。




【里奈】

「ああっ‥‥！」




　副社長は私の首筋に唇を這わせながら、その繊細な指先を、私の腰のラインに沿って滑らせた。




【里奈】

「ああっ‥‥放して‥‥！」




【秀明】

「お仕置きは、まだ始まったばかりですよ？」




　副社長はニヤリと冷たい笑みを浮かべると、私の胸の膨らみに手を当てた。

　びくんと跳ねる身体を押さえつけるようにして、副社長が私の唇を奪う──。




【里奈】

「んんんっ‥‥！」




　──と、その時。

　廊下の方からカツカツと、ハイヒールの音が聞こえてきた。音はだんだん、副社長室の方へと近づいてくる。




【秀明】

「‥‥人が来たようですね」




　副社長が私の身体から離れて、捻じれたネクタイを直す。

　私もあわてて跳ね起きて、副社長の傍から離れた。

　それと同時にドアが開いて、夏妃子課長が入ってきた。




【夏妃子】

「ダーリン、いいかしら？」




【秀明】

「‥‥何ですか？」




　副社長はいつの間にか椅子に座って、何食わぬ顔で書類を見ている。




【里奈】

（危なかった‥‥）




　私は内心ヒヤヒヤしながら、書類の整理を始めた。




【夏妃子】

「ちょっと、週末の予定を知りたいのよ」




【秀明】

「‥‥私の予定ですか？」




【夏妃子】

「ええ。31日に、ハロウィンパーティーを開催する予定なのよ。アタシが経営しているブランドが、今年で３周年を迎えるでしょ？　今回はその記念パーティーって名目なのよ。テーマはハロウィンでね」




【秀明】

「‥‥なるほど」




【夏妃子】

「ダーリンももちろん、出席してくれるわね？」




【秀明】

「いや‥‥その日は別件があります」




【夏妃子】

「そうなの？　体裁もあるから、ダーリンには来てもらわないと困るのよ」




【秀明】

「急に言われても無理です。あきらめてください」




　副社長に突き放したような言い方をされて、課長の顏が一気に曇る。




【夏妃子】

「ちょっと、水之瀬！」




【里奈】

「はっ、はいっ‥‥」




【夏妃子】

「秀明さんの31日の仕事のスケジュール、どうなってるの？　アナタが管理してるんでしょ？」




【里奈】

「はい、ええと‥‥」

「今、調べます」




　私はあわてて手帳をめくって、副社長の予定を確認した。しかし31日の欄は空白、休日になっている。




【里奈】

「いえ、31日は‥‥何も‥‥」




【夏妃子】

「何も？　じゃあ空いてるんじゃないの？」




【秀明】

「水之瀬さんに聞いても、分かるはずがありません。仕事ではなく、私用ですから」




【夏妃子】

「そうなの？　私用って何をするつもり？」




【秀明】

「‥‥知人に会うだけですよ」




【里奈】

（知人‥‥？　誰だろう？）




　──ジョージの話のこともあり、副社長の言葉が少し引っかかる。




【夏妃子】

「そうであっても、アタシに一言くらい欲しかったわ」




【秀明】

「すみません。何せ、こちらも急に決まった事ですから」




　副社長が悪びれず、飄々とした口ぶりで言う。




【夏妃子】

「‥‥分かったわよ。じゃあ仕方ないわね。当日は、水之瀬に同行してもらうから」




【里奈】

「えっ!?　私、ですか？」




【夏妃子】

「アナタ以外、誰が居るのよ？　とにかく31日は空けておいて。分かったわね？」




【里奈】

「はい‥‥分かりました」




【夏妃子】

「詳しい事は、秘書室で説明するわ。さっさと来なさい」




　課長が大きなお尻を振りながら、副社長室から出ていく。




【里奈】

「では、私も失礼します‥‥」




【秀明】

「はい。ご苦労様でした」




　副社長は束の間の情事などすっかり忘れてしまったかのように、淡々とした口調で答えるのだった。

　秘書室まで戻ると、一宮さんが私を見つけて近づいて来た。




【百合】

「水之瀬さん、課長から聞きました」




【里奈】

「ああ、31日の事ですか？」




【百合】

「そうです。これを渡しておきます」




　一宮さんが事務的な口調で言って、私に書類を１枚渡してくる。




【里奈】

「あ、すみません‥‥」




【百合】

「パーティーの概要はそこに書かれている通りです」




【里奈】

「場所は‥‥大帝国ホテル？　結構、豪華なパーティーなんですね？」




【百合】

「そうですね。多くの著名人が招待されているようです」




【里奈】

「それを聞いたら、何だか緊張しちゃいますね‥‥」




【百合】

「大丈夫ですよ。当日、夏妃子課長の補佐をするだけですから」




【里奈】

（だからこそ気が重いんだよね‥‥どうせ、いいようにこき使われるだけだし‥‥）




　ため息混じりに書類に目を通していた私は、大事な事を思い出して立ち上がった。




【里奈】

「‥‥いけない！」




【百合】

「どうしたんですか、急に？」




【里奈】

「まだ副社長に、渡してない書類があったんです！　午後の会議で使う、大事な書類なんですけど‥‥」




【百合】

「それはいけませんね。早く戻った方がいいですよ」




【里奈】

「すみません。副社長に渡したらすぐに戻ってきますから！」




【秀明】

（また「お仕置き」なんてされたら、大変だ‥‥）




　私は副社長に渡すはずだった書類をかき集めて、急いで秘書室を出た。

　副社長室の前まで戻って来たところで、私はいったん立ち止まった。




【里奈】

（ん‥‥？　副社長の声が聞こえる‥‥？）




　──見ると、ドアの前で副社長が古泉相談役とひそひそと話している。

　私はとっさに、近くの柱の陰に身を隠した。




【秀明】

「‥‥なるほど、段取りは分かりました」




【古泉】

「ええ、だから当日は少し早めに‥‥」




　２人は声を押し殺して、真剣な表情で話している。




【里奈】

（副社長と古泉相談役か‥‥）




　私は自然と、昨夜のジョージの話を思い出していた。




【里奈】

（確かにあの２人が揃うと、途端に胡散臭い感じになるよね‥‥）




　──しばらく物陰から会話に耳を澄ませていたら、印象的な言葉が聞こえてきた。




【古泉】

「では31日の19時に、千紘を副社長の自宅まで迎えに行かせます」




【秀明】

「分かりました。古泉さんはどうしますか？」




【古泉】

「私は直接、大帝国ホテルに向かいますのでご心配なく」




【秀明】

「そうですか。では、当日よろしく」




【里奈】

（大帝国ホテル‥‥？　しかも31日‥‥!?）

（私もその日に、課長と行くことになってたよね？）




　私は混乱した頭を落ちつけようと、深呼吸をした。




【里奈】

（31日は大帝国ホテルで、副社長と鉢合わせる可能性があるってことか）

（しかも副社長が会うと言っていた「知人」は、古泉相談役だった‥‥）

（あと、「千紘」って名前も気になる。誰だろう？）




　──そこまで考えたところで、靴音がこちらに近づいて来た。

　あわてて物陰で小さくなり、息をひそめる。




【古泉】

「‥‥‥‥」




　しばらくそのまま我慢していると、目の前を古泉相談役が通り過ぎていった。

　一方の副社長は、副社長室の中へ戻っていく。




【里奈】

（見つからなかったみたい。良かった‥‥とにかく今は、書類を渡さないと‥‥）




　私はひとつ深呼吸してから物陰を出て、副社長室へと向かった。

　私が副社長室に入ると、副社長は訝しげに眉をひそめた。




【秀明】

「夏妃子との話、もう終わったんですか？」




【里奈】

「いえ、その話はまだ途中ですけど‥‥。先程、副社長に渡し忘れた書類があったんです」




【秀明】

「‥‥忘れた？　何の書類ですか？」




【里奈】

「すみません。午後の会議で使うものです」




【秀明】

「そうですか。では、そこに置いてください」




【里奈】

「かしこまりました。遅れて申し訳ございません」




【秀明】

「今後は、気を付けてください」




【里奈】

「はい‥‥では、書類はこちらに」




　私はデスクの端に、そっと書類を置いた。




【里奈】

（またお仕置きされるかと思ったけど、許してくれたみたい‥‥）




　私はほっと胸を撫で下ろして、副社長室を出た。

　秘書室に戻ろうと、廊下を歩き出した時──。私はふと、刺すような視線を感じて振り返った。




【里奈】

（ん‥‥？　見られてる‥‥？）




　──キョロキョロと見回すも、辺りに人の気配はない。




【里奈】

（おかしいな‥‥。気のせいかな？）




　私は首を傾げながら、再び歩き出した。

　しかし誰かに見られているような不思議な感覚は、秘書室に戻るまで消えなかった。

　その日の夜──。

　私はジョージに、昼間あったことを報告した。




【ジョージ】

「‥‥でかした！」




　ジョージが上機嫌に笑い、缶チューハイを飲む。




【里奈】

「そんな大げさな‥‥」




【ジョージ】

「31日に秀明と古泉が動くってことが分かっただけで、大収穫だよ！　よし‥‥ご褒美だ。お前がパーティーで着るハロウィンの衣裳、オレが用意してやるよ」




【里奈】

「いいよ、そんなの。そもそも仮装って必要なのかな？」




【ジョージ】

「必要に決まってんだろ。ひとりだけ普通のスーツとかだったら浮きまくるぞ？」




【里奈】

「う～ん、確かにそれは困るかも。でも私は、報酬ならお金の方がいいんだけど？」




【ジョージ】

「へえ～、案外ちゃっかりしてやがるな？」




【里奈】

「ジョージに言われたくないよ」




【ジョージ】

「まあ‥‥金の方は、ちゃんと成果が出てからだな」




【里奈】

「イヤ。くれるなら今すぐもらいたい」




　私の言葉を聞いたジョージのこめかみが、ぴくりと脈打つ。




【ジョージ】

「おいおい‥‥。お前、自分の立場分かってんのか？」




【里奈】

「分かってるよ」




【ジョージ】

「い～や、分かってねー。生意気を言う奴は‥‥こうしてやるぜ！」




　ジョージがいきなり飛びかかってきて、私を床に押し倒す。




【里奈】

「きゃあっ！　や、やめてよ！」




【ジョージ】

「その生意気な口、塞いでやろうか？」




　ジョージが私の両手を押さえつけたまま、唇を奪おうとする。




【里奈】

「だ、ダメだって‥‥！　何するの!?」




【ジョージ】

「だから、俺とお前の立場の違いを分からせてやるって言ってんだよ」




　ジョージはニヤリと冷たい笑みを浮かべて、私の唇を指先でなぞった。




【里奈】

「あんっ‥‥！」




【ジョージ】

「イヤラシイ唇だな‥‥。これでいつも秀明を誘惑してるのか？」




【里奈】

「そ、そんなこと‥‥！」




【ジョージ】

「オレにも味あわせろよ？」




【里奈】

「ダメ、ジョージ‥‥！　放してっ！」




【ジョージ】

「放して欲しけりゃ、この口で謝れよ？」




【里奈】

「ご、ごめんなさい‥‥！」




　するとジョージは意外にもあっさり、私の身体から離れた。




【ジョージ】

「‥‥分かった？　オレをキレさせたら、こうなるから。今後は気を付けることだな」




　ジョージが何事も無かったかのようにへらへらと笑い、缶チューハイを飲む。




【里奈】

「え‥‥？」




【ジョージ】

「バーカ、本気でアンタを襲うワケねーだろ」




【里奈】

「ちょっと‥‥勘弁してよ」




【ジョージ】

「ハハッ。まあとにかく当日が楽しみだな。がんばれよ！」




【里奈】

「そんな他人事みたいに‥‥」




　私は乱れた服を直しながら、深いため息をついた。

　そして迎えた、10月31日──。私は17時に退社して、夏妃子課長と共に大帝国ホテルへと向かった。

　会場となるホテルに到着する頃には、すっかり日が暮れて辺りは濃紺の闇に包まれていた。




【夏妃子】

「少し遅れちゃったわね。水之瀬、急いで」




【里奈】

「はい‥‥！」




　私たちはタクシーから降りて、ホテルのエントランスに向かった。




【夏妃子】

「水之瀬には、受付をやってもらうから。今日招待した来客のチェックをするのよ。分かった？」




【里奈】

「受付ですね。分かりました」




【夏妃子】

「ああ、それから‥‥一応、今夜はハロウィンパーティーになってるから。アナタも受付とは言え、ちゃんと仮装するのよ？」




【里奈】

「はい‥‥。課長も仮装されるんですか？」




【夏妃子】

「当然よ。仮装なんて、こういう時にしか楽しめないでしょ？　ホテルの衣裳室があって、そこで仮装の準備もできるわ。アナタもそこで着替えてきて」




【里奈】

「はい、分かりました！」




　私は夏妃子課長とその場で別れて、ホテルの衣裳室に向かった。

　ホテルの従業員に案内されて衣裳室に入ると、ハロウィン用の衣裳がずらりと並んでいた。




【従業員】

「どうぞ、好きな衣裳をお召しになってください」




【里奈】

「はい、ありがとうございました」




　──従業員が部屋から出ていった後、私はひと通り用意されている衣裳を見て回った。




【里奈】

（へえ、色々あるんだな‥‥）

（せっかくの機会だし、色々着てみたいけど‥‥）




　私は鏡の前へ移動して、ジョージから渡されていた紙袋を取り出した。




【里奈】

（わざわざ買って来てくれたんだし、こっちを着ないとね）




　私はさっそく、ジョージが用意した衣裳に着替え始めた。

　黒のミニスカートと、大きく開いた胸元がセクシーな小悪魔の衣裳だった。




【里奈】

（結構、肌の露出が多いな‥‥なるほどね。ジョージはこういうのが好きなんだ。衣裳だけじゃなくて、小道具まで凝ってるし‥‥）




　私の右手には、伸ばして使える三又のヤリが握られている。




【里奈】

（確かに、悪魔ってこういうのを持ってるイメージだけど‥‥ジョージも、ここまで凝ることないのに）




　私は鏡に映った自分の姿がおかしくて、つい噴き出してしまった。




【里奈】

（あっ、いけない。のん気に仮装を楽しんでる場合じゃないか。受付の仕事をしないと‥‥んっ？）




　私はそこでふと、紙袋の一番下に隠されていたカメラに気付いた。

　かなり小型で、指先に載るサイズのスパイカメラだった。




【里奈】

（カメラまで‥‥。これで副社長と相談役の行動を押さえろってことかな？）




　そう解釈した私は、小型カメラをどこに隠そうかとしばらく悩んだ。




【里奈】

（もう、ここしかない。ちょっと恥ずかしいけど‥‥）




　──考えた挙句、私は胸の谷間にカメラを仕込むことにした。私は映画に出てくるような女スパイになったつもりで、衣裳室を出た。

　19時──。

　私は仮装した姿で、夏妃子課長に言いつけられた受付の仕事をこなしていた。今夜のパーティーには、各界の著名人が多く招待されている。

　名簿にズラリと並んだ名前を見るだけでも、夏妃子課長の顏の広さや人脈がうかがい知れた。




【里奈】

（そろそろ、人が少なくなって来たかな‥‥？）




　受付前に並ぶ招待客の列が、途切れた頃──。

　私は会場の隅を並んで歩いて行く、２人の男に目を留めた。




【里奈】

（あれは‥‥副社長？）




【秀明】

「遅れてしまいましたね。急ぎましょう」




【？？】

「‥‥はい」




　副社長の隣には、知らない男が影のように付き添っている。




【里奈】

（あの人が、相談役が言っていた「千紘」って人かな？）




　２人は周囲の目から逃れるように、素早くエレベーターに乗り込んだ。




【里奈】

（どこに行くんだろう？　早く追わないと‥‥！）




　私は胸の谷間に仕込んだ小型カメラの角度を確認してから、招待客の波をかき分けて歩き出した。

　すると突然、私は人ごみの中で誰かにお尻を撫でられた。




【里奈】

「きゃっ‥‥！」




　あわてて振り返ると、そこには秋善取締役が立っていた。




【秋善】

「ははっ、相変わらず良いケツしてんなぁ～！」




【里奈】

「取締役‥‥。急に何するんですか、もう‥‥」




【秋善】

「そんなセクシーなカッコして歩いてたら、触りたくもなんだろ！」




【里奈】

「やめてください。セクハラですよ？」




【秋善】

「ただのスキンシップだろ。大げさだなあ‥‥」




【里奈】

「それより今夜は、取締役も招待されていたんですね？」




【秋善】

「姉貴の主催だからな。俺はあんまり気が乗らなかったけどよ」

「まあそれでも、さっそくお前のエロい仮装を見れたからＯＫだな！」




【里奈】

「そう言えば取締役は仮装しないんですか？　まだスーツのままですけど？」




【秋善】

「あっ、そうそう。ちょうど良かった。衣裳室ってどこだよ？　衣裳の貸し出しやってんだろ？」




【里奈】

「はい、このフロアの一番奥にありますよ」




【秋善】

「そっか。じゃあ俺も着替えてくるかな」




　取締役はそう言いながら、私の大きく開いた胸元を覗き込んできた。




【秋善】

「おお‥‥。やっぱエロいな‥‥」




【里奈】

（あっ、仕込んだカメラがバレちゃう！　まともに相手にしない方がいいよね‥‥）

「では取締役、私は急いでますので、これで‥‥」




　その場を立ち去ろうと歩き出すと、背後から取締役の声が聞こえた。




【秋善】

「もうちょっとサービスしてくれたっていいだろ、不二子ちゃん？」




【里奈】

「誰が不二子ちゃんですか‥‥」

（もう、こんなことしてる場合じゃないのに！）

（早く副社長たちを追わないと見失っちゃうよ‥‥！）




　困り果てていた私の元に、颯爽と登場したのは‥‥夏妃子課長だった。




【夏妃子】

「アキ、ここで何やってんのよ？」




【秋善】

「‥‥何でもねえよ。姉貴こそ、どうしたんだよ？」




【夏妃子】

「私はこれから仮装しにいくの。主役はいつも遅れてやってくるものよ」




　課長が長い髪をかき上げて、得意げに笑う。




【秋善】

「俺も、これから着替えに行くところだよ」




【夏妃子】

「だったらセクハラなんかしてないで、さっさと行きなさいよ？」




【秋善】

「だから、セクハラじゃねーって」




【夏妃子】

「傍から見たらセクハラ以外の何者でもないわよ！」




【秋善】

「‥‥分かったよ、そんなキンキン声出すなよ」




【里奈】

（あっ。今、チャンスかも‥‥）




　私は言い争っている２人から離れようと、そうっと後ずさりした。




【里奈】

（よし、２人は気付いてない‥‥。今のうちに！）




　私は素早く身を翻すと、副社長たちを追って駆け出した。

　──何とかパーティー会場を抜け出した私は、廊下を歩いていた老齢のコンシェルジュを呼び止めた。




【里奈】

「すみません！」




【コンシェルジュ】

「はい、お客様。どうされましたか？」




【里奈】

「会場で知人とはぐれてしまって、探してるんです」




【コンシェルジュ】

「そうですか。それはお困りでしょうね。お連れ様のお名前を伺ってもよろしいですか？」




【里奈】

「えっと‥‥神九条秀明です。神九条金融の‥‥」




【コンシェルジュ】

「ああ、はい、存じ上げておりますよ。確かに今夜は、当ホテルにいらしてましたね」




【里奈】

「私は秀明副社長の秘書なんですけど、副社長に伝えたい急な案件があるんです」




　私は言いながら、コンシェルジュに名刺を差し出した。




【里奈】

「でもさっきから携帯が繋がらなくて‥‥。今どこにいるのか、教えて頂きたいんです」




【コンシェルジュ】

「左様ですか‥‥」




　コンシェルジュは私の名刺を見ながら、二度頷いた。




【コンシェルジュ】

「本来ならばお教えできないのですが、急用ならば致し方ありませんね」




【里奈】

「いいですか？　ありがとうございます！」




【コンシェルジュ】

「神九条秀明さまご一行は、21階の中華料理店にいらっしゃいます」




【里奈】

「21階ですね。すみません、助かりました！」




　私はコンシェルジュに頭を下げて、エレベーターに向かった。

　エレベーターで21階までやってきた私は、フロアの一番奥に目的の中華料理店があるのを確認した。




【里奈】

（あそこか‥‥でもこの小悪魔の格好でうろついてたら、さすがに怪しまれるよね‥‥）




　私は近くの柱の陰に身を潜めて、しばらく様子を見ることにした。

　そこは中華料理店から、ちょうど死角になっている場所だった。




【里奈】

（待っていれば、そのうちに出てくるよね‥‥とにかく、副社長たちの密会の現場を押さえないと‥‥）




　私は胸に仕込んだ隠しカメラの位置を、もう一度入念に確認した。




【里奈】

「その場で待つこと、１時間──」

（まだ出てこない‥‥副社長と古泉相談役は、本当に店の中にいるのかな？）




　その時──。




【里奈】

（あっ‥‥来たっ！）




　中華料理店から、秀明副社長と古泉相談役が揃って出てくる。

　さらにその後ろから、知らない大柄な男が姿を現す。




【秀明】

「──」




【古泉】

「──」




【男】

「──」




　副社長たちはしばらく中国語で会話をした後、堅い握手を交わした。




【里奈】

（あの男は誰だろう？　中国人みたいだけど‥‥）




　私は胸の谷間に仕込んだ小型カメラのシャッターを、静かに切った。

　やがて副社長たちは３人揃って、エレベーターに乗り込んだ。




【里奈】

（もう一枚だけ写真を撮っておくか‥‥）




　私がそっとカメラに手を伸ばした瞬間──。

　背後で、ドスの利いた男の声がした。




【？？】

「‥‥何をしている？」




【里奈】

「えっ‥‥？」




　私は背後から羽交い絞めにされた挙句、口を塞がれてしまった。




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥！！」




　逃げようともがいても、男の力が強すぎてびくともしない。




【里奈】

「んんっ‥‥‥‥！！！」




　私が必死に身を捩ると、男はようやく口を塞いでいた手を離してくれた。




【？？】

「答えろ。ここで何をしていた？」




【里奈】

「あ‥‥あの‥‥」




　おそるおそる振り返ると屈強な体躯の、鋭い目つきの男が立っている。




【里奈】

（あっ。この人、さっき見た人‥‥？）




　──それは間違いなく、パーティー会場で副社長に影のように付き添っていた男だった。




【里奈】

（そうか‥‥。この人も副社長と一緒だったのを忘れてた‥‥）




【？？】

「質問に答えろ。何をしていた？」




【里奈】

「秀明副社長に用があって、探していたんです」




【？？】

「‥‥何の用で？」




【里奈】

「ああ‥‥来週ある、プレゼンについてです」




【？？】

「‥‥明日にでも、会社で伝えればいいだろう？」




【里奈】

「いえ、緊急の用だったので‥‥」




　男は訝しげに、眉をひそめている。




【里奈】

（ダメだ、これ以上ごまかせそうにない‥‥）




　あきらめかけた、その時──。

　男がふいに左耳に手を当てたかと思うと、私に背を向けて１人で喋り始めた。




【？？】

「‥‥はい。まだ21階です」




【里奈】

（トランシーバかな？　誰と話しているんだろう？）




【？？】

「はい‥‥かしこまりました」




　男は手短に通信を終えると、私に向き直った。




【？？】

「‥‥行っていい」




【里奈】

「えっ‥‥？」




【？？】

「もういいから、行け」




【里奈】

「はい‥‥」




　ようやく解放された私は逃げるようにして、エレベーターに乗り込んだ。

　エレベーターが動き出すと、私はほっと胸を撫で下ろした。




【里奈】

（はぁ‥‥。怖かった。あの強そうな男、副社長の専属ＳＰなのかな？　それに副社長たちの会談の内容も、すごく気になる‥‥）




　私は深いため息をついて、エレベーターの壁にもたれた。




【里奈】

（分からないことだらけだけど、とりあえず写真が撮れたからいいか‥‥）




　やがてエレベーターが静かに停止して、ドアが開いた。

　エレベーターを降りた後、私は元の会場に戻ることにした。




【里奈】

（目的は達成したし、このまま帰ってもいいんだけど‥‥急にいなくなったら、間違いなく夏妃子課長に怒られちゃうよね）




　私はまっすぐ、パーティー会場の受付へと向かった。

　その途中──私はある人物を見かけて足を止めた。




【里奈】

（あれは‥‥？）




　私のよく知っているその人物は、会場からテラスに出て行こうとしていた。




【里奈】

（どこに行くんだろう‥‥？）




　気付けば私は回れ右して、まっすぐにテラスへと向かっていた。

　パーティー会場の人ごみをかき分けてテラスに出てみると、その人は１人で夜風を浴びながら、月を見上げていた。




【里奈】

「副社長‥‥？」




　私が声を掛けると、秀明副社長はゆっくりとこちらを振り返った。
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【秀明】

「ああ‥‥。水之瀬さんですか」




　振り返った副社長は、吸血鬼の仮装をしていた。

　漆黒のマントと柔らかな黒髪が、夜風になびいている。




【里奈】

「それ、ドラキュラですか？　お似合いですね」




【秀明】

「‥‥そうですか？」




　副社長は少し照れたように、持っているステッキの柄を見つめた。




【里奈】

「副社長が仮装するなんて、なんだか意外です」




【秀明】

「‥‥仕方なく着ているのです。別件でこのホテルに来ていたのですが、帰ろうとした矢先に夏妃子に見つかってしまって‥‥」




【里奈】

「それは大変でしたね‥‥」




【秀明】

「仕事の取引先もまだ会場にいるので、いずれにしろ帰れないのですが」




【里奈】

「そうですか‥‥」

（取引先か‥‥。さっきの、大柄な中国人のことだよね）




　私が一瞬目を逸らすと、副社長はステッキの先をトンと地面に打ち付けた。

　乾いた残響音が、静かなテラスに響き渡る。




【秀明】

「‥‥貴方も今日は忙しそうでしたね」




【里奈】

「はい、今日は課長の手伝いで受付を‥‥」




　副社長はまっすぐに私を見つめて、口の端に微かに笑みを浮かべた。

　すべてを見透かしているかのようなその冷たい瞳に、私は一瞬、怯んでしまう。




【里奈】

「あの‥‥私、そろそろ戻らないと」




【秀明】

「どこに戻るのですか？」




【里奈】

「まだ受付の仕事が‥‥」




　そう言って歩き出した瞬間、私はいきなり背後から副社長に腕を掴まれた。




【里奈】

「あっ‥‥!?」




　そのまま強い力で、テラスの片隅の暗がりに引きずり込まれてしまう。




【秀明】

「‥‥声を出さないように」




　副社長が私の耳に唇を寄せて、ささやく。




【里奈】

「‥‥‥‥！」




　無言でこくこくと頷くと、副社長は私の首筋に唇を押し当ててきた。




【里奈】

「あっ‥‥！」




　副社長はまるで血を吸うように私の肌を吸い上げて、ゆっくり唇を離した。

　私の首筋に、副社長のキスの刻印がくっきりと残っている。




【秀明】

「‥‥これでもう、私から逃げられませんよ？」




　その時──会場の方から笑い声が聞こえてきた。

　どうやら他の招待客が、テラスに出てきたようだ。




【里奈】

「副社長‥‥誰か来ました‥‥！」




【秀明】

「大丈夫ですよ。ここは死角になっていますから」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【秀明】

「余計なことを考えなくていい。あなたはもう、私の忠実なしもべなのですから」




　副社長が私のあご先に手を添えて、氷のような瞳で見つめる。




【里奈】

「副社長‥‥‥‥」




　私はまるで催眠術にでも掛かったように、ぼうっと副社長の瞳を見つめ続ける。




【秀明】

「‥‥大人しくしなさい」




　副社長の柔らかな唇が私の唇に、重なる。

　そのまま熱く濡れた舌が、口内を淫らに犯しだす。




【里奈】

「ん‥‥ふうっ‥‥！」




　副社長が私の腰に腕を回して、さらに強く抱き寄せる。

　副社長の纏うベチバーの香りが漂い、私はくらっとめまいを覚える。




【秀明】

「‥‥身体が熱いですね？」




【里奈】

「そんなこと‥‥ないです‥‥」




【秀明】

「淫らな子ですね‥‥。これはお仕置きが必要です」




　副社長は獣のように荒い息を吐きながら、再度私の唇を貪った。




【里奈】

「い‥‥いやっ、副社長‥‥苦‥‥しい‥‥！」




　私は副社長の身体を包み込むマントに、必死にしがみつく。

　副社長は唇を貪りながら、繊細な指先で私のヒップをまさぐり、下着のラインをなぞった。




【里奈】

「ひっ‥‥！」




　私がびくんと身体をのけぞらせると、副社長は私の大きく開いた胸元に、スッと指を差し入れた。




【秀明】

「もう、こんなにしてしまって」

「本当に‥‥貴方はいけない子ですね」




【里奈】

「えっ‥‥？」




　副社長はいつの間にか、私の胸元から小型カメラを取り出していた。




【里奈】

「あっ‥‥そ、それは‥‥」




【秀明】

「‥‥説明は不要です」




　副社長はカメラをこれ見よがしに、私の目の前に突きつけた。




【秀明】

「さっき、21階の店の前で私たちを撮影しましたね？」




【里奈】

「それは‥‥‥‥」

（全部バレてたのか‥‥）




　──私は観念して、こくりと頷いた。




【秀明】

「さらに‥‥先日副社長室の前で、私と古泉さんの話を盗み聞きをしていましたね？」




【里奈】

（じゃあ‥‥あの後に廊下で感じた誰かの視線って‥‥）




　私の脳裏に、先ほど私を詰問した体格のいい男の顔が浮かぶ。




【里奈】

（あのＳＰみたいな人が、私をずっと監視してたってことか）




　私は返す言葉もなく、うな垂れるだけだった。




【秀明】

「‥‥反論する気力も無いようですね？」




【里奈】

「‥‥はい。すみませんでした」




【秀明】

「貴方は本当に、罰せられるのが好きなようですね。困った人です」




　副社長は顔に冷たい笑みを張り付けて、ポケットにカメラを放り込んだ。




【秀明】

「さて‥‥これからゆっくり話を聞かせてもらいましょう。それとも‥‥朝までかけて、貴方の身体に訊いた方が早いでしょうか？」




　副社長が私のあご先に手を添えて、上を向かせる。




【里奈】

（その瞳の魔力に負けて、私はつい頷いてしまいそうになる）

（ダメ、お仕置きなんて‥‥！）




　頭ではそう考えていても、身体の方は自然と火照って、熱を帯びている。




【秀明】

「‥‥答えは出ているようですね。貴方も所詮、肉欲の獣‥‥」




【里奈】

「いいでしょう、夜はまだ始まったばかりです。来なさい」




　──副社長が長いマントを翻して、ゆっくり歩き出す。




【里奈】

（私は朝まで‥‥副社長のしもべ‥‥）




　月明かりに濡れた副社長のシルエットを、私は胸を高鳴らせながら見つめていた。




　─ＥＮＤ─








愛欲のモーニングキス
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【里奈】

「ん‥‥」




　セットした時間に携帯が激しく震え、私は目を覚ました。




【里奈】

（‥‥良かった、早く起きれた）

（副社長は‥‥まだ寝てるみたいね。‥‥それにしても、昨夜はすごかったな‥‥）




　未だ微かに残っている快楽の余韻。

　その心地良い身体の熱に、私の気持ちは徐々に甘くなっていく。




【里奈】

（‥‥と、いけない、いけない。準備しないと）




　副社長を起こさないように、私はそっとベッドから出てキッチンへと向かった。




【里奈】

「うわ‥‥もう、こんな時間か。急がないと」

（やっぱり、二人分のお弁当を作ると時間がかかるな。でも、それを持って副社長と一緒に出社すれば、何だか恋人同士っぽいよね）




　昼食の準備に悪戦苦闘しながらも、そう私が期待を寄せていると──




【秀明】

「おはようございます、水之瀬君」




　いつもの抑揚のない声で、副社長が挨拶してきた。




【里奈】

「おはようございます、副社長」




【秀明】

「‥‥‥‥」




　副社長の視線が、私の手元に注がれている。




【秀明】

「それは、昼食の用意ですか？」




【里奈】

「はい。お弁当を作ろうと思って。あと少しで終わりそうなんですが──」




【秀明】

「そうですか」

「私は仕事があるので、先に出ます」




【里奈】

「え‥‥」




【秀明】

「何か問題でも？」




【里奈】

「‥‥いいえ、了解致しました」




【秀明】

「業務時間には遅れないように」




　そう事務的に言い残して、副社長は一人で出勤する。

　私はその素っ気ない態度に、少しだけ傷ついた心境で副社長を見送った。




【里奈】

（はぁ‥‥どうして期待しちゃうかな。副社長が一人で先に行くことなんて、わかっていたはずなのに‥‥）




　淋しい気持ちを抱きながら、私は二つのお弁当を持って歩を進める。




【里奈】

「‥‥あれ‥‥副社長？」




　副社長の姿が視界に入り、思わず立ち止まってしまう。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（‥‥今、副社長と話したい気分じゃないんだけど。でも、それだと今朝頑張った意味がなくなっちゃうしな‥‥）

（‥‥せっかく作って持ってきたんだし‥‥渡すだけ、渡そう）




　悩んで数秒、結局私は副社長の方へ足を進める。




【里奈】

「副社長‥‥少しよろしいですか？」




【秀明】

「水之瀬君、どうしました？　私に何か？」




【里奈】

「あの、これを‥‥」




【秀明】

「‥‥これは？」




【里奈】

「副社長の‥‥お弁当です」




【秀明】

「‥‥今朝、私の分まで作っていたのですか？」




【里奈】

「はい」




【秀明】

「それならどうしてそうだと言わないのですか。それに弁当を渡すだけなら昼時に渡せばいい」

「余計なやり取りを増やさないでください」




【里奈】

「も、申し訳ありません。とりあえずお渡しさせてください」




【秀明】

「‥‥昼食は先ほど仕出しを注文しました」




【里奈】

「仕出しを‥‥？　そうですか‥‥」




　私がお弁当箱を引っ込めようとする──と。




【秀明】

「しかし‥‥」

「せっかくですので、頂戴しましょう」




　微かに頬を緩めて、副社長は私から弁当箱を受け取った。




【里奈】

「あ、ありがとうございます」




　その笑みに見惚れそうになりながらも、目的を果たした私は、一礼して去ろうとする。




【里奈】

（ここで期待しても、今朝の二の舞になるだけだし）

「それでは、失礼します‥‥」




　だから、副社長が私を引き留めて──。




【秀明】

「水之瀬君、12時に取締役室に来てください」




　──と、胸が弾むような言葉を掛けたのは不意打ち中の不意打ちだった。




【里奈】

「え？」




【秀明】

「せっかく貴女が私の分も用意してくれたのですから」




【里奈】

「副社長‥‥」




【秀明】

「一緒に取りましょう」

「それに──」




　魅惑的なベチバーの香りがぐっと近づき、副社長の口が私の耳元で囁く。




【秀明】

「どうしてか、無性に食べたくなりました」

「──貴女を」




【里奈】

「‥‥え？」




【秀明】

「聞こえたはずだと思いますが？」




【里奈】

「き、聞き間違いかと思いまして‥‥」




【秀明】

「聞き間違いではありません。それでは、12時に取締役室で」




　そう言って、副社長はいつもの落ち着いた佇まいで立ち去って行く。

　魅惑的なベチバーの香りと、甘美な雰囲気を残して──。
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【里奈】

「‥‥‥‥ん‥‥」




　ふと聞こえた小さな音に、眠りにまどろんでいた意識が浅く浮かび上がる。

　私は無意識のうちに、隣に寝ているであろう相手に手を伸ばす──が。




【里奈】

（‥‥あれ？　副社長は？）




　冷たいシーツの感触に、曖昧だった意識が覚醒する。




【秀明】

「おはようございます、水之瀬君」




　横に寝ていると思っていた相手──副社長はベッドから離れた場所で、呆然とする私を横目に、きゅっとネクタイを締めたところだった。




【里奈】

「‥‥おはようございます、副社長」




　私はシーツに裸体を隠しながら、上半身を起こした。




【秀明】

「随分と、のんびりした起床ですね」




【里奈】

「‥‥も、申し訳ありません」




　恋人達が交わすような甘い会話でないことに少し寂しさを感じながら、私は副社長に小さく頭を下げる。




【秀明】

「しかし、これで安心しました」




【里奈】

「‥‥安心？　何がですか？」




【秀明】

「この時間なら、遅刻することはありませんね」




　副社長は自分の腕時計を見て時間を確認する──と。




【秀明】

「私は出社します」




　そう言い残して副社長は部屋を出ようとする。




【里奈】

（そんな‥‥私、副社長と一緒に行きたいのに‥‥）




　愛人という立場を理解していながら、少しでも恋人同士と感じていたいという想いが募る。

　気付けば、私は副社長の背中に声をかけていた。




【里奈】

「‥‥副社長」




【秀明】

「‥‥なんですか、水之瀬君」




　副社長は立ち止まると、小さく溜息を洩らす。




【里奈】

「あの‥‥‥‥」




【秀明】

「時間の無駄です。早く用件を伝えて下さい」




【里奈】

「待っては‥‥いただけないのでしょうか？」




【秀明】

「待つ？　なぜ私が待たなければならないのです」




【里奈】

「え？」




【秀明】

「私には貴女を待つ義務もなければ、メリットもありません。もし、私と一緒に出社したいのなら、私より早く起きることです」

「──たとえ、どんなに夜が激しく遅くとも、ね」




【里奈】

「!?」




　途端、昨夜の情事で身を焦がしたことを思い出す。




【里奈】

（止めてよ‥‥どうして思い出させるの‥‥）




　脳内で激しく再現される貪りあい。それがとても甘美で、あまりの心地よさだったからだろうか──。




【里奈】

「‥‥そんな‥‥ひどい‥‥」




　──誰にも聞かれないような小声で、そんな言葉を絞り出していた。




【秀明】

「「ひどい」ですか──」

「しかし、もとより愛人とはそのようなものでは？」




【里奈】

「‥‥‥‥」

（確かに、私と副社長は愛人関係だけど‥‥）




　失意の奥底へ叩き堕とされ、私は泣きそうになる顔を隠すように俯いた。




【秀明】

「‥‥仕方がありませんね」




　数秒の沈黙の後、観念したような呆れたような声が響き──




【里奈】

「ん‥‥っ!?」




　──気が付けば私は顎をすくわれ、唇を副社長に奪われていた。

　身体の芯に走る、甘い痺れを感じながら瞼を閉じると、求め合うように私の舌と副社長の舌が、深く深く絡み合う。




【秀明】

「‥‥今は、これで我慢してください」




　そう言い残して、副社長は宣言通り部屋を後にする。取り残された私はそのまま立ち尽くし、一歩も動けなかった。副社長が残した唇の感触を、もっと感じていたかったから──。
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【里奈】

「‥‥ここは‥‥取締役室‥‥？」




　ベッドより窮屈なソファの寝心地に、ふと私は目を覚ました。

　辺りを見回し、向かいのソファで寝ている副社長を見て昨夜の事を思い出す。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（そうだ。昨日の夜はここで副社長と‥‥）

（誰かにバレるかもしれないのに、なんでこんなところでしたんだろう‥‥）




　未だ身体に残っている、昨夜の激しい衝撃。

　その余韻が脳裏をよぎり、身体が反応して熱を帯びようとする。




【里奈】

（‥‥ここは‥‥副社長が寝てるうちにシャワーでも浴びてスッキリしよう）




　私は、早速シャワールームの方へと向かった。




【里奈】

（あまりのんびりしないで、さっさと済ませよう）




　テキパキと服を脱いで、あっという間に下着姿になる。すると、突然シャワールームのドアが勢いよく開いた。




【夏妃子】

「あら、やっぱり水之瀬さんだったのね」




【里奈】

（最悪‥‥どうして、こんな時に課長と会うのよ）

「‥‥なんの御用でしょうか、課長」




【夏妃子】

「白々しいわね。別に用なんかないわよ。アナタが怪しげにシャワールームなんか入るから来ただけよ」




【里奈】

（つまり、ただ単に嫌がらせに来たってこと？　‥‥改めて思うけど、ホントこの人性格悪いな）




　そう思っていると課長は何かに気づき、急に顔を近づけた。




【夏妃子】

「アナタ、秀明さんと昨晩したわね」




【里奈】

「‥‥さあ、何のことでしょうか。私には何の事だか‥‥」




【夏妃子】

「そう。じゃあ、ここにあるキスマークはどういうことなの？　説明してもらえるかしら？」




【里奈】

「え？」




　課長の指差す先は、私の脇腹だった。

　今まで気づかなかったが、確かにそこに赤くキスマークが散っている。




【里奈】

「‥‥‥‥」

（どうして、副社長はこんなわかりにくい場所につけるんだろう‥‥）




【夏妃子】

「ねえ、黙ってないで何か言ったらどうなの？　まあ、どうせ色狂猫のように腰でも振りまくってたんでしょ」




【里奈】

（腹立つな‥‥でも、ここは我慢した方が良いよね）




【夏妃子】

「ほら何か言いなさいよ、泥棒猫が！」




　黙ったままの私に、課長がキレて私を突き飛ばす。




【里奈】

「きゃ‥‥！」




　私は成す術もなく、バランスを崩して倒れる───と同時に、再びシャワールームのドアが激しく開かれた。




【里奈】

「ふ、副社長」




【秀明】

「貴女たちは、いったい何を騒いでるのですか？」




【夏妃子】

「‥‥なんでもないわよ。それより、ここ女性用シャワールームだけど。どうして、秀明さんが入ってきたのかしら？」




【秀明】

「それは貴女がみっともない大声を上げたからですよ──いいですか、夏妃子」

「不要な暴力は自身の身を滅ぼします。感情は抑えなさい」




【夏妃子】

「‥‥もとはと言えば、アナタがこの女に手を出すからでしょう」




【秀明】

「‥‥私は、そんなことをした覚えはありませんが」




【夏妃子】

「ふん、白々しい。見てなさい。この女、絶対に追い出してやるから」




　そう捨て台詞を吐いて、課長はシャワールームから立ち去って行った。




【里奈】

「ありがとうございます、副社長。助かりました」




【秀明】

「礼など不要です」

「ところで、水之瀬君」




【里奈】

「はい」




【秀明】

「どうして、貴女は私を起こさず勝手に取締役室を出て行ったのですか？」




【里奈】

（え‥‥どういうこと？　私、何かまずいことでもやった？）

「あの‥‥何か失敗をしてしまったのでしょうか？」




【秀明】

「詮索は不要です。理由があるなら早く答えなさい」




【里奈】

（ダメだ‥‥とりあえず、副社長を刺激しないように受け答えよう）

「‥‥それは‥‥綺麗になってから、副社長に会いたかったからです。だから、シャワールームで身体を洗って、メイクをし直そうと考えてました」




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「副社長？」




【秀明】

「なるほど、貴女の言い分は理解しました。ですが、だからと言って私を一人残すのは頂けません」

「やはり、貴女には躾が必要なようですね」




　──カチリ

　そう言うと、副社長は後ろ手にドアの鍵をかけ、躾の準備を整えた。




【里奈】

「あ‥‥」




　思わず快感で身悶えしてしまうほどの、甘美で意地の悪い躾の準備を──。
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【里奈】

「‥‥ん‥‥」




　瞳を閉じても感じる光の明るさに、ふと私は眠りから覚めた。




【里奈】

（‥‥あれ‥‥ここは‥‥？）




　目に入ってくるのは、見慣れない部屋の内装。視線を天井に移して、私はしばし考える。




【里奈】

（‥‥そうだ。私、副社長と一緒に海外出張に行ってたんだ）

（それで、このホテルに泊まって‥‥それから──）




　昨日の事を思い出し、私は隣で寝ている副社長を見た。




【秀明】

「‥‥‥‥」




　すると、記憶は昨夜の情事を映し出し、途端に恥ずかしさが込み上げる。




【里奈】

（その場の勢いとはいえ、これから大切な商談が控えてるのに）

（‥‥私、何してるんだろう。とりあえず、副社長を起こさないと‥‥）




　ひとしきり反省した後、私は身体を起こし副社長の名を呼ぼうとする──と。

　突然、副社長は起き上がり──




【秀明】

「おはようございます、水之瀬君」




　──いつもの抑揚のない声で挨拶した。




【里奈】

「お、おはようございます、副社長。起きていらしたのですか？」




【秀明】

「いえ、今起きたばかりです」

「それより、水之瀬君。今、何時ですか？」




【里奈】

「えっと、今は７時を回ったところです」




【秀明】

「そうですか。では、早速朝食にしますので、着替えましょう」




【里奈】

「はい。わかりました」




　寝起きとは思えない的確な指示。私は副社長の言葉に従い、着替え始めた。




【里奈】

（さて、これでいよいよ出発だ）




　ホテルのチェックアウトを済ませ、私達は商談場所へ行く準備が整う。




【秀明】

「さて、水之瀬君。行きますよ」




【里奈】

「はい」




　そう私が返事をすると、突然副社長の懐から着信音が流れ出した。副社長は携帯を取り出し、着信先を見て指示を出す。




【秀明】

「水之瀬君、商談場所への道はわかりますね？」




【里奈】

「はい、大丈夫ですが‥‥」




【秀明】

「よろしい。では、君は先に現地に行ってください。少し込み入った話になりますので、私は電話を済ませてから向かいます」




【里奈】

「わかりました」




　副社長の指示に従い、私は一人で商談場所へと向かった。




【里奈】

（ん‥‥こんなところあったっけ‥‥？）




　一人で商談場所へ向かいだして十分ほどで、私はある異変に気付く。




【里奈】

（これって‥‥もしかしなくても、迷った‥‥？）




　辺りの場所に見覚えはなく、この先どう進めばいいのかもわからない。

　私は、さーっと血の気が引くのを感じた。




【里奈】

（まずい‥‥とりあえず、来た道を戻ろう）




　私は急いで来た道を引き返すが、戻ってはさらに迷うばかりで、一向に見覚えのある場所まで辿り着かなかった。




【里奈】

（どうしよう‥‥まず、副社長に連絡を‥‥）

「‥‥あれ？」

（もしかして、あそこにいるのは副社長‥‥？）




　遠くてはっきりとわからないが、副社長らしき人影を見つける。連絡しようとした携帯をしまい、私は急いでその人影を追った。




【里奈】

（あれ？　確かに、ここを曲がったはずなんだけど）




　５つ目の角を曲がった頃、私は人影を見失っていた。




【里奈】

（ここ‥‥人気ないな‥‥）




　辺りを見回し、周りに誰もいない事に気づく。知らない街に一人立たされ、私は自然に歩く足を速めてしまう。




【里奈】

（‥‥あ、見つけた）




　曲がり角まで歩を進めると、私は再びその人影を見つける。人影を追おうと駆け出そうとする──が、




【里奈】

「え？」




　突然、誰かに肩を掴まれ、思わず私は振り返ってしまう。




【里奈】

「‥‥ふ、副社長！」




　驚き慌てて振り向いた先には、なんと副社長がいた。




【里奈】

「どうして、私の後ろに？」




【秀明】

「‥‥貴女は何を言っているのですか？」

「貴女を先に行かせたのですから、それは当然でしょう」




【里奈】

「え、ええ。そうなんですが、先程あちらに副社長とよく似た人がいたので‥‥」




【秀明】

「‥‥それは人違いです。私は今ここに来たばかりですから」




【里奈】

「ええ、そうですよね」




　副社長の言葉を聞き、私はあの人影は副社長ではなかったのだと悟る。




【秀明】

「それより、どうして水之瀬君が、ここにいるのですか？」




【里奈】

「え？」




【秀明】

「この道は商談場所へ行く近道なのですが、昨日は通ってませんよね？」




【里奈】

（道に迷ったなんて言えない‥‥なんとかして誤魔化さないと‥‥）

「あの‥‥人に聞いたんです。一秒でも早く着いた方がいいかなと思いまして‥‥」




【秀明】

「‥‥そうですか。しかし、海外でのこういう道は少々危険です。一人の時は、通るのを控えなさい」

「貴女が思っている以上に──私は貴女を大切に思っているのですよ」




【里奈】

「は、はい。申し訳ありません」

（──って、え‥‥？）




　私は、思わず驚いてしまった。いつもの抑揚のない副社長の声に、少しだけ優しさを感じたからだ。




【秀明】

「‥‥何か？」




【里奈】

「い、いえ‥‥」




【秀明】

「では、行きましょう」




　そう言って指示を出した副社長の声は、もういつも通りの抑揚のない声。

　だけど、さんざん迷い走って疲れたはずの私の足取りは軽かった。

　私の身を案じる副社長の優しさを、少しでも感じたのだから──。




　─ＥＮＤ─








淫欲の逃避行～獣の愛撫～









　爽やかな秋晴れが続いていた、ある日──。

　私は取締役室で、いつものようにスケジュールの報告をしていた。




【里奈】

「‥‥午後は会議、夜から丸正金融の堀内常務と会合があります」




【秀明】

「‥‥みなと銀行の海老沢常務じゃないですか？」




【里奈】

「はい？　何でしょう？」




　副社長がメガネのフレームを中指で押し上げて、ため息をつく。




【秀明】

「丸正金融の堀内氏とは、先週会いました」




【里奈】

「あっ、そうでした‥‥」




　私はあわてて、スケジュールを確認した。




【里奈】

「すみません。仰る通り、海老沢常務でした‥‥」




【秀明】

「どうも最近、注意力が散漫ですね？　疲れているのですか？」




【里奈】

「いえ、大丈夫です」

（正直、忙しすぎて疲れが溜まっているんだけど‥‥）




　口ごもりうつむく私に、副社長は冷たい口調で言い放った。




【秀明】

「体調管理を怠り、仕事に支障をきたすのは無能の証拠です」




【里奈】

「申し訳ございません‥‥」




【秀明】

「‥‥頼みましたよ。スケジュール管理は貴女に任せてあるんですから」




【里奈】

（無能って言われるのは悔しいけど‥‥確かに副社長の言う事も正しいよね）

（副社長に呆れられて、見放されないためにも、ここで頑張らないと‥‥）




　──私は気合を入れ直して、取締役室を後にした。

　しかし──秘書室に戻ってから、今度は夏妃子課長の小言が待っていた。




【夏妃子】

「水之瀬。なんでこの書類が、アタシの所にあるの？」




【里奈】

「えっ‥‥」

（まずい、またなんかミスしたかな？）




【夏妃子】

「アタシの所じゃなくて、総務に回せって言っといたでしょ？　大事な書類なのに。忘れないで頂戴」




　課長が私の机の上に、書類をぽんと放り出す。




【里奈】

「すみません、今からすぐに‥‥！」




【夏妃子】

「当り前よ。さっさと行きなさい。ほんと使えないわね？」




【里奈】

（そんなキツイ言い方したくてもいいじゃない‥‥）




　私は唇を噛みながら、書類を持って歩き出した。

　すると近くを通りかかった雪さんが、心配そうに声を掛けてきた。




【雪】

「大丈夫？　疲れてるみたいね？」




【里奈】

「はい、ちょっと‥‥。でもそれは言い訳になりませんから」




【雪】

「まあ、そうだけど‥‥あまり無理しないでね」




【里奈】

「ありがとうございます」




　私は雪さんの心遣いに感謝しながら、秘書室を出た。

　──立て続けに怒られてしまったことで、私はそれ以降、集中して仕事に取り組んだ。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん。来週のプレゼンで使う資料は、どこまで出来ていますか？」




【里奈】

「はい、こちらに‥‥」




　私がすぐに資料を取り出すと、副社長は一瞬驚いた顔をした。




【秀明】

「‥‥もう出来たのですか？」




【里奈】

「はい。昼間少し時間に余裕があったので、まとめておきました」

（もう無能なんて、言われたくないからね）




【秀明】

「‥‥なるほど。ご苦労様でした」




　副社長が椅子ごとくるりと私に背を向けて、窓の外を見る。




【秀明】

「これまで貴女の働きは、まあ及第点と言ったところです」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます！」




　──と、喜びに浸っていたのも束の間。すぐに副社長が私の方に向き直って言った。




【秀明】

「自分が無能ではないと証明したいなら、明日からの中国出張のスケジュールも調整して下さい」




【里奈】

「中国出張‥‥ですか？」

（ずいぶん急な話だなあ。しかも明日とか言われても）




【秀明】

「‥‥できないのですか？」




【里奈】

「いえ、やらせて頂きます。それで今回の中国出張はどういった‥‥？」




【秀明】

「水之瀬さん。余計な詮索はしないことです」




　副社長はバッサリと切り捨てて、私にふたたび背を向けた。




【里奈】

（目的が何なのか分からないのが、少し気になるけど‥‥）

（とにかく今は、急いでスケジュールを調整しないと）




　私は副社長に頭を下げて、取締役室を出た。

　その後、スケジュール調整を何とか終えた私は、取締役室に戻るためエレベーターホールまでやってきた。




【里奈】

「あっ、副社長‥‥」




【秀明】

「‥‥ああ、どうも」




　ちょうどドアが開いて、中から副社長が降りてくる。




【里奈】

「今から伺おうと思っていたんです。スケジュール調整終わりました」




【秀明】

「‥‥そうですか。これで、明日は貴女も私も休みです」




【里奈】

「えっ？　私もですか？」




【秀明】

「貴女がご自分で作り出した休みでしょう？」




【里奈】

「いえ、私はそういうつもりでは‥‥」




【秀明】

「とにかくご苦労様でした。ではこれから、私に同行してください」




【里奈】

「これからって‥‥外出するんですか？」




【秀明】

「そうです。早く準備をしなさい」




【里奈】

「いえ、課長に報告しないといけません」




【秀明】

「大丈夫です。私が何とかします」




【里奈】

「はい‥‥分かりました」




　副社長はそのまま私を連れて、エレベーターに乗った。

　副社長の運転する車に乗って会社を出ると、案の定、すぐに夏妃子課長から携帯に電話が掛かってきた。




【里奈】

（まずいな‥‥。やっぱり来たよ）




【秀明】

「‥‥夏妃子ですか？」




【里奈】

「はい。私を探してるんだと思います。出ますね」




　私が電話に出ようとした瞬間──。副社長がスッと片手を伸ばして、制止した。




【秀明】

「‥‥出てはいけません」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【秀明】

「まだ分からないんですか？　これは逃避行なのですよ」




【里奈】

「逃避行って‥‥？」




　副社長が戸惑う私を、横目でチラリと見る。副社長の瞳には、妖しげな光が宿っていた。

　日がとっぷりと暮れた頃──。

　車は静かな山間にある、日本家屋の前に到着した。

　周りを豊かな緑に囲まれ、庭には大きな池がある。




【里奈】

「ここは‥‥？」




【秀明】

「私の隠れ家‥‥といったところでしょうか」




　副社長が後ろ手に車のドアを閉めて、大きな家屋を見上げる。




【里奈】

（隠れ家って‥‥。副社長はそんなのも所有してるのか）

「それで‥‥ここで何をするんですか？」




【秀明】

「『デトックス』ですよ。最近の貴女は、だいぶ疲れているように見えましたからね。疲れをとるためには、体内に溜まった毒を出すことです」




【里奈】

「デトックス、ですか‥‥」




【秀明】

「そう、日本語で言えば「解毒」になります」




【里奈】

「そのために私をここへ？」




【秀明】

「そうです。中国へ出張に行く前に、疲れをとっておきましょう。ではこちらへ来てください」




　私は副社長に言われるがまま、家の中へと入った。

　私はまず和室に通されて、副社長にお茶をごちそうになった。

　湯気と共に、ほのかなジャスミンの香りが立ち昇る。




【里奈】

「美味しい‥‥。これはジャスミン茶ですか？」




【秀明】

「『龍珠花茶』という中国茶です。私がブレンドしました」




　副社長が私と同じお茶を一口飲み、湯気に目を細める。




【里奈】

（私のために、わざわざここまでしてくれて‥‥）




　私は副社長の優しさに胸をじんと熱くしながら、中国茶を飲んだ。




【里奈】

「体が温まってきました。これで溜まっていた疲れが取れそうです。気を遣って頂いて、ありがとうございます」




【秀明】

「‥‥まだです」




【里奈】

「え‥‥？」




　副社長が茶碗をそっと置いて、私を冷たい瞳で見つめる。




【秀明】

「‥‥服を脱ぎなさい」




【里奈】

「えっ？　そんな、急に‥‥」




【秀明】

「浴衣を用意してあります。これに着替えなさい」




　副社長がゆっくり立ち上がり、背後のタンスから浴衣を取り出す。




【里奈】

「あの‥‥ここで着替えるんですか？」




【秀明】

「そうですよ？」




　副社長は冷静な表情のまま言って、布団の上に腰を下ろした。




【里奈】

「あの‥‥後ろを向いてもらってもいいですか？」




【秀明】

「‥‥まあいいでしょう」




　副社長が私にくるりと背中を向けて、座り直す。

　私はそれを確認してから、急いで副社長の用意した浴衣に替えた。高級素材の浴衣の用で、シルクのような滑らかな肌触りがとても心地よい。




【里奈】

「副社長。着替え、終わりました」




【秀明】

「ではここへ来て、うつ伏せになりなさい」




　副社長が私に背を向けたまま、手のひらで布団をぽんと叩く。

　私は少し緊張しながら、布団の上にうつ伏せになった。




【秀明】

「‥‥背中を出してください」




【里奈】

「背中？　これから何を‥‥？」




【秀明】

「お灸ですよ。これも中国では有名なお灸です」




【里奈】

「はい‥‥」

（ちょっと恥ずかしいな‥‥）




　私は浴衣をはだけて、副社長の前に背中を晒した。




【秀明】

「では、始めましょうか。最初は痛いかもしれませんが、すぐに良くなります」




　副社長が小箱からお灸を取り出して、火を点ける。

　部屋の中が、香の匂いに満たされていく。




【里奈】

「熱っ‥‥！」




　お灸のあまりの熱さに、私は思わず身悶えしてしまう。




【秀明】

「じっとしていなさい」




【里奈】

「で、でも熱くて‥‥」




　私が熱さに身をよじっていると、副社長のため息が聞こえた。




【秀明】

「はしたない眺めですね。物欲しそうに腰を振って‥‥」




【里奈】

「ち、違います。熱くて‥‥ああっ‥‥」




【秀明】

「いけませんね。淫らな声まで漏れていますよ？」




【里奈】

「だ‥‥だって、副社長が‥‥！」




【秀明】

「はしたない女には、お仕置きが必要です」




　副社長に冷たく鋭利な言葉を浴びせられて、なぜか私は体が火照ってしまう。




【秀明】

「しかし、これだけ反応があるとは‥‥。貴女はどうも背中が弱いようですね？」




　副社長がピアニストのように繊細な指先を、私の背中で滑らせる。




【里奈】

「ああんっ‥‥！」




　体の芯を電流が貫き、私はビクンと大きく身をよじらせる。

　その拍子に、はだけていた浴衣が完全に脱げ落ちてしまう──。




【秀明】

「あまり動くと火傷をしますよ？」




　副社長は脱げた浴衣を元に戻してくれるどころか、そのまま強引に、私の体からはぎ取ってしまった。




【秀明】

「ずいぶんと淫らな姿になりましたね。本当に、はしたない」




　私の肌は、今や副社長の冷徹な視線に無防備にさらされていた。




【里奈】

「いやっ‥‥。浴衣、着せてください‥‥」




【秀明】

「駄目です。貴女は今、私の忠実なしもべなのですから」




　副社長が私の体に圧し掛かり、背後から首筋に唇を押し当てる。




【里奈】

「ああっ‥‥いやっ‥‥！」




【秀明】

「良い香りがしますね。少しは体の毒素が抜けたのでしょうか。‥‥今夜は楽しめそうです」




　副社長の濡れた唇が、私の背中をそっと滑り落ちていく──。




【里奈】

（副社長‥‥！）




　私は香の匂いに包まれながら、快楽と欲望の海に身を投じるのだった。

　その翌日──。

　私は副社長と出張に出かけた中国で、取引先とのパーティーに出席していた。




【里奈】

「取引、うまく行きそうで良かったですね」




【秀明】

「ええ。これで安心して日本に戻れます」




　副社長が満足そうにうなずいて、紹興酒を口に含む。するとすれ違った中国人二人組が、私に声を掛けてきた。




【中国人Ａ】

「美眉！」




【中国人Ｂ】

「漂亮美眉！」




　中国人たちが私を見て、にやにやと笑っている。

　私は隣にいる副社長に、小声で訊いた。




【里奈】

「この人たち、なんて言ってるんですか？」




【秀明】

「貴女が可愛いと言っているんですよ」




【里奈】

「えっ‥‥」




　副社長は冷静な顔を崩さずに、静かにお酒を飲んでいる。その間に、中国人二人組は私にさらに詰め寄ってきた。




【里奈】

「ちょ、ちょっと！」




　──勢いに押されて後ずさる私の背後で、副社長が何やら小さな声でつぶやく。




【秀明】

「あまり調子に乗るようなら、またお灸を据えなくてはなりませんね‥‥」




【里奈】

「‥‥何か言いましたか？」




【秀明】

「‥‥いえ、独り言です」




　副社長の口元には、微かに氷のような笑みが浮かんでいた──。




　─ＥＮＤ─








誘惑の熱病









　本格的な冬の訪れを告げる、冷たい北風が吹くある日──。

　朝、デスクでＰＣを開くと、パリに出張中の夏妃子課長からメールが届いていた。




【里奈】

（課長から‥‥？　なんだろう？）




　私は少し嫌な予感を覚えながら、メールを開いた。




【夏妃子】

『ダーリンに、アタシのデスクにある書類を届けること』

『アタシがいないからって、色目を使うんじゃないわよ！』




　──課長からのメールは、キツイひと言で締めくくられていた。




【里奈】

（わざわざ私に頼むなんて、性格悪いなぁ‥‥まあ、あの人はそういう人だし、今に始まった事じゃないけど）




　私はため息をつき、課長に頼まれた書類を持って取締役室に向かった。

　副社長のドアを開けた途端、私はハッと息を飲んだ。




【里奈】

「副社長‥‥？」




　秀明副社長が、デスクの上に突っ伏している。いつもと明らかに違う様子なので、私はあわてて副社長の元に駆け寄った。




【里奈】

「どうしたんですか？」




【秀明】

「いえ、何でもありません‥‥」




　副社長がゆっくりと体を起こして、メガネの位置を直す。




【秀明】

「それで‥‥何の用ですか？」




【里奈】

「これを届けるように、出張中の夏妃子課長から頼まれました」




【秀明】

「ああ‥‥そうですか」




　副社長は私の手から書類を受け取り、ざっと目を通した。




【秀明】

「‥‥ご苦労様。確かに受け取りました」




【里奈】

（具合でも悪いのかな‥‥。顔色も優れないし、声にハリも無い）




　私が様子を見ていると、副社長がふいに顔を上げた。




【秀明】

「水之瀬さん‥‥。午後の来客はすべてキャンセルして下さい」




【里奈】

「えっ‥‥キャンセルですか？」




【秀明】

「本日が期限の書類はすべて、処理済です。その他の細かい調整は貴女が応対して下さい」




【里奈】

「はい‥‥」




【秀明】

「本日はこのまま退社します」




　副社長は事務的な口調で私にそう告げると、ふらふらと立ち上がった。




【里奈】

「副社長、お身体の具合が悪いんですか？」




【秀明】

「‥‥少し疲れているだけです」




　副社長がつぶやくように言って、そのまま出口に向かう。

　次の瞬間──。

　副社長の体が、私の目の前でふらっと傾いた。




【里奈】

「危ないっ‥‥！」




【秀明】

「‥‥‥‥」




　私はとっさに副社長に駆け寄り、倒れそうになる体を支えた。




【里奈】

「大丈夫ですか!?」




【秀明】

「‥‥大丈夫です‥‥」




　うわ言のようにそうつぶやく副社長の体は、服の上から触っても分かるほど、熱く火照っている。




【里奈】

「すごい熱‥‥！　副社長、早く休まれた方がいいですよ？」




【秀明】

「ええ、そのつもりです‥‥」




【里奈】

「私が家までお送りして、看病します！」




【秀明】

「いいえ、それは認められません。看病など、業務外ですから‥‥」




　副社長が荒い息を吐きながら、首を横に振る。




【里奈】

「秘書として、雇い主の体調管理も業務のうちです！」




　副社長は潤んだ瞳で私を見つめてから、諦めたようにため息をついた。




【秀明】

「‥‥とりあえず自宅に戻ります」




【里奈】

「はい、そうしましょう。すぐに運転手を呼びますから」




　私はふらついている副社長に肩を貸して、取締役室を出た。

　その後、私は副社長を自宅マンションへと送り届けた──。

　私はひとまず副社長をベッドに寝かせて、看病の準備を始めた。




【里奈】

（不幸中の幸いと言うか、夏妃子課長が出張中で良かったな）

（家の中で顔を合わせたりしたら、面倒だし‥‥）




　私はキッチンを借りて氷のうを作り、すぐに副社長の元へ戻った。




【里奈】

「すぐにお水も持ってきます。あ、リンゴでも剥きましょうか？」




【秀明】

「看病までしなくても良いと、言ったでしょう‥‥」




【里奈】

「いいえ、これも秘書の務めです」




　私が毅然として言うと、副社長は目を閉じてこくりとうなずいた。




【秀明】

「‥‥分かりました。今はその言葉に甘えましょう」




【里奈】

「はい、そうしてください。無理はダメですよ。すごい高熱なんですから」




　私は氷のうを副社長の頭に載せて、顔の汗を拭きとり、慌ただしくキッチンに戻った。

　陽が傾いてきた頃──。

　ひと通り看病が終わって、すっかり気が抜けた私は、いつの間にか副社長の隣で横になり、ウトウトとまどろんでいた。




【里奈】

（いけない‥‥。つい寝ちゃった‥‥）




　ゆっくりと目を開けると、すぐ近くに副社長の顔がある。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　副社長はすうすうと、静かに寝息を立てている。

　私はしばらくそのままの体勢で、副社長の無防備な寝顔を見ていた。




【里奈】

（寝顔だけ見てると、無邪気な子供みたいだな）




　私がつい、プッと噴き出した瞬間──。副社長がゆっくりと目を開けた。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「あ‥‥。よく寝てましたね？」




　鼻の頭がこすれそうなほどの至近距離で、私と副社長の視線が交錯する。




【秀明】

「‥‥今、笑っていませんでしたか？」




【里奈】

「そんなことはないですよ？」




【秀明】

「いや‥‥間違いなく私を見て笑っていました。貴女は秘書の業務と言ったにも関わらず、雇い主を笑うのですか？」




【里奈】

「いえ、私は‥‥」




【秀明】

「‥‥これは躾が必要ですね？」




　副社長の熱で潤んだ瞳の奥に、冷酷な獣の炎が宿る──。




【秀明】

「さあ‥‥近くへ来なさい」




　副社長が私の腰に手を回して、自分の方へと強く抱き寄せる。




【里奈】

「いやっ‥‥だ、ダメです！」




【秀明】

「抵抗しても無駄ですよ。貴女には躾が必要なのです」




　副社長が荒い息を吐きながら、濡れた唇を私の首筋に押し付ける。




【里奈】

「はあんっ‥‥！」




　私はかすれた喘ぎ声を漏らして、大きく身を捩る。




【秀明】

「どうしました？　淫らな声が出ていますね？」




【里奈】

「だ、だって、副社長が‥‥！」




【秀明】

「私に口ごたえするのですか？」




　副社長は私の上に覆いかぶさって唇を塞ぐと、熱く濡れた舌をねじ込んできた。




【里奈】

「んんんっ‥‥！！」




　口内で副社長の舌が生き物のように這い回り、私の唾液を絡め取る。

　熱のせいか、副社長の舌は先まで熱く火照っている。




【里奈】

「んふうっ‥‥！　あふっ‥‥！」




　息苦しさに身をよじらせる私の両腕を、副社長がベッドに押さえつける──。




【秀明】

「水之瀬さん‥‥」




【里奈】

「ふ、副社長‥‥」




　私は潤んだ瞳で、副社長の顏を見上げる。副社長は私の腕を押さえつけたまま、しばらく私をじっと見つめていた。




【秀明】

「貴女には、礼を言わなければなりませんね」




【里奈】

「え‥‥？」




【秀明】

「これほどまでに回復したのは、貴女のおかげですから」




　副社長の不意打ちの言葉が、私の心をそっと羽根のように撫でる。




【里奈】

「副社長‥‥‥‥」




【秀明】

「さて‥‥本当の愉しみはこれからです。夜はまだまだ、これからですから」




　副社長はふたたびその顔に冷たい笑みを張り付けて、私のブラウスのボタンをゆっくりと外していった──。

　それから数日後──。

　その日、パリへ出張していた夏妃子課長が久しぶりに会社へ戻って来た。




【夏妃子】

「ダーリンにはお土産として、財布を買ってきたから」




【秀明】

「仕事に行ったのか買い物に行ったのか、分かりませんね」




【夏妃子】

「ちゃんと仕事を優先したわよ。イヤミを言わないで頂戴」




　夏妃子課長がソファに腰を下ろして、長い脚を組む。




【夏妃子】

「それで‥‥アタシがいない間、こっちはどうだったの？」




【秀明】

「特に何もありませんよ。いつも通りでした」




【夏妃子】

「秘書課はどうだった？　水之瀬、どうせ使えなかったでしょ？」




　部屋の隅で書類を整理していた私の手が、ピタリと止まる。




【里奈】

（好き勝手に言ってくれるじゃない‥‥）




　すると副社長が涼しい顔でさらりと、夏妃子課長に言った。




【秀明】

「水之瀬さんは秘書としての業務を全うしました」




【夏妃子】

「‥‥本当に？」




【秀明】

「私が保証します」




　副社長はそう言って、何事も無かったかのように書類に判を押した。




【夏妃子】

「でも‥‥業務を全うしたって、どういうことかしら？　アナタに何か特別な仕事でもあったの？」




　夏妃子課長がふいに、私の方に顔を向ける。




【里奈】

「いえ、いつも通りの業務でしたよ」




　私は訝る夏妃子課長に、愛想笑いを返した。




【里奈】

（危ない、危ない‥‥。ヒヤヒヤするよ‥‥）




　その時ふと──副社長に荒々しくつかまれた手首の痛みが蘇ってきた。

　その痛みは、二匹の淫らな蛇となって絡み合ったあの夜のように、また私の体を熱く火照らせるのだった──。




　─ＥＮＤ─
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